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一章　蒼の集積







　　　　※※杉すぎ崎さき小こ春はる※※




「おっしゃ！　明あき菜な、小春の隣となりな」

「うん」

「小春、もうちょいこっち」

『はいはい』

　悟ご郎ろうがスマホのカメラを構えてこちらに向ける。

　海と空の青の間を区切る入道雲をバックにシャッターが切ろうとする。

　画面をのぞき込んだ悟郎ちゃんはどこか不満げな様子で眉まゆをひねる。

　明菜が目をぱちくりさせて問いかけた。

「どうしたの？」

「う～ん、やっぱ小春は写らねぇなあ」

　やれやれとばかりにあたしはため息を吐つく。

『そんなの当たり前じゃない……何言ってんの？』

　でも悟郎はまだ納なつ得とくがいっていない様子。

「いや、うっすら写るかと思ったんだが……」

『バカじゃないの？　オカルト番組の見すぎじゃないの？　あんなの捏ねつ造ぞう写真に決まってんでしょ』

「……おまえが言うと、説得力あるな」

　すると明菜が困った顔でフォローを入れる。

「しょうがないよ。ね、悟郎ちゃん」

「う～ん」

　あたしと悟郎、そして明菜は休みの最後の週を利用して海に来ていた。

　もちろん日帰りだけど。

　地元の駅から大きいターミナル駅まで出て、そこから特急に乗ると一時間ほどで浜はま辺べのある海へと出る。

　見み渡わたす限りサーファー以外の海水浴客はいない。

　かくいう悟郎も泳ぐつもりなんかはない。

　そもそも悟郎が、

「どっか行こう」

　と思い付きで行動しただけに過ぎない。

　悟郎と明菜と、そしてあたし。

　たぶん、三人でこうして過ごすのはこれが最後なんだろうな。

　ふと、あたしはそう思った。




　夏休みが始まって二週間……。

　悟郎との休みは本当に何もなかった。

　それと言うのも、あたしが悟郎から逃にげていたからに他ほかならない。

　あの日、あたしの死を受け入れた悟郎は、死んだ人間と一いつ緒しよにいる、という道を選んだ。

　それは不毛な恋こいの始まりに他ならない。

　触ふれることができない。

　一緒に食事をすることもできない。

　共有できることは本当に少ない。

　何よりもずっと成長しない人間と、老いていく人間。

　そんなのあまりにも悲しすぎる。

　あたしにはそんな未来が想像できなかった。

　いや、生きている人間にだってそんなことを想像できるわけがないと思う。

　きれいごとじゃないんだ。

　死んだ人間との生活なんて。

　悟郎があたしに合わせるようにしたらどうなる？

　ごはんも食べない、眠ねむりもしない、成長することもないこのあたしに。

　最初はよくても、小さなズレは時間と共に堆たい積せきして、いつか決けつ壊かいする。

　身体からだも心も蝕むしばまれてしまう。

　それは悟郎がまた壊こわれてしまう――ということに他ならない。

　本当の意味で壊れる。

　あたしの脳のう裏りには病院のベッドで痩やせこけて横たわっていた、あの時の悟郎の姿が思おもい浮うかんだ。

　あんな姿もう二度と見たくない。

　そんなの、あたしはこれっぽっちも望んでいない！

　だからあたしは悟郎の前から姿を消した。

　悟郎から離はなれることができないあたしだけど、でも悟郎の目に触れなければいつか……。

　そう思っていた。

　でも悟郎は違ちがっていた。

　彼かれは姿を見せないあたしに幾いく度ども説得を試みた。

「小春、一緒に生活していこう。もし俺おれのことを心配してくれるなら、きっとどうにかするから！　周りの人間にばれないようにするし、気付かれない場所を自分で作るから！」

　悟郎を心配している半面、その言葉がうれしい。

　ずっと大好きだった悟郎の言葉に胸が高鳴らないわけはない。

　でもあたしは息を殺して彼の前に出ようとはしなかった。

　我が慢まんしなきゃ。

　このまま一番好きな人がダメになっていく姿を指をくわえて見ているなんてイヤだ。

　そうして隠かくれ続けるあたしと、それでも毎日語り掛かけてくる悟郎の夏休みが始まった。

　彼は決して諦あきらめようとはしなかった。

　そんな悟郎は、ある日からバイトを始めた。

　バイトの傍かたわら、ネットで不動産物件を検索。

　それもこの近くではなく、別の県や都会のものばかり。

「……このあたりかなぁ」

　真しん剣けんにアパートの入居者募ぼ集しゆうを見る悟郎。

　それに輪をかけて朝に夕に遮しや二に無む二ににバイトをする生活。

　その段階で、あたしはようやく悟郎が何を考えているのか理解した。

　彼が言う『気付かれない場所』。

　それはどこか遠くの土地でのアパートを借りた一人暮らしのことだった。

　そういう生活で、誰だれも寄せ付けずにいれば気付かれることもない。

　でもそれは悟郎が今の高校を辞やめることだ。

　何もかも捨てて、誰も自分たちを知らない土地に行く。

　そういう選せん択たく肢しを考えているのだとわかった瞬しゆん間かん、あたしはいてもたってもいらず、彼の前に飛び出していた。

『何考えてんの！　バカじゃないの！』

　あたしの罵ば倒とうに悟郎は笑った。

「やっと出てきてくれたな」

　ホント……なに嬉うれしそうな顔してんの……。

『……仕方ないじゃない。あんたがバカみたいなこと考えてるんだもん』

「バカみたいッて、おまえなぁ……」

『バカみたいに決まってんじゃん！　あんた何もかも捨てて、それでどうすんのよ！　高校やめて、みんなと縁えん切ってそれでどうすんのよ！』

「な、なぜ……わかった」

『わかるに決まってんでしょ！　あんたの行動見てたらわかるわよ！』

　一つ呼吸を吐いて、真剣な顔をする。

『いい。ダメだからね』

「えっ？　高校やめるのが？」

『そう。それに、就職も。一人暮らしも。全部！』

　すると悟郎は苦笑いをしながら、こう答えた。

「でもさぁ、今の学校にいたら、いずれお前のことが……」

　バレてしまう。

　そう、すでに明菜にも知られている。

　そして先日、クラスメイトの二人にもバレてしまった。

　生徒会長は最初から知っていたようだが、彼かの女じよはあくまで静観の構えの様子。

　いずれこのことが学校中に知しれ渡わたるのは時間の問題かもしれない。

　悟郎は憮ぶ然ぜんとした顔で腕うでを組んだ。

「わいわい騒さわぎ立たてられて俺がとやかく言われるのは別にいいんだけどさ。でも小春が嫌いやだろ？」

『イヤ！』

「だよな」

　あたしはムッとしながら即そく座ざにそう言っていた。

　図星だったからだ。

　別にあたしのことを悪く言われるのはいい。

　でも、それで悟郎に心無いことを言うやつがいたらとても耐たえられない。

　興味本位。

　ただの野や次じ馬うま。

　露ろ骨こつな悪意。

　どれだとしても、絶対にイヤだ。

　悟郎がそんな目に遭あうのを見たくない！

　かくいう悟郎は平然とした態度を崩くずさない。

　やるべきことは決まっている、そういう姿勢で口を開いた。
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「俺は小春がつらいと思うようなことはしたくない」

『だから学校辞めて、一人暮らしするっていうの？』

　彼はこくりとうなずき返して続けた。

「そりゃまあ、自分でも無む謀ぼうだと思うけどさ」

「わかってんじゃない」

「わかってるよ。でもさ、それでもやんなきゃって思うんだよ」

『…………』

　一層真剣な顔で悟郎はあたしを説得するように拳こぶしに力を入れた。

「俺、やっと今の小春が置かれてる状態を理解できた。でも、ホントのところ、あの頃ころの記き憶おくはまったくないんだよ」

　あの頃とはきっと、あたしが事故に遭った時のことだろうな。

　悟郎を見ていて、なんとなくそうなんじゃないかと思っていた。

『……そう』

「正直、今でもわかんないことはけっこうある。でも重要なのは小春がいてくれるってことだ。小春と一緒ならどこでもやって行けるって思うんだ」

『高校中退して？』

「まぁな。いろいろ大変だとは思うけど……」

『大変に決まってんじゃない。大学出ろとは言わないけど高校くらい……』

「お前は俺の母さんか？」

『茶ちや化かすな』

「すいません……」

　あたしはため息を吐いた。

　それでも悟郎は背筋をピンと伸のばしてこう言う。

「ちゃんとリセットしなきゃ、って考えたんだよ」

『リセット？』

「ああ。なんかいろんなことがありすぎた。だから整理つける意味も含ふくめてさ、今までの流れを一回切るべきじゃないかなって。そもそも俺、ウソ苦手だからさ、今の学校にいたら速そつ攻こうでバレると思うんだわ。だからさ――」

　彼は自信を持ってあたしをまっすぐに見た。

　あの時、あたしを見つめたガラス玉のような目ではなく、生きている者の目で。

　きっと真剣に考えて、この答えに至ったんだろうな。

　それだけはわかった。

　だから、あたしから言えることは、これくらいしかない。

『はぁ………バカだよね、あんた』

「えっ!?　なんでだ小春！」

　思わぬ返答だったのか、悟郎は目を白黒させる。

　どうやらわかっていないようだ。

『いい悟郎？』

「なんだよ？」

『―――それじゃどこへ行っても一緒だよ』

　言葉をひっこめた悟郎は居い心地ごこちが悪そうに足を組くみ替かえる。

　その反応を見て、あたしは少し安心した。

　悟郎だってわかっているのだ。だからあたしは言葉を重ねる。

『リセットしたって、変わんないんだよ？』

「………」

『きっとさ、今をごまかしたら、この先どこへ行ったとしても一緒なんだと思うの』

　あたしはまっすぐに悟郎を見つめ、語気を強くした。

『それにさ、新しい土地に行けば、昔のことを聞いてくる人が絶対いるよ』

「まあ、そりゃそうだろうな」

『その時、悟郎はあたしのことどう説明するの？』

「そりゃ、まあ、彼女と同どう棲せいしてるって……」

　同棲か……その響ひびき、ちょっと恥はずかしいな。

『ごほん……』

「なに赤くなってんだ？」

『うっさい！　同棲はいいとして、写真見せろとか、会わせろとかって話になったらどうすんのよ？』

「そこはまあ……うまいことごまかすさ」

　まあ、そういうことになるよね。

『悟郎は人にウソを吐き続けられる？　一回だけじゃないんだよ？　ずっとウソ吐かなきゃいけないんだよ？』

「それは……」

『さっき自分で言ってたじゃん。ウソが苦手だって』

　途と端たんに悟郎は難しそうな顔をして腕を組んだ。

　痛いところを突つかれた、というのは顔を見ればすぐにわかる。

　悟郎がウソ吐くのがヘタクソなのは保育園の時から知ってる。

　今だって大して変わらない。

　でも長く同じ場所にいれば交友関係は大なり小なりできる。

　その中でずっとウソを吐き続けて生きるのって、もうそれはある種の才能がないとムリなんだと思う。

　正直者だからいい人だとは思わない。

　悟郎だってうやむやにごまかすことだってある。

　たまにはヘタクソなウソだって吐く。

　本音と建て前だって使う。

　でもそれは、聞く方だってある程度わかっているんだ。

　わかっていて、受け流してくれたり、話半分に聞いたり、たまには笑いながらツッコんでくれたりして、それで成り立っている。

　それはつまり、普ふ段だんの悟郎が正直に生きているから成立しているのだ。

　他人と折り合いをつけて生きていくことって、そういうことなんだと思う。

　他人が悟郎に優やさしいのは、悟郎が普段から善良に生きているからに他ならない。

　でもずっとウソを吐き続けている人間ならどうか？

　そんな人間と仕事を、生活を一緒にしていられるだろうか？

　ヘタクソなウソを重ねて生きようとしている悟郎を、社会は受け入れてくれるだろうか？

　答えは言わずもがな。

　悟郎にだってそれがわかっているから、だからこんなに悩なやんでいるのだ。

『ねぇ悟郎。どこに行っても、結局あたしと一緒にいる限り、やることは一緒なんだよ』

　悟郎はなにも言い返せず、むっつりと足先を見つめる。

　こんな追おい詰つめるようなマネはしたくないな……。

　でもちゃんと言わないと。

『だったらさ、今の学校をしっかり卒業しよう。ここから逃げても、どこへ行っても一緒だもん。高校を何とか乗り切ることができれば、きっとその先もうまくやって行くことができるよ』

「どこへ行っても一緒……か」

『そうだよ！　だったら、今あるところでちゃんと生きないと！』

　必死で言葉を紡つむぎながら、あたしは自分の発言に驚おどろいていた。

　ずっと逃げ隠れしていたのに……。

　いつの間にかあたしは、悟郎と共に生きる道を模も索さくしていたのだ。

　あんなに悟郎と共にいることはできないと思っていたのに、彼を前にして話しているうちに、自分の中にある気持ちに突き動うごかされていた。

　それは痛いのと同時に、どこか甘あまい夢を見ているような感覚。

　あたしはそれがどういう意味なのかわからない。わからないけど、でも間ま違ちがっているとは思えず、言葉を紡ぐ衝しよう動どうに従っていた。

　それを聞いていた悟郎の方は浮かない顔で、

「でも……それでどうするんだ？」

　と問いかける。

『それは……』

「もう千ち夏かやティッシュにはバレた。夏休み明けからは明菜があの高校に転校してくる。真ま冬ふゆ先せん輩ぱいだってずっと知っていた」

『そうだけど！』

「たぶん、俺たちのこと、いつかバレるぞ。そうなったら……」

　問われて私は息を呑のんだ。

　覚かく悟ごを決めなければならない。

　あたしが悟郎の前に姿を現した時点で、これはもう決まっていたのだ。

　悟郎と生きる道を模索することを。

　生きる者と死んだ者が、ともに生きる方法を考えること。

　でもあたしと悟郎だけでは難しい。

　だとしたら……。

『仲間を作ろ』

「なかまって……つまり、同じ秘密を共有する仲間ってことだよな？」

『そう。少なくとも、悟郎とあたしのことを知っている人間を仲間にして、それであたしたちのことをわかってもらって、それで協力してもらうの』

　腕を組んだ悟郎は、うぅん、と深く唸うなった。

　黙だまりこくって思索を繰くり返かえしている。

　そしてようやく、

「それってさ明菜とか千夏とか、俺らのことを少なからず知ってるやつを、ってことだよな？」

　黙ってうなずく。それ以外の何も知らない人間では難しい。

　そうじゃなくても、この複雑な状じよう況きようを理解してもらえる人は少ない。

「それを小春は望んでいるのか？」

　真剣な瞳ひとみ。強く問いかける視線。

『あたしが望むのは、生きている悟郎の幸せだから』

「俺は小春の幸せも考えてる」

『知ってる。だから、お願い。これはお互たがいの幸せのため。悟郎の幸せが、あたしの幸せなんだから』

「そうだな。俺の幸せも、おまえが幸せでいることだ」

　悟郎は少し照れるように頭を掻かいた。

　そんなところで照れないでほしい。

　こっちまで恥ずかしくなっちゃうじゃないの。

　でもまあ、こちらの真剣さは伝わっている。

　だからすぐに気を取り直したように、顔を上げた。

「わかった。努力してみる……ということは、バイトもアパートもパーだな」

『いいじゃない。……ってか、まずあたしに相談しなさいよ、そんな大切なこと！』

「お前が姿消したんだろ」

『うっ……それを言われると……』

「ハハ。まあ、でも小春が出てきてくれてホント良かった。まさか二度と出てきてくれなくなったらどうしようと思った」

　出てくるつもりなんてなかった。

　あんな目をしている悟郎を早く元の生活に戻もどしてあげたかった。

　ガラス玉のような目をした悟郎。

　今もまだ彼はどこか定まらない視線を泳がすような目をしている。

　でも、あの時よりはだいぶいい……のだろうか？

「さて小春。仲間を集めるにしたって、誰から声かける？」

『そんなの、あの娘こしかいないでしょ』

　最初にあたしたちのことをわかってもらうべきは、彼女をおいてほかになかった。

「明菜か？」

　あたしはこくりとうなずき返す。

　あたしと悟郎の小学校時代、そして中学一年生までを共にした友人。

　そして悟郎を取り合う仲になってしまったことも含めるとちょっと複雑だけど、でも一番信しん頼らいをおける存在だ。

　明菜との最初の接せつ触しよくは、悟郎がスマホから。

『会って話がしたい』というメッセージを送る。

　ただメッセージは既き読どくもつかないまま数日間返ってはこなかった。

　正直なところハラハラしていたし、彼女が返信できない状況にあることも察していた。

　あたしのことを彼女が知ったのはつい最近だから。

　そして悟郎はその事実を認にん識しきできていない状態だった。

　明菜にとってそれがどれほどつらいことだったか察するに余りある。

　もしかしたら、返信してくれないのでは……。

　そう思い始めたある日、ようやく彼女からの返信が来た。

『どこへ行ったらいい？』

　という簡潔な内容にあたしたちは相談の上、悟郎の家にすることにした。

　そして翌日の昼過ぎ、彼女は悟郎の部屋の真ん中に座すわっていた。

　まだどこか怯おびえを宿したような、恐きよう々きようとした様子で彼女は顔をうつむけている。

　先日のショックからか、少しやつれたように見えた。

　それでも彼女の目にはしっかりとした意志の光がある。

　そして明菜はごくりと息を呑むと、意を決したように口を開いた。

「悟郎ちゃん、話って……小春ちゃんのことだよね」

　悟郎もあたしも驚いて思わず顔を見合わせてしまう。

　だって、こんなにも凛り々りしい彼女の顔を見たのは初めてかもしれなかったから。

「ああ、そのことだ。その……このまえは……ごめんな」

「ううん。私も突とつ然ぜんあんなこと言ってごめん。悟郎ちゃんの気持ち、もっと考えてから話すべきだったんじゃないかって、ずっと反省してた」

　無理もない。

　悟郎にあのことを話した明菜を誰が責められる？

　明菜に黙ってろと言う方がよっぽど酷こくじゃないか。

　あたしがこうなってしまったことを知って、悟郎はそのことに気付いていない。

　それが明菜にとってどれほどショックだったか。

　突然知ってしまった事実を、たったひとりで抱かかえていることがどれだけ辛つらいか。

　しかも家族と離れ一人暮らしを始めたばかり。

　その彼女が、あの部屋の中でどんな夜を過ごしたかと思うだけで胸がつぶれそうになる。

　その明菜は言葉を拾い集めるようにポツリ、ポツリと話し出した。

「あのね、悟郎ちゃん。私、まだよくわかってないの。悟郎ちゃんにとって小春ちゃんはまだ死んでいない存在なのかなって、そう思えて」

　悟郎はあたしを一いち瞥べつして、それから明菜にこくりとうなずき返した。

　彼女はどこか納得したように息を呑む。

「……そっか。そうだよね。簡単に受け入れられないよね」

「いや、受け入れられないっていうわけじゃないんだ」

「どういうこと？」

「なんて言ったらいいのかな」

　ちらちらとこちらを窺うかがいながら言葉を探す。

　どこから話すべきか迷っているのだろう。

　それでも悟郎は言葉を拾い集めたどたどしく話を進める。

「心の問題っていうわけじゃないんだ。いや、もちろんそういう側面はあったと思う」

「今は違うの？」

「あ、ああ。小春に起こったことは理解している。そして明菜が教えてくれたように、それが事実であることも理解している。でも小春はここに――」

　言いかけて悟郎は一いつ瞬しゆん、のどに閊つかえるように言いよどむ。

　――ここにあたしがいる。

　そう言おうとしていた。

　でもそれがどれほど非常識なことか、彼はちゃんとわかっている。

　いきなりそれを伝えたらどうなるか？

　そんなの子供だってわかる。

　あたしたちには今ある二人だけの現状を理解してくれる人間が必要なのだ。

　でも順番を間違えたら、それはすべて無む駄だになる。

　最初っから悟郎は幻げん覚かくを見ているのだ、という印象を彼女に植え付けてしまう。

　たとえ彼女が長年一緒にいた親友だったとしても、あたしがここにいることを信じてもらうのは難しい。

　だって明菜にあたしは見えていないんだから。

　だから彼は感情に任せて言葉を放つことを躊ちゆう躇ちよした。

「あのな、明菜。小春のことは俺も思い出したんだ。真冬先輩とあちこち回って、そして明菜にも言われてやっとそうだったんだってわかった」

「………」

「だから、今ある現実はやっと俺にも認識できた。でもな、あの日のことは今も思い出せないんだよ」

「あの日って……もしかして」

　悟郎はゆっくりとうなずき返す。

　それはあたしがトラックにひかれ、成長することを止やめてしまったあの日。

「だから、言われるまで俺、全然気づかなかったんだよ。俺の誕生日のあたりから、春休みが明けるくらいまでの記憶があやふやなことに」

「じゃあ……入学の頃の記憶は？」

　悟郎は頬ほおをかきながら記憶を探さぐるように、

「そのあたりからはっきりしてる」

「春休み中のことは？」

「途と中ちゆうまであやふやかな」

「そうなんだ」

　明菜はどこか納得したように、でもいぶかしむように続ける。

「じゃあ、いつから覚えているの？」

「えっといつからって言うか……春休みの間のことは、小春が俺んちに来て話している内容くらいしか覚えてないというか」

「小春ちゃんが……悟郎ちゃんちに？」

　明菜の動どう揺ようが伝わってくる。

　あたしはしまった、と身をこわばらせてしまう。

　バカバカ！　どうして今、それを言うの！

　あんただって気付いていたじゃない！

　今それを言ったら、明菜が信じてくれないかもしれないって！

　でも、悟郎は焦あせることなくドンと構えていた。

「そうだ。小春と俺んちで話した記憶だ」

　あたしは恐おそる恐る明菜の顔を見る。

　でもあたしが想定していたよりも彼女は落ち着いていた。

　まだ悟郎の話を聞くだけの冷静さを維い持じしている。

「あのな、信じられないかもしれないけど、小春はここにいる。今も俺の隣にいるんだ」

　明菜は息を呑むと悟郎が目視した方――あたしを見つめる。

　でもその視点はあってはいない。見えていないから当然だ。

「触れることはできないけど、話すことはできる。たぶん、明菜には見えないかもしれないけど、小春はまだここにいるんだ」

　沈ちん黙もくが垂たれ込こめる。

　明菜はジッとあたしの方を見て、そして唇くちびるをかんだ。

「ごめんね、悟郎ちゃん」

「……！」

「私には……小春ちゃんが見えないみたい」

　悲しそうな顔で明菜は静かにほほ笑えんだ。

「たぶん、そういうことなんだって思ってた。悟郎ちゃんが小春ちゃんと仲直りしよう、って話をしてくれて、この部屋に来た時から」

　ああ、そうか。

　悟郎はすでに一度、あたしがいることを前提に明菜と話していたんだ。

　あの時、あたしは明菜が来るなんて知らなくて正直びっくりした。

　どうしていいのかわかんなくて、その場しのぎなこともしてしまった。

　明菜にはその経験がある。

　悟郎は静かな口調で、明菜に問いかけた。

「俺が自分に都合のいい幻覚を見ていると、思うか？」

　すると明菜は少し首をひねる。

「どうかな……？　私、悟郎ちゃんを信じたいと思ってる。……でも、たぶん心のどこかではまだ信じられないって気持ちがあって……迷っているんだと思うの」

「そう……だよな」

「ごめんね。私、信じたい。悟郎ちゃんの言っていることを。それに、悟郎ちゃんの言う通り、ホントに小春ちゃんがここにいてくれたらって、今もすごく思ってる。でも……わからないの」

　彼女は強く奥おく歯ばを噛かんだ。ジッと涙なみだをこらえるように。

　心をチクチクと刺さされているよう。

「……わからない……ずっと、ずっと……今日まで何もわからなかった」

「うん」

「どうするべきかも。何をするべきかも。何を信じるべきかも」

「うん」

「誰にも聞けない。誰にも頼たよれない。どうしていいのか……」

「うん」

　悟郎にはうなずくことしかできないのだ。

　たぶんあたしでも同じだったろう。

　どうしてあげることもできない。

　こんな非常識なことを信じてくれと言っても、簡単にそれができる人間はいない。

　むしろ親友を心配する方が先だってしまう。

　今の明菜はまさにそれだろう。

　困こん惑わくと期待、それを今まで生きてきた天てん秤びんにかけながら、悟郎の言っていることを精査している。

　そんな彼女にあたしの存在を信じてもらう方法なんてあるだろうか？

『……―――っ』

　いや、ある。

　あたしにしかできないこと。

　あたしだからできること。

　明菜の苦しみを、少しでも解き放ってあげられることが、あたしにはできる。

『悟郎』

　彼が驚いたようにこちらに目を向ける。

『お願い。明菜に伝えて』

　なにを、と彼の口が動く。




『告白するなら帰ってきてから言いなさいよ。言いたいこと言って逃げるようなマネしないでよ。だって……あなたの好きになった男は、この世界で一番の男なんだから』




　悟郎はその言葉を一言一句、違たがわずに明菜に伝えていく。

　聞いていた明菜の顔は見る見るうちに信じられないと驚きをあらわにした。

「……え？　うそ……なんでそのことを悟郎ちゃんが……」

　その瞬間、明菜の両りよう眼めから涙がこぼれだす。

　それはあたしと明菜しか知らない言葉。

　あの日、ケンカ別れをした時の二人だけの言葉。

　わかるはずだ。

　この言葉を悟郎が口にした意味が。

　彼女は顔を上げ、悟郎が見る中空に目を向ける。

　そう、あたしがいる位置に。

「……ホントに？　ホントにそこに小春ちゃんがいるの？」

『いるよ』

　あたしの言葉は彼女の耳には届かない。

　わかっていても、答えずにはいられなかった。

『あたしはここにいるよ。明菜』

　決して届かない言葉、だけど……。

「いるんだね。小春ちゃんはそこに」

　言葉が通じたかのように明菜は涙をこぼしながらほほ笑んだ。




　　　　※※大おお庭ば千ち夏か※※




　学校に出てくるのは久しぶりだ。

　夏休みの間も放送部の集まりがあったけど……けっきょく全部休んでしまった。

　体調不良――って言うにも限界はある。

　実際に不調だったのは体調よりも気持ちの方。

　いつもの調子で学校に行っても何もできないことはわかっていた。

　とはいえ精神論の塊かたまりみたいな部長が、そんな理由を受け入れるとは到とう底てい思えない。

　どうすべきか散々悩んで、あたしは退部も視野に入れて部長に相談した。

　ところが部長から帰ってきた答えは、

「いや、まじ、ホント、困る！　千夏人気ヤバいんだって！　アンチもいるけど、ファンの方が多いから！　絶対、続けるべきだって！」

　というよくわからない励はげましだった。

　アンチいたんかい、とかツッコみたかったけど、それもだるかった。

　まあ、卑ひ怯きようながらも退部をちらつかせたことが功こうを奏そうしたのか、夏休み中の部活動への参加は緩かん和わされた。

　そうして明けた夏休み……。

　あたしはどんな答えも出だすことができずに、こうして学校にやってきてしまった。

　校門の前で立ち止まって、校舎を見上げる。

　もくもくと天高く伸びる入道雲と真っ青な空。

　あたしの気持ちなんか知らないくらいに清すが々すがしい夏の空だ。

　そんな空を見ているのがつらくって、下を向いて下げ駄た箱ばこへと向かう。

　何事もなかったかのように、夏休み前と変わらないように――そう自分に言い聞かせる。

　履はき替える靴くつがズシリと重い。

　ダメだダメだ！　いつもの明るい大庭千夏でいなけりゃ！

　自分を奮い立たそうと頬をパンッと軽くたたいて気合を注入。

「おっはよー！　ひっさしぶりぃ！」

　目の前のクラスメイトは、小麦色に焼けた顔でくしゃくしゃになって笑う。

「おお。千夏！　相変わらず元気だねぇ」

「そっだよー！　元気だけが取とり柄えなのですよ！　ナハハハハ！」

「暑苦しいなあ。休み明けから」

「いいじゃないのさぁ！　それそれ！」

「わわっ、くっつくなぁ！」

　クラスメイトと和気あいあいと休み前と同じ会話。

　なぁに、大だい丈じよう夫ぶ。

　やれるじゃないか、あたし！

　ちゃんと笑えてるぜ！

　そう思ったらさっきまで鉛なまりみたいに重かった靴も、心なしか軽く感じる。

　さっさと履き替えて、教室に行くのだ。

　そう思って外履きを下駄箱にしまったところで彼かれが現れた。

「おっす、千夏、おはよう！」

　息が詰まった。

　動どう悸きが速まる。

　上げた視線の先にいたのは、夏休み前に話したきりの大おお貫ぬき悟ご郎ろうくんその人だった。

　ただ彼と目を合わせた瞬しゆん間かん、あたしは背筋がゾッとして硬こう直ちよくしてしまった。

　その顔にはいつもと変わらぬ笑え顔がおが張り付いているようだった。

　そう感じさせたのは、彼の目がまるで色を失い、表面だけが妙みように輝かがやいて見えたから。

　心臓をつかまれたような気持ちになった。

　そしてできる限り間をおかないように気を付けながら、ようやく絞しぼり出す。

「………おはよう……悟郎くん」

　消え入りそうな声だった。

　想像していた自分の声じゃない。

　ちゃんと幾いく度ども練習してきたっていうのに……。

　でも彼は全く気にする素そ振ぶりもなく、

「なんか久しぶりだな。夏休み中、学校来てた？」

　そう問い返してきて、あたしはしどろもどろになった。

「あ、……いや、うん」

　自分が何を言っているのかもわからず、気が付いたら後ずさりしていた。

　どうしていいのかわからない。

　あれほど、どうやって話すか考えてきたのに、そのプランは頭の中で白紙になってしまった。

　気が付くとあたしは、逃にげるように教室へ向かっていた。

　足早に歩きながらあたしは、これしか思うことが出来なかった。

　最低だ……。

　どうしてこんな態度しかできないんだ。

　それが悔くやしくてどうしようもない気持ちになっていた。

　だって、傷ついているのは悟郎くんなのだ。

　つらい思いをしているのは悟郎くんなのだ。

　なのに、真実を知ってしまったあたしは、そんな彼に何か声をかけるどころか、逃げ出していたのだから。

　悔かい恨こんの気持ちが胸の中にジワリと広がる。

　自分に逃げ癖ぐせが付いているのだろうか。

　あの日、ネットのニュースで杉すぎ崎さき小こ春はるさんという会ったこともない人間の事実を知って、あたしは大貫悟郎くんから逃げたのだ。

　いつも悟郎くんから聞いていた恋こいの相手。

　その人はずっと前に死んでいた。

　それを悟郎くんは毎日、まるで生きているかのように話していた。

　どんな気持ちだったのだろう。

　もしかして、悟郎くんの中ではなかったことになっているのだろうか？

　いつもだったら湧わき上あがる好こう奇き心しんが抑おさえきれなくなる。

　それなのに、悟郎くんの抱えている問題にはそんな下世話な気持ちが入り込む余地はなかった。

　当たり前だ。

　悟郎くんがどれほどつらい思いをしたか――想像もできないんだから。

　できないから……あたしは逃げてしまったのだ。

　やっぱり自分は卑怯なのだな、と痛感した。

　自分のしたことの責任すら取れない。

　教室までやってきて、クラスメイトたちとあいさつをする。

「あ、千夏！　ひっさしぶり」

　さっきの自分を必死で振ふり払はらうように満面の笑みを張り付ける。

「おはよー」

「大丈夫だった？」

「なにが？」

「だって、夏休み中なんもイベント参加しなかったじゃん。みんなビックリしてたよ。千夏はゼッタイそういうの好きそうなのにって思ってたから」

「うはは……ちょっと母さんの実家に帰ったり、風邪かぜひいたりとかごたごたしちゃってねぇ」

　その場しのぎのウソ。

　ともすればすぐに見破られてしまうような。

　それでもクラスメイトは目を丸くして、

「え、そうだったんだ？」

「心配したよ。全然連れん絡らくも返って来ないんだもん」

　その言葉に心が痛んだ。

　誰だれも傷つけるつもりはないウソなのに。

　だけどそれでも痛かった。

「ごめんねぇ、いろいろ誘さそってもらったのに」

「いいよ、いいよ。それよりさ、アレ、どうなったの？」

　興味深げにその瞳がくりくりと光る。

「あれってなんだっけ？」

「あれだよ。夏休み前に、大貫くんのスクープをすっぱ抜ぬくって言ってじゃん」

　また心臓が掴つかまれたかと思った。

　悟郎くんが杉崎小春さんとデートする――と言っていた件だ。

　あの時は、結局悟郎くんからのガセ情報で、二人のデート現場に遭そう遇ぐうすることはできなかった。

　できるわけがないのだ。

　だって杉崎小春さんは、もういないのだから。

　だからあたしは、彼かの女じよの名前がその話題を出した瞬間、身体からだが凍こごえそうになった。

　みんなが『杉崎小春』という、もうこの世にはいない人の名を知ったらどうなるか。

　その事実を目まの当あたりにした時、どうなってしまうのか。

　考えただけでも頭の奥おくからジワリと鈍にぶい痺しびれが染しみ出でてくるようだった。

「あれ？　千夏？　大丈夫？」

　クラスメイトの呼びかけに、自分が思考の海に埋まい没ぼつしていたことに気付く。

　すぐにいつもの調子を取り繕つくろった。

「あ、ごめんごめん」

「いいよ、いいよ。まだ身体調子よくないの？」

「ああ、うん……ちょっと」

　それは嘘うそではない。

　まぎれもない事実だったから、彼女もそれ以上深入りするような質問は投げてこなかった。

　すると教室の後ろの方から男子たちの会話が耳に入ってくる。

「ええ!?　悟郎、マジかよ！　あんだけ引っ張って、コハルちゃんと付き合ってないの？」

「おい、やめろって」

「ってか、悟郎、目死んでんぞ。バイトしすぎなんじゃねーの？」

　いつの間にか教室に来ていた悟郎くんがクラスメイトと談だん笑しようしていた。

　ちょっと前まで、自分も交ざっていたであろう会話なのに。

　今は聞いているのもつらい内容に変わっていた。

　すぐにでも耳をふさいでしまいたい。

　それと同時に、悟郎くんは今どんな顔をしているのかが気になった。

　杉崎小春さんの話題をどんな気持ちで聞いているのか……。

　――やっぱり彼女の死を認識していないのだろうか？

　目を向けられず、気持ちだけそちらにアンテナを張っていた。

　ちょうどその時、教室のドアが開く音がする。

　入ってきたのは比ひ嘉が久く礼れ人とくんだった。

　すると悟郎くんは明るく彼に向かって手を振る。

「おい、ティッシュ！　ちょっと聞いてくれよ！」

「……っ」

　比嘉くんは一瞬面食らったように足を止める。

　彼もまた、あたしと同じ事実を知っている人間だ。

　あの日、あたしと一いつ緒しよに電車の中で同じ事実に行きついてしまったのだから。

　比嘉くんは一瞬、悟郎くんに向き直ると、眉み間けんにしわを寄せた。

「……話しかけんな」

　冷たくそう言い放つと、自分の席に歩いていく。

　クラス内はその緊きん張ちように静まり返った。

　それはみんなが知っている比嘉くんからは想像もつかない言葉だったから。

　いつも明るく誰しもに分わけ隔へだてなく接する彼とは到底思えない行動。

　その理由を知っているあたしは、その場にうずくまってしまいそうになった。

　あの事実を知った日――。

　友達の家で食事をし、そこで悟郎くんの好きな相手のフルネームを知ったあの日。

　あたしはスギサキコハルという名前に聞き覚えがあって、ずっと心のどこかに引ひっ掛かかっていた。

　家に帰る電車の中で『すぎさきこはる』という名前を検けん索さくしてみる。

　スマホの画面ごしに同どう姓せい同名の人であろうTwitterやFacebookがいくつか表示されたが、それが自分の記き憶おくを刺し激げきした者ではないことはすぐにわかった。

　そしてあたしの中で引っ掛かっていた記事は、割とすぐに見つかった。

　今年の初めに起こった隣となりの町での交通事故。

　自分と同い年の少女が雪の日に亡なくなったという記事。

　学区も違ちがう見たこともない相手。

　中学三年生のあたしが、その事故のことを知ったのは全校朝会の時だった。

　校長先生がすぐ近くの町で、同じ中学生が交通事故で亡くなったことを告げ、全校に交通安全を呼びかける――そういう内容だった。

　誰もが、「そんなことがあったのか」くらいにしか聞いていなかった。

　実際あたしもそういう中の一人だった。

　自分の学校の生徒がそんな風になったら、もっと大ごとになっていただろうな。

　全校朝会が終わったら忘れてしまう。

　それくらいに現実味のない事故だった。

　ただあの時、あたしは放送部に所属していて、もう一度その話を耳にすることになった。

　そもそも受験生の自分はとっくに部活動から身を引いていた。

　それでも隙すきをみては部室によく顔を出していた。

　そこで後こう輩はいたちが作る放送記事とかのチェックを頼たのまれたりしていたのだ。

　自分は嫌いやじゃなかったし、正直関かかわっていたい、というのがホンネだったから。

　その日も授業が終わって、塾じゆくの時間までちょっと寄ろうと思って部室へ足を向ける。

　そこでは後輩たちが、図書室からもらってきた新聞記事を片手にネタ出しをしていた。

「あ、大庭先せん輩ぱい！　これなんですけど、ちょっと見てもらえませんか？」

「なになに??　見せてごらんよ！　どんな企き画かく？」

「いや、朝会で校長が話してた、事故のことあるじゃないですか」

　あたしはその時にはすっかり忘れてて、言われて初めて思い出した。

「あー、言ってたね。それがどうしたの？」

「あれ、ホント近いとこなんですよ。電車で行けるとこなんで、せっかくだしちょっと調べてみようかな、って」

　そう言って、新聞の地ち方ほう欄らんに載のった小さな記事をあたしに見せてくる。

　近いと彼女は言ったが、うちの学校の最も寄より駅からだと一時間はかかりそうだ。

　記事には事件をかいつまんだような事実が書いてあるだけだった。

　雪でスリップした車があたしと同い年の少女に突っ込んだ不幸な事故。

　そこに記された『杉崎小春さん（15）』というところを見て、あたしは初めて息を呑のんだ。

　事故で亡くなった人には名前があったのだ、という事実。

　あまりに当たり前のこと。

　でもこの名前を見るまで、どこの誰かもわからない、知りもしない人間だった。

　いるけども、あたしには一生関わることのない遠い世界の人間。

　そういう認識をしていたことに気付かされる。

　でも杉崎小春という名前を見て、急にあたしの頭の中にいたふわふわとした遠くの誰かに血が通いだしたのだ。

　この娘には家族がいたり、友達がいたりしたんだ。

　そういう実感が胸に押おし寄よせる。

　それでもあたしは、後輩の前ではしゃんとした先輩の顔を繕い、

「調べるって、何するんだい？」

　と問いかけた。

　すると彼女は至し極ごくまじめな顔で、

「ここの中学行って、ちょっとインタビューとかしてみようかなって」

　そこに悪意は微み塵じんもない。

　純じゆん粋すいな興味からの発はつ露ろ。

　そんな感じだった。

　でもあたしは首を横に振る。

「う～ん、インタビューかぁ。それはちょっとどうかなぁ」

　自分の中に湧き上がった感情が、後輩のしようとしていることにＮＯと言っていた。

　でも後輩は引き下がらない。

　至し極ごく真しん剣けんな顔であたしを説得すように熱く語る。

「ダメですか？　だってこれ……こんな簡素な記事にされちゃってますけど、絶対この人の周りには家族がいたり友達がいたりしたはずなんですよ」

　彼女の言葉にどきりとした。

　あたしと同じことを思っていたからだ。

「なのに、そういうのを掘ほり起おこさないで、こうやってただあった事実だけの記事にされちゃうのって、かわいそうじゃないですか。この亡くなった娘こもみんなと同じ中学生なんだぞ、って！　そういう記事を作りたいんですよ！」

　そう語る後輩の熱意やその行動原理には正直ちょっと驚おどろいた。

　ただの興味本位ではなかったのだ。

　あたしと同じことを読み取って、そして違う答えを出したんだもの。

　彼女は真剣にこの事故のことに向かい合っていたのだな、と思った。

　全校朝会が終わったらすぐに忘れたあたしとは違う。

　校長先生の話を聞いた時から、すぐにこのことを考えていたのだろう。

　だとしたらあたしがとやかく言うことじゃない。

「そっか……んじゃ、やってごらん」

「ホントですか!?」

「でもね、そのことできっと落ち込んだり悲しんだりしている人がいるだろうから、そこはちゃんと考えてやるんだよ」

「はい！　頑がん張ばります！」

　頼もしいような、怖こわいような気持ちで、あたしはそんな後輩を見つめた。

　そして後輩を突つき動うごかした新聞記事を、あたしはもう一度手に取りぼんやりと眺ながめた。

　そういうことがあったせいか、あたしはその事故のことが記憶に焼き付いていた。

　でもそれが今の高校のクラスメイトの幼なじみである、ということには結びつかなかった。

　やっぱり、あの時も今もあたしは全然変わっていなかったのだ。

　この事件は新聞の向こう、メディアの向こう側の遠い世界で起こっていることなのだ、といまだに心のどこかで思っていたのだと気付かされた。

　地続きですぐそこにあることだなどと考えもしなかったのだ。

　揺ゆれる電車の中で杉崎小春さんの記事を読みながら、あたしはそんなことを述じゆつ懐かいした。

　ただスマホの画面ごしに伝わってくるどこか遠いその印象のニュース記事には、新聞に出ていた以上に情報が載のっていた。

　その事故が起こった具体的な場所と、最寄り駅、そして彼女がいた中学の名前。

　それは悟郎くんの住んでいる街で、悟郎くんが使っている最寄り駅で、そして悟郎くんの出身校だった。

　あたしはその記事を読みながら電車の中で、思考が停止してしまっていた。

　隣にいる比嘉くんに肩かたをゆすられて、初めて自分が人目もはばからず泣いていることに気が付いた。

「大庭さん、どうしたん？」

　そう聞いてくる比嘉くんに、あたしはどうしても隠かくすことができずに、自分のスマホを渡わたした。

　そして彼もまた、記事を読むうちに硬直し、しばし頭を整理するようにぼんやりとしていた。

　ようやく比嘉くんが口を開いた。

「ねえ、大庭さん。これって悟郎の？」

　その質問でじゅうぶんだった。

　あたしはただこくりとうなずき返すことしかできなかった。

　つまりはそういうことなのだ。

　比嘉くんはしばらく車窓の外に目をやっていた。

　長い長い沈黙。

　彼のその横顔はひどく険しく、どこか怒おこっているように見えたのを覚えている。

「大庭さん、俺おれさ……これ……どうしていいのかわかんねぇや」
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　自分の気持ちと、それを表現する言葉を探すようにゆっくりと話し出す。

「あいつ……どういうつもりなんだろう……」

　あたしにはわからない。

　だって今も頭の中がぼんやりしてて、どうしていいのかも、何をするべきかもわからない。

　でも、もしかしたらあたしはこの記事を比嘉くんに見せてはいけなかったのかもしれない。

　そう思い始めていた。

　あれから比嘉くんとは連絡を取っていない。

　あの怒いかりに似た表情から、あたしは相談をためらってしまったのだ。

　夏休みの間、あたしはただひたすらこの事件のことを考えていた。

　中学の後輩にも連絡をとり、記事を見せてもらった。

　彼女は四か月もの間、悟郎くんの中学と接せつ触しよくし取材を続けていたのだ。

　彼女と一緒に事故の現場にも行った。

　そこには今も花が供えてある。

　それを見て、あたしはまた泣きそうになってしまった。

　今まで遠い世界の悲劇だったことが、急に目の前に、生々しい事実として突きつけられて、あたしの心は耐たえられなくなったのだ。

　クラスで楽しく話をして、ふざけあって、軽口をたたきあった悟郎くんの後ろに隠れていたものにあたしは慄おののいていた。

　そして今日――。

　きっと比嘉くんも久しぶりに悟郎くんに会ったのだ。

　そして彼は拒きよ絶ぜつという選せん択たく肢しを取った。

　彼はこの夏休みの間何を見て、そしてどんな答えを出したのだろう。

　聞きたい気持ちと、触ふれてはいけないものだという意識。

　彼が今、何を思っているのか。

　どうしてもあたしにはそれに踏ふみ出す勇気が湧きそうにはなかった。




　　　　※※倉くら町まち真ま冬ふゆ※※




　驚くべきことが起こった。

　彼の行動はボクが想像していたどの答えとも違っていた。

　それは大おお貫ぬき君が以前と変わらず登校してきた、ということだ。

　ボクがあの日大貫君に告げた事実は、彼にとって酷こくなものであったことは当然だ。

　自分がしたことは、『大貫悟ご郎ろうが最も愛する女性の死を告げる行こう為い』なのだから。

　彼にとって杉すぎ崎さき小こ春はるは死んでいない人間だった。

　おそらく彼には杉崎小春の死を受け止めきれなかった。

　いつまでも彼女の死から目をそらし続けていた。

　だからボクはそれを思い出せるように、一つ一つの事実を積み重ね、自主的に封ふうじ込めた記憶にたどり着くように誘ゆう導どうした。

　事実だけを告げても決して彼は信じない。

　そう確信していたからだ。

　だから自らの力でその事実を思い出すように仕向けた。

　自発的に彼が思い出し受け止める行為にこそ意味がある。

　大貫君はきっと杉崎小春の死を思い出したのだろう。

　その結果、彼はどのような行動をとるか？

　ボクはいくつかのケースを想定していた。

　一つは彼がその事実を受け入れず逃げるという可能性。

　つまり記憶が戻もどり苦しむことになるだろうということだ。

　結果として、杉崎小春の死を否定し自分の記憶から目を背そむける。

　それは即すなわち、今の自分からも目を背ける行為。

　その結果、学校に出てくることができないと考えていた。

　もう一つは、再び記憶の削さく除じよを試みるであろうこと。

　これは選せん択たくという能動的行動ではない。

　受け入れがたい事実を前に、本能が記憶を改かい竄ざん、または掩えん蔽ぺいする。

　でなければ彼の精神が持たない――と身体が認にん識しきしていることからだ。

　一いつ般ぱん的てきに一番良いと考えられるのは、彼が杉崎小春の死を受け入れて前へ進むことだろう。

　しかし人の死は容易に受け入れられるものではない。

　ましてやそれが不ふ慮りよの事故ともなれば尚なお更さらのこと。

　幾いく年とせ、何十年とかかっても、『もし』という可能性が人の心を支配する。

　あの人が生きていたらと考えてしまうのが人間というものだ。

　それは本質的に死んだとは言い難がたい。

　人の死とは医学的死を以もって終わるものではなく、周りの人間がその事実を受け入れてこそ成立する。

　だから人の死の後には、様々な儀ぎ式しきを執とり行おこなう必要があるのだ。

　心の区切りを儀式によってつけるために。

　それでも、それら慣習が万ばん能のうではないことは大貫君を見ていればわかる。

　人の死の受け入れ方に正解の方程式はない。

　だからこそ、ボクは大貫悟郎君の行動に注視していた。

　結果として彼は登校してきた。

　この場合、可能性として最も高いのは記憶を掩蔽したということだろう。

　封じ込めたか、消し去ろうとしたか、またはそれ以外か……。

　そう考えていた。

　そして学校が始まり一週間。

　遠くから様子を窺うかがい、逐ちく次じ情報を集めているうちに、それが間ま違ちがいであると思えてきた。

　彼は杉崎小春の死を認識しているのではないか？　と思えたからだ。

　というのも、新学期が始まって以降の大貫君の行動にはいくつかの変化が見て取れる。

　まず学校で杉崎小春の話題を多く出さなくなったことだ。

　まあ、一番その事実に興味を持っていた大おお庭ば千ち夏かとは疎そ遠えんになっている。

　とはいえ、彼の恋れん愛あい事情はこの学校の人間の知るところとなっている。

　だからそれ以外の人間が彼にその話題を振ることは大いにあった。

　しかし大貫君はそれを自在に回かい避ひし、その上で意図して『彼女の名前』を出さないようにしているように見えた。

　つまり会ったこともない相手のことを、少しずつみなの記憶から消そうという意図を感じたのである。

　だとすればボクは、彼が何を選択し、どうしようとしているのかを確かめないといけない。

　彼にとって、今、杉崎小春の死とどう決着をつけたのか。

　いや、そう簡単に決着がつく問題でもない。

　それでも……。

　そう思いボクは久方ぶりに彼に連絡を取った。

　大貫君と少し話がしたい――という意図の内容だ。

　もしかしたら彼からの返信は来ない可能性もある。

　むしろ、あの事実を開示したボクに恨うらみを持っていても当然なのだ。

　しかし驚くべきことに、大貫君は返信をしてきた。

『自分も先輩に相談に乗ってほしいことがありまして』

　まるで渡りに船とでもいうような内容だ。

　これもまたボクを大いに驚かせた。

　ボクのした行為を覚えているのなら、彼はこんなことは言ってこないはずだ。

　しかし忘れているのだとしたら、彼の最近の行動に説明がつかない。

　だから今日確かめねばならないのだ。

　放課後――。

　彼は生徒会室までやってきた。

　生徒会室の前で入るべきかどうするか迷うように立ち止まっている。

　ここは年長であるボクが気を遣つかうべきなのだろう。

「やあ、大貫君。やっと来たのかい？」

　気負う、ということをボクはしたことがない。

　休み明けの大庭千夏のような行動は、ボクには逆にできないことだ。

　そもそも気負うような性格であるなら、彼の事実を知りながら半年近くも涼すずしい顔で話を聞いていたりはできないだろう？

　大貫君は少し気まずそうに眼めをそらし、

「ど、どうも」

　幾いく分ぶん小さめな返答をした。

　やはりあの日のボクの行為を覚えている、と取るべきだろう。

「そんなところに突っ立たっていても仕方がないだろう。中に入り給たまえ。お茶くらいは淹いれよう」

　ボクが先導してさっさと生徒会室の中へ入る。

　彼は一いつ瞬しゆん、悩なやむようなしぐさをしながらも、結局は入室してきた。

　いつも座すわるイスに腰こしを掛け、彼は睨にらむようにこちらに視線を向けてきた。

　電熱ポットで湯を沸わかすと、ほうじ茶の茶葉を用意して丁てい寧ねいに淹れていく。

　雑談の体ていで探さぐりを入れるとしよう。

「どうだい？　ボクを殴なぐる決意でもしてきたのかい？」

「いえ、そんなつもりでは……」

　冗じよう談だんめかしたボクの言葉にも彼は身を硬かたくするような態度。

　やはり彼は記憶を抹まつ消しようしたりはしていない。

　あの日ボクが彼にしたこと、その結果導き出されたことはちゃんと残っている。

「まあ、そうだろうね。君の目を見ればそれはわかる」

　大貫君はどう返すか悩むような素振りをして、結局なにも言わなかった。

　ここはこちらから話すのが筋というものだ。

「さあ、飲みたまえ。熱いのでやけどに気を付けるよう」

「ありがとうございます」

「すまないね。突とつ然ぜん呼び出すような真似まねをして」

「いえ、先輩がなにか用があるっていうなら、それはちゃんと意味のあることなんだって思うんで……」

　ひどく前向きな発言だ。

「意味があるわけではないよ」

「そうなんですか？」

「意味のあるものになってほしい、と願いを込めているだけさ」

　ボクの言葉に大貫君は静かに笑った。

「意外とロマンチストな答えですね」

「そうだよ。知らなかったのかい？」

「知りませんでした。どっちかって言うと、真冬先輩はリアリストだと思ってましたから」

「リアリストはいつもロマンを求めているものさ。否定しかできないリアリスト気取りというのは、物事の浅い部分を知ってすべてを知った気になっているだけだ。それは愚おろかな行為だと思うね」

「辛しん辣らつですね」

「真実さ」

　パイプ椅い子すに座りなおすと、まっすぐに大貫君を見る。

　さてそろそろ頃ころ合あいか。

「さてそろそろ本題に入ってもいいかな？」

「ですよね。先輩が連絡してくるってそういうことですものね」

　覚かく悟ごはしていた、という表情だ。

「夏休み後の君の行動はつぶさに観察させてもらった。その上で何点か確かく認にんさせてほしい」

　すると大貫君はやはりというように苦笑いをした。

「構いませんよ。自分も先輩には相談に乗ってもらおうと思ってましたから」

「相談ね……」

　いったいどんな相談があるというのか。

　それを聞きたい気持ちを抑えて、先に確認をしておくべきだろう。

「ではさっそく質問させてもらおう。『はい』か『いいえ』で答えてくれて構わない」

「はい」

「まず君の幼なじみは杉崎小春で間違いないね」

「はい」

「杉崎小春との関係は良好である？」

「………はい」

　今の間は何だろうか？

「君が家に帰ると杉崎小春が自分の部屋にいる」

「えっと………まあ、そうですね。はい」

　なにを迷ったのだろうか？

　とはいえここまでは、夏休み前と同じ状態であることが確定した。

　問題はあの日を境に、彼かれの中に今までになかった情報が存在しているか。

　つまり杉崎小春の死を知っているかどうか。

　記憶を改竄したか、または受け入れているのか？

　しかしそれを聞くのは躊ちゆう躇ちよがある。

　それでも確認しておかなければならない。

「君は杉崎小春がもうこの世にいないことを知っている」

　彼は答えなかった。

　いや、考えていた。

　どう答えるべきか思案しながら唸うなりを上げたのだ。

　そして長考の末に顔を上げると、こう答えた。

「いいえ」

　その回答はどうもボクには腑ふに落ちないものだった。

　彼の中で定まっていない答え、と感じた。

　ボクの想定の中では、この質問に対し、彼は答えられないはずだった。

　たとえどちらの状態でも。

　だが彼はゆっくりと考え、いいえという回答をした。

　ボクはしばしこめかみをなでると、再び口を開く。

「すまない。はい、いいえで答えるのは少し難しい質問だったかもしれない。君の言葉で答えてくれるとありがたい」

「わかりました」

「最後の質問なんだが、君はなぜ、答えに迷ったんだい？」

　すると大貫君はまた困ったように膝ひざをさすって笑った。

「先輩、その質問に答えるのは難しいです。でもそれが今日、先輩に相談したかったことでもあるんで、ちょうどよかったかもしれないです」

　どうやら込み入った事情があることは確かだ。

　彼の状態は現在不安定であることを考こう慮りよに入れればさして不自然ではない。

　だが、それを押してなおどこか不自然だ。

　ボクの中で何かが引っ掛かっている。

「ではその相談の内容を詳くわしく教えてもらっていいかな？」

　すると大貫君は真剣な顔になった。

「先輩、さっき俺に気を遣ったでしょ？」

「なんのことだい？」

「俺が小春のことを受け入れられない状じよう況きようだと配はい慮りよして、『この世にはいない』って言葉を選びました」

　確かにボクは『死んだ』という忌いみ言こと葉ばを避さけた。

　あまりにその言葉は生々しくて、容易に使うことができなかった。

　ボクがこくりとうなずき返すと、大貫君は前のめりなる。

「だけど………まだ小春はこの世にいます」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。彼の言っていることの意味が分からなかった。

「どういうことだい？」

「先輩は気を遣ってそういうきつい言い方をしなかった。でも実はそれは正確じゃない」

「そうだね。『死亡』と『この世にはいない』はイコールではない。事実と概がい念ねんの違いだ」

　しかし大貫君は首を横に振ふった。

「いえ、そういう難しいことじゃないんです。小春は確かに……」

　彼は少し躊躇しながらその言葉を口にした。

「医学的には死亡、なんでしょう。でも小春は俺の前にいるんです。この世にはまだいるんです」

　目め頭がしらをぬぐった。

　思考が断絶しながら火花を散らした。

　過去の言動と照らし合わせるに言っていることに矛む盾じゆんはない。

　しかし科学的矛盾を孕はらんだ答えではあった。

「それはつまり幽ゆう霊れいと言われる類たぐいのものであると、君は言っているのかな？」

「それは……正直わかりません。少なくとも俺は幽霊だとは思っていません。だってこんなにはっきりと目の前にいて、意思疎そ通つうができる幽霊がいるなんて、聞いたことがないですから」

　冗談を言っているとは思えない。

　掘り下さげるべき事象であることは間違いない。

「こんなにとは？」

「普ふ通つうに会話もできますし、目にもはっきり映ってます。半はん透とう明めいとか、ましてや足がないとかそういうことはありません」

「なるほど。では意思疎通とはどのレベルのことを言っているのか教えてほしい」

「いま言った会話とか。表情だってはっきりわかりますよ。できないのは触れることくらいじゃないですかね」

　ボクはもう一度目頭を拭ぬぐった。

　この可能性は少なくとも考えていた。

　入学後の大貫君の言動には、杉崎小春の存在との対話があった。

　ボクはこれを妄もう想そうであると位置づけていた。

　彼の脳内にだけ存在しているもの、としての認識だ。

　帰宅後、大貫君が自分の脳内で行った杉崎小春との対話の内容を学校で話している、と考えると彼の行動に合が点てんがいく。

　解かい離り性同一性障害の症しよう状じようの中に近い兆候が見られる。

　ただ今の彼の発言で、そうではないと確信した。

　現在、目の前に彼かの女じよが見えており、その網もう膜まくには杉崎小春の姿が映っているという。

　幻げん視し、幻げん聴ちようを伴ともなった症状……となると彼の抱かかえているものの正体も変わってくる。

　ただこれは医者の領分であって、ボクが安易に口を出せるものではない。

　何より医い療りようというジャンルから離はなれれば、それ以外の可能性も考えられる。

　いや、それもまた門外漢であるボクにはどうしようもないことだ。

　ボクがやるべきは、生徒会長としての仕事、それ以外にない。

「状況は理解したよ」

「そう言ってもらえるとありがたいです」

「君はボクが思っていたよりも重じゆう症しようの可能性があるようだ。ボクの知っている中にいい医者がいる。君に紹しよう介かいしよう」

　そう伝えた瞬しゆん間かん、彼の顔は驚きよう愕がくへと変へん貌ぼうした。

「ちょっと待ってください」

　おそらく彼はボクが協力者になってくれる――そう考えていたのだろう。

　残念ながらそういうわけにはいかない。

　だからこそ、敢あえて言わせてもらおう。

「君が見ているのは幻げん覚かくだ。脳が抱える重大な疾しつ患かんと言える。ここで病名に言げん及きゆうするつもりはないが、病であるということはわかっておいてほしい」

「違います！　小春はここにいて……」

「君にだけ見えているんだろう？」

「そう……です」

「残念ながらボクに見えないね。おそらく他の人間もそうだろう。君以外に杉崎小春が見えている人間は何人いるんだ？」

「……いない……です。でも！」

「御ご託たくはいい。もう杉崎小春はこの世には存在していない。それは変わらない事実だ。その症状を治すには医師との対話と適切な処置が必要になる」

「待ってください！　俺、ウソなんてついてませんよ」

「ああ、そうだ。嘘うそではない――そう思い込んでいる。そこに杉崎小春がいると思っている。本来いるはずもない人間をいる者として扱あつかっている」

「います！　小春はここに！」

　彼はそう言って、何もない空間を見る。

「だとしたら君はどうやってそれを証明する？　どのような測定器を使ったとしても、その空間には常識的な大気の値あたいが検出されるのみだ。温度も他と変わらない。赤外線も紫し外がい線せんも意味をなさない。なにをどう調べても君が納なつ得とくするデータが検出されることはない」

　彼は怒りに震ふるえるように拳こぶしを握にぎる。

「そんなことはわかっています！　でも……」

「わかっているのなら、なぜ意い固こ地じになる？　彼女がいないという事実を前に、異常があるのは君の脳であることは明白だ。それに対して必要なのは現代医学からのアプローチのみだとどうしてわからない？」

「わかりませんよ！」

　ドン！　と彼は机をたたく。

　空間がビリビリと振しん動どうし、空気が張はり詰つめる。

「先輩は少なくとも聞く耳を持ってくれると思っていました」

「それはご期待に沿そえず悪かったね。だとすれば忠告までに、もう一つ君に伝えておこう」

　彼はボクを睨みながら何も言おうとはしない。

　だがそれでいい。

「君はこの学校からすぐに転校することを勧すすめるよ。君のことを知る生徒がいない場所で、杉崎小春に関することをひた隠しにして過ごしたまえ。それが君にとって最良の選せん択たくだ」

　冷たく言い放ったボクの暴言に、彼は絞しぼり出すような声で答えた。

「……逃にげ出したって」

「ん？」

「ここから逃げ出したって変わらない、どこへ行っても同じだ。小春がそう教えてくれました」

　彼は高ぶる鼓こ動どうを抑おさえながら静かに言葉を重ねた。

「だから、先せん輩ぱいの思い通りにはなりません。この学校で出来ることをします。今日は話を聞いてもらってありがとうございました」

　そう言うと彼は飛び出すように生徒会室を出ていった。

　ボクはその背中を見送りながらため息を吐ついた。

「けれどね、大貫君……君が思うほど、世界というのは君に優やさしくないんだよ……そして、ここに居る限り、君はいつか必ず後こう悔かいすることになる」

　それはどこか諦あきらめにも似た音があった。

　仕方がないのかもしれない。

　だとすれば、ボクがすべきことは決まっている。
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　生徒会長として取るべき行動だ。

「君にはこの学校を出て行ってもらう。必ずね」

　それはボクの心をひどく重いものにした。




　　　　※※杉すぎ崎さき小こ春はる※※




　明らかに肩を落とし落ち込む悟ご郎ろうに、あたしはかけるべき言葉を探していた。

　信しん頼らいしていた生徒会長からの思わぬ発言に打ちのめされたのは悟郎だけではない。

　あたし自身もショックだった。

　少なからず悟郎の近くで見ていたあの生徒会長は、たぶん悟郎の一番の理解者だと思っていた。

　自分をロマンチストだと言っていたあの人は、やはり現実主義者であったのだ。

　しかし真ま冬ふゆ先輩の言っていることは、あたしたちの一番痛いところを突いていたのも事実。

　あたしという存在を他の人に証明することの難しさを真っ向から指し摘てきされて、それが痛いほどよくわかった。

　明あき菜なにはどうにか信じてもらえたものの、他の人に信じてもらうには、あまりに現実離れしている。

　悟郎がずっと無言なのも同じことを感じているからだろう。

『悟郎、大だい丈じよう夫ぶ？』

「ん？　ああ」

　心ここにあらずと言った風ふ情ぜい。

『ごめんね。あたしのために……』

「謝んなよ」

『え？』

「謝んなくていい。小春がなにか悪いことしたってのか？」

『それは……』

　悪意をもってなにかしたつもりは一つもない。

　でも実際に悟郎に迷めい惑わくをかけていることには変わりないのだから。

　そんなあたしの内心を察したように悟郎はにっこり笑う。

「信じてもらえないことだってあるさ。それくらいバカな俺でもわかってる。真冬先輩に言われたことは的を射すぎてて、正直これっぽっちも反論が出せなかったけどさ」

　そう言って笑う悟郎に、あたしも少しつられてしまった。

　悟郎のこういうところが、昔っからずるいと思う。

　自分だって辛つらいくせに、他人の心配ばっかりして……。

「ま、とにかく、これからは慎しん重ちように行かないとな。俺、明菜に信じてもらえて、調子に乗っちまったんだな。これは反省しとかねぇと」

『悟郎だけじゃない。あたしも反省しないと』

「小春が？　どうして？」

『だって、これは悟郎とあたしの問題……でしょ？』

　一瞬、ポカンとした悟郎は、すぐににっこり笑った。

「そうだな。小春と俺の問題だ」

『二人で解決するんだからね。悟郎ひとりで抱えちゃダメなんだからね』

「わかってる。ありがとな」

『……うん』

　なんだか恥はずかしくてどうしようもなくなって目をそらしてしまう。

　前だったらこんな話、悟郎とはできなかった。

　それでも悟郎と一いつ緒しよにいられる時間は大好きだったけど、今こうしてホントの気持ちを少しでも見せられるこの時間はもっと好きだ。

　そういう自分の変化にようやく気づけるようになってきたのかな……。




　　　　※※小こ久く保ぼ明あき菜な※※




　運命なんてものがあるとしたら、私はそれを全力で恨んでしまうだろう。

　こんなことになるなんて……。

　神様なんてものはこの世にはいなくて、いるのはジタバタともがく私たちを嘲あざ笑わらう悪あく魔まだけなんだろう。

　だとすれば、こんな非力な私たちにできることは何なのだろうか？

　目の前に広がる光景に私は為なす術すべなく、ただ立ち尽つくすことしかできなかった。




　外から聞こえるセミの声がひどく遠く感じる。

　世界中から隔かく離りされたようにここだけは静か。

　外は全く別の空間が広がっているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　もう学校は始まっている。

　でも私はまだ登校を始めていなかった。

　それというのも、学校へ行くための準備がまだ間に合っていなかったから。

　そもそもスケジュールがギリギリで、一か月の期間では難しい状況だった。

　その最さ中なかで私は小こ春はるちゃんに起こったことを知ってしまった。

　知って―――なにもできなくなった。

　八月中の私は部屋の中に籠こもって、身動きをすることすら厭いやになっていた。

　そして先日、悟ご郎ろうちゃんから連れん絡らくが来た。

『会って話がしたい』

　という内容だった。

　でも私は彼からのメールを見て、泣くことしかできなかった。

　次の日になってようやく涙なみだも枯かれ、どうすべきか考えよう、とようやく身体からだを動かすことができた。

　そういう気持ちにはなったけど、でも実際にはなにも考えられなかった。

　悟郎ちゃんに起きている状況、考えていること、私がすべきこと、したいこと――。

　どれを考えようとしても、すぐに思考は行き止まりにたどり着く。

　気が付いたら考えることが怖こわくなってしまう。

　でも本当に怖かったのは考えることをやめて、空白になった私の頭の中だった。

　なにも考えていないと、そこには昔の思い出が浮うかんできた。

　三人の楽しかった思い出が次々に浮かんでくる。

　まるで写真を見ているかのように、いくつもの光景がひらめいていく。

　そのたびに、枯れたと思った涙がこぼれた。

　このままじゃダメだ。

　そう思った私は、悟郎ちゃんにようやく連絡を取る決意ができた。

　それはどこか、助けを求めるような気持ちだったのかもしれない。

　そして約束の日、出かけるために鏡の前に立った自分の顔はひどいものだった。

　こんな顔で外には出られない――そう思えるくらいには自分を冷静に見られるようになったのだろうか？

　なれないファンデーションを薄うすく引いて化け粧しようを施ほどこした。

　外は思ったよりもカラッとした暑さ。

　自分が想像していた外の世界は、もっと辛いだろうと思っていた。

　でも私にはまだ一いち縷るの望みがある。

　もしかしたら……という可能性。

　いや可能性なんて希望的なものではない。

　でも悟郎ちゃんの言葉を聞いていた私には、もう一度、小春ちゃんと話すことができるかもしれないという、消えてしまいそうな望みに縋すがっていた。

　そして、それが現実となった今――。




　まだどこか信じられていない自分がいた。

　でも前の自分と比べればずっと前向きになっている。

　今まで滞とどこおっていた手続きや作業を急ピッチで終わらせ、そしてようやく学校へ行くことができる状態になった。

　登校してすぐに職員室へとあいさつに行く。

「ああ、君が。そうか、一人でたいへんだったらしいね」

「はい。でももう落ち着きましたので」

「それはよかった」

　担任となる教師を紹介され、今後の話を含ふくめた雑談をしてＨＲホームルームに向かった。

　転校初日の職員室から教室までの廊ろう下かは、いつも憂ゆう鬱うつだった。

　でも今はそれほど苦ではない。

　慣れではないことはわかっている。

　今はそれ以外のことで頭がいっぱいなだけだ。

　教室に入る時、マンガで見るような先生に名前を呼ばれて後から入る、ということはない。

　だいたい先生と一緒に入って自己紹しよう介かいをする。

　そんな勿もつ体たい付けた紹介をしてくれるやる気のある教師はめったにいないし、その方が私としても気が楽だ。

　先生と一緒にドアを潜くぐって、最初に私の紹介がされる。

　それほど緊きん張ちようしていなかったが、それでも元気にあいさつ、というのは苦手な私はうつむきがちに自己紹介をする。

「小久保明菜です。よろしくお願いします」

　するとクラス内が珍めずらしい時期の転校生にガヤガヤと騒ざわめく。

　そんなざわめきの中に違い和わ感かんを覚えた。

　微び動どうだにせずに固まっている生徒がいたのだ。

　動きのある教室内で、止まっている存在は大いに目立つ。

　ただ、そこにいた人物たちに、今度は私が硬こう直ちよくする番だった。

　そう、そこにいたのは比ひ嘉が久く礼れ人と君、大おお庭ば千ち夏かさん、そして悟郎ちゃんだった。

　こんな偶ぐう然ぜんがあるだろうか。

　１学年13クラスもあるこの高校で、同じクラスになるなんて、それこそ奇き跡せきに近いことだと思っていた。

　もちろん三人が同じクラスメイトであることは聞いていた。

　でも今一緒になってしまったら……。

「…………っ」

　その時、狼狽うろたえそうになる私に悟郎ちゃんが首を振った。

　それはあまり小さく、おそらく誰だれにも気づかれないほど微び細さいに。

　その意図はすぐにわかった。

　私を含めた四人の関係を話さない方がいい――ということだと思う。

　知られればそこから小春ちゃんと私の関係にまで話が膨ふくらむ。

　そうなったら、話をごまかすことはできない。

　だとすれば、なにも話してはならない。

　そう確信した。

　覚悟を決めると急に腹が据すわった気がした。

　そんな間にも先生が私のことを紹介してくれている。

　一通りのことが終わると、

「とりあえずあそこの席に座てくれるかい？」

　と先生に促うながされて後ろに用意された席に座る。

　ＨＲが終わると、クラスの女の子たちが私のもとにやってきて話をしてくれる。

「大変でしょ？」

「なんかあったら言ってね」

　という常じよう套とう句くから個人的な質問まで。

「ねぇねぇ、アメリカにいたんでしょ？」

「え？　うん。あっちのジャパニーズスクールで」

「へぇ。じゃあ、こっちに知り合い全然いないじゃん」

「えっと……」

　私は一瞬、悟郎ちゃんの背を見て――そしてすぐにそらした。

「……そう、だね」

　ウソを吐いたのだ。本当はすぐそこに、中学一年まで一緒で、ずっと好きだった相手がいるというのに。

　女の子たちは相変わらず楽しそうに話しかけてくる。

「えー、じゃあさぁ――」

　好こう奇き心しんに端たんを発する質問が次々に飛び出してくる。

　興味からくる純じゆん粋すいな質問。

　なにもされないよりかはずっと気が楽。

　でも幾いく度どもしてきた経験からわかっている。

　この子たちはそう遠くないうちに私から離れていくことを。

　最初に話しかけてくれる人たちと最後まで仲良くできたためしはない。

　善意の物もの珍めずらしさに持続性は期待できない。

　だから私はそれとなく良くも悪くもない返答で受け答えをしていた。

　そんな中、私を取り囲むクラスメイトの後ろに大庭千夏さんの姿があった。

　彼女はどこか悲し気な笑えみを浮かべていた。

　悟郎ちゃんから聞いている。

　彼女が小春ちゃんに起こったことを知ってしまったと。

　胸が痛んだ。

　どんな言葉をかけていいのか迷っているうちに、彼女は踵きびすを返して自分の席に戻もどっていった。

　たぶん、さっきの悲しそうな笑え顔がおは、悟郎ちゃんが首を横に振ったのと同じニュアンスなのだろう。

　そんな私にクラスの女の子は不思議そうにきょとんとする。

「どうしたの、小久保さん？」

「ううん、なんでもないんです」

　どうにかそう言うのが精いっぱいだった。

　いくぶん不ふ審しんではあったかもしれないけど、転校してきて緊張しているとでも思ってくれたのか、追つい及きゆうはされなかった。

　悟郎ちゃんからスマホにメッセージが来たのはすぐのことだった。




『放課後にどっかで』




　私はさんざん考えて、『私の家うちでもいい？』と返した。

　たぶん外の誰かが聞いている状況で話しづらいことなのはわかっている。

　すぐに『了りよう解かい』という返事が来る。

　放課後まで私はずっと緊張して授業もろくに手に付かなかった。

　そうして放課後、すぐに自分の家に帰ると簡単に片づけをする。

　それほど散らかっているわけではないが、それでもお客さんを迎むかえられる程度に。

　きっと小春ちゃんも来るはずだから。

　しばらくするとインターフォンが鳴る。

「悪いな、急にお願いしちゃって」

「ううん」

　中に通して、座すわってもらう。

　飲み物を用意しながら会話の糸口を探した。

　話すことなんてあのことしかないのに。

　先に口を開いたのは悟郎ちゃんだった。

「なんか、ビックリしたな」

「うん。おんなじクラスになるなんて思いもしなかった」

「なっ。さすがに小春もビックリしてたよ」

「そうだよね。でもさ……」

　私は真しん剣けんな口調になる。

　一番重要なことを話さなければならない。

「これからどうする？」

　そう、違ちがうクラスであれば、私と悟郎ちゃんのことは誰にも気づかれずに済んだ。

　でも同じクラスの中で接せつ触しよくをしていけばそうはいかない。

　悟郎ちゃんもさすがに困ったように腕うでを組んだ。

「さっきも小春とそのこと話してたんだけどさ、やっぱうちら初対面の体ていにしておくべきだと思うんだわ」

「そうだよね」

　さっきの私の懸け念ねんと同じことを悟郎ちゃんも考えていた。

「小春ちゃんのことにみんなが触ふれないように。でも大きくウソを吐かないように、だね」

「そういうこと」

「でも、千夏さんと比嘉君は？」

　すると悟郎ちゃんは、

「あ―……」

　と言って困ったように頭を掻かいた。

「実はさ、あいつらとは新学期始まってからほとんど話してないんだわ」

「そう……なの？」

「ああ。ティッシュに関しては完全に無視されてる」

「そんな！」

「いや、仕方ねえと思うんだわ。だって俺おれ、あいつにずっとウソついてきたみたいになってるじゃん」

「別にそういうつもりじゃなかったんでしょ？」

「もちろん！　……でもあいつにとっては、そうじゃないと思う。きっと裏切られたって思ってる」

「それじゃ……比嘉君から」

　しかし悟郎ちゃんは首を横に振った。

「他人ひとに話したりはしないと思う。あいつはどんなに相手を嫌きらってもそういうことは絶対にしないやつだ。だから……あいつが俺の話をちゃんと聞いてくれるまで待とうと思ってる」

「いい人なんだね、比嘉君って」

　私がそう言うと悟郎ちゃんはまるで自分のことのように嬉うれしそうに笑う。

「ああ、いいヤツなんだ。あいつは」

　そっか。少し安心した。

　あとは千夏さんだ。

　千夏さんのあの顔が私には忘れられなかった。

　私の知っている千夏さんはいつも元気で天てん真しん爛らん漫まんな人だったから。

　だから余計に、あの悲しそうな笑顔が心に引ひっ掛かかっていた。

「ねえ、じゃあ千夏さんは？」

「うん。そこなんだよな。千夏もそういうことを口にするタイプじゃないんだけどさ」

「何か……あるの？」

「あいつ、俺のこと怖がっているように見えるんだよな」

　怖がってる……か。

　少しわかる気がした。

　ちょっと前までの自分がそうだったから。

　だから今なら自信を持って言える気がした。

「話してみようよ。そうしたら、きっとわかってくれるよ。千夏さんなら大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　しかし悟郎ちゃんは困ったような顔をした。

　話しづらいことがあるかのように、視線を泳がせる。

　それから、隣となりの小春ちゃんがいるであろうあたりを見ながら、そこに耳を傾かたむける。

　私には聞こえないであろう言葉。

　そして顔を上げた悟郎ちゃんは、その重い口を開いた。

「実はさ、このまえ、もう一人、小春のことを話した人がいたんだわ」

「それって……夏休みに話してくれた会長さん？」

「ああ」

　夏休み中に悟郎ちゃんと話して、これからすべきことを協議したときに出た名前。

　小春ちゃんの事情を知っている三人。

　その中でも、一番協力してくれそうだった人。

「会長さんはなんて？」

「協力はできないそうだ」

「そんな！」

「あの人も吹ふい聴ちようしたりするような人じゃない。だけど俺には協力できないってはっきり言われちまった。そもそも小春のことを信じてもらえなかった、ってのが一番大きいかな……」

　私は肩かたを落とした。

　まだ会ったことはない人だったけど、悟郎ちゃんの話を聞いていると、頭脳明めい晰せきで思し慮りよ深ぶかく、そして悟郎ちゃんの今の状じよう況きようを一番よくわかってくれている人。

　そういう認にん識しきだった。

「まあ、そればっかは仕方ないんだけどさ、真ま冬ふゆ先輩にああ言われちまうと、どうしても千夏に声を掛けづらくってな」

　そうだろう。

　生徒会長のした行こう為いを裏切りとは言わないにしても、協力が得られないというのは難しいことになったと思う。

　それで悟郎ちゃんが及および腰ごしになっていることを誰が責められる？

　私に話してくれただけでも、悟郎ちゃんの行動はきっと勇気がいったはずだ。

　私だって小春ちゃんのことを信じることができたかどうか怪あやしい。

　希望を抱いだいてもいたけど、同時に疑っていたのも事実だ。

　きっと千夏さんだって同じことになるかもしれない。

　だとすれば……。

「悟郎ちゃん」

「なんだ？」

「あのさ、あたしから千夏さんに話してみてもいいかな？」

「明菜から？」

「うん……もちろん悟郎ちゃんが私に話してくれたようなことは言わない。私が言ってもなおさら信じてもらえないだろうから。でも会って話すことはできる。千夏さんが何を思ってて、どうしたいのか。だから私にやらせて」

　すると悟郎ちゃんは隣にいるだろう小春ちゃんに耳を貸す。

「……そっか。そうだよな」

　小春ちゃんが言った何かに、納得したように悟郎ちゃんは何度もうなずいた。

　そして私に向き直ると、彼かれは真剣な顔でこう言った。

「お願いしてもいいか？」

「うん。任せて」

　私は胸をドンと叩たたこうとしたが、あまりかっこよくは決まらなかった。




　　　　※※大おお庭ば千ち夏か※※




「――ということで、みんなのお便り待ってるぜ！　ではでは今日の放送を終しゆう了りようします」

　昼の放送が終わる。

　放送室内は静せい寂じやくに包まれた。

　ブースの外では機材をいじる悟ご郎ろうくんがいて、機器の片づけ作業をしている。

　その様子はいつも通り過ぎて夏休み前となんら変わらなかった。

　マイクスイッチを切り、ヘッドフォンを定位置に掛ける。

　彼の状況について、あたしなりにいろいろと考えてきた。

　その結果、あたしはある疑問に突つき当あたった。

　どうして彼は好きな女性の死を目まの当たりにしたのに、平然としていられるのだろう？

　どうして彼は彼かの女じよが生きているかのように話していたのだろう？

　いくつかの想像が頭の中を駆かけ巡めぐるが、でもあたしには彼に話しかける勇気は湧わいてこない。

　友達ならこんな時こそ、寄より添そい支えあえれば……。

　でも思いと行動は、結局別々になってしまう。

　彼は一通りの片づけ作業を終えると、

「千夏、先に出るけど戸と締じまりお願いしていいか？」

　と、放送室のカギを掲かかげて見せる。

　声を掛けられてドギマギしてしまったあたしは、声も出せずうんうんと幾度もうなずいた。

「そっか。じゃあよろしくな」

　そう言うと悟郎くんは荷物をまとめて放送室を出ていった。

　ようやくあたしは肩の力が抜ぬけ息を吐はく。

　悟郎くんがいなくなって、あたしは確かに安心していた。

　こんな自分が厭になる。

　いったい何におびえているんだ、と思う。

　どうして何もなかったかのように話しかけられないのか？

　――そんなのムリだ。

　同じように話しかけるなんてとてもじゃないけどできやしない。

　それに先日、小こ久く保ぼ明あき菜なちゃんが転校してきた。

　この学校に来ることは知っていたけど、あの日以降連絡を取り合っていなかった。

　元々彼女の方から連絡してくるようなことは少なかったが、それでもなにがしかのアクションはあった。

　それがぱったりなくなったということは、たぶんあたしが杉すぎ崎さき小こ春はるさんのことを知ったのと同じくらいの時期に、彼女もそのことを知ったのだろう。

　元々杉崎さんとは仲良しだったという彼女だ。

　昔のクラスメイトに連絡を取るなり、または直接杉崎さんの家に連絡を取るなりすれば、遠からず彼女の耳には入っていた情報だ。

　それゆえに、彼女が心配だった。

　そして偶然というのは恐おそろしく、よりにもよってあたしたちと同じクラスに、明菜ちゃんは振ふり分わけられてしまった。

　もしここで知り合いだということになれば、出会いのことも聞かれる。

　悟郎くんの話題にもなっていく。

　そうなればいずれ悟郎くんの身に降りかかったことが周知の事実になる。

　それだけは避さけなきゃ。

　だからあたしは明菜ちゃんとは距きよ離りを置くことにした。

　何より、今のあたしじゃ彼女に話しかける勇気すらない。

　どうしようもない臆おく病びよう者ものだ。

　憂鬱な気持ちになりながら自分の使ったブースの中を片付けていく。

　一通り終わると、調光室にある机に置かれたカギを取って放送室を出た。

　戸締りを確かく認にんして息を吐いていると、突とつ然ぜん背後から、

「千夏さん」

　と、かけられた声にあたしは肩をすくめ振り返かえる。

「……明菜ちゃん？」

「ごめんね、突然」

　申し訳なさそうにする彼女に、あたしは努めて明るく答える。

「ナハハハ。こちらこそ、このまえはごめんね！」

　遠巻きにしていたことを謝罪すると、彼女は首を横にふる。

「気にしないで。ああするしかなかったと思う。私もすごく助かったから」

「そうだよね！　うんうん、仕方ないよねえ」

　おどけたように笑って対応するが、やっぱりどこかぎこちない。

「ねえ千夏さん。これから時間あるかな？」

「えっと……」

　その提案にビックリしてペースが乱れた。

　それでもスマホを取り出して時間を確認する。

　午後の授業まで二十分くらいしかない。

　のんびりお弁当を食べるあたしとしては昼食をとるのは、もともとあきらめようと思っていたところだった。

　そもそもあまり食欲がない。

「ダイジョブだけど」

「そう。でもクラスのみんなに見られるといけないよね。えっと、どっかで待ち合わせよう？　屋上とか」

　次々と出てくる彼女の提案に瞠どう目もくする。

　こんなに積極的な娘こなんだ、とあたしは内心驚おどろいたのだ。

　ただ彼女と話すとなると問題がある。

　校内ではどこで話しても、目もく撃げきされる恐れがあった。

　だからあたしは少し考えてこう提案することにした。

「そっかぁ～。んじゃあ、午後の授業、サボっちゃわない？」

「サボり？　う～ん……」

　元来まじめな質たちなのだろう。

　サボることに若じやつ干かんの引け目を感じているのが明菜ちゃんらしい。

　それでも彼女は、うん、とうなずいて顔を上げる。

「そうしようか。じゃあ、この後、どこかで待ち合わせよ」

「アイアイサー！　んじゃ駅前にあるあの純じゆん喫きつ茶さね？」

「じゅんきっさ？」

　あ、そういう言い方って古いんだっけ……。

「あの昔ながらの喫きつ茶さ店てん、みたいなとこ」

「ああ。わかった。ゲームセンターの隣の？」

「そうそう」

「うん、じゃああそこで」

　そこで明菜ちゃんとあたしは一度別れて行動を別々にする。

　元々荷物を持って放送室に来ていたあたしは、このまま学校を退散させてもらうことにする。

　道々歩きながら彼女のことを考えた。

　急に話しかけてきたのは、きっと悟郎くんのことを話すのだろうな。

　でも、彼女は転校してきてから彼と話しているところを見たことがない。

　スマホで連絡を取り合っているのだろうか？

　それとも話すことができないから、あたしに声を掛けてきたのか。

　考えてみたが答えは出ない。

　いいのだ、後で直接彼女から聞けば。

　何よりこれはいいきっかけだ。

　そんなことを考えているうちに、駅前の喫茶店に到とう着ちやくした。

　扉とびらを開くとカランカランとベルの乾かわいた音が鳴る。

　当然ながら明菜ちゃんはまだ来ていない。

　先に席について待つことにした。

「ご注文はお決まりですか？」

「あ、えっと、カフェラテってあります？」

「ラテはおいてないですが、カフェオレなら」

「じゃあ、それで」

　注文をしてそれとなく窓の外を見ると、すぐに彼女が通りがかった。

　ここでいいのか確認しているようなしぐさをして、ようやく店内に入ってくる。

「ごめんね、待たせちゃって」

　そう言ってほほ笑む彼女を見て、さっき感じたことは間ま違ちがっていなかったと改めて感じた。

　前はもっとおどおどしていた。

　でも今の明菜ちゃんは、以前よりもずっと大人になったような気がした。

　気き後おくれしている内心を悟さとられないようにあたしは明るく振ふる舞まう。

「いやぁ、こちらこそごめんねぇ。サボりにつき合わせちゃって」

「いえ。私からお話しできないか、お誘さそいしたんで」

「そっか。まあそれなら問題ないか！　アハハ！」

　新学期に入ってからずっとカラ元気だったけど、明菜ちゃんの前ではそれすらも空々しく感じた。

　だからあたしは思い切って例の会話を切り出だす。

「えっと……悟郎くんのことだよ……ね？」

　彼女は小さくうなずき返した。

　そうだよなぁ、他にないもんね。

「千夏さんはもう小春ちゃんのこと……知ってるんだよね？」

　その名前が彼女の口から飛び出して、あたしは心臓が跳はね上あがりそうになった。

　覚かく悟ごして来ていたはずなのに……。

「じゃあ、悟郎ちゃんが今置かれている状況もわかってるよね」

「うん……まぁね。昔の事故の記事を読んで……もしかしたら他人かなって思ってたんだけど……ずっと悟郎くんの話、聞いてきたからね。間違いなくこの娘だなって」

「そっか……」

　彼女は口元をきゅっと結び、まっすぐにあたしの目を見た。

「あのね千夏さん。今は全部話すことはできない。けど聞いてほしいの」

「うん」

「あのね、悟郎ちゃんの言動と、周りの状況は一いつ致ちしてないと思う。でもそれは悟郎ちゃんの頭がおかしくなったからじゃないの」

「でも悟郎くんのあの言動は……」

　やっぱりどう考えてもおかしい。

　死んだ人間のことをさも生きているように話すなんて。

　でも明菜ちゃんはそんなあたしの内心を見み透すかすようにきっぱりと言った。

「幻まぼろしを見ているわけじゃないし、妄もう想そうの中で生きているわけでもない。それだけは知っておいてほしくて……」

「どうして、って聞いたら答えてくれる？」

　あ、困った顔。

　それは幾度も見たことのある、彼女本来の性格を表すような表情。

「それは……」

「ごめんごめん。困らすつもりじゃなかったんだけど、あたしも気になっててね」

「そう……だよね」

　彼女の目が泳ぐ。

　なにか迷っているかのように。

　たぶん、明菜ちゃんは話したいんだと思う。

　だからここであたしが一ひと押おししたら、もしかしたら悟郎くんの秘密を話してくれるかもしれない。

　でもそれってどこか卑ひ怯きような気がした。

　まるで彼女の弱みに付け込んでるみたいで。

「いつか話してくれたらそれでいいから。だから気にしないでよ」

　きっぱりとそう言うと、彼女はにっこりと笑ってうなずいた。

「うん、きっと話すから」

　きっと今のあたしでは受け入れられない話なんだろうな。

　でも今すぐじゃなくてもいい。

　まだ時間はあるんだから。

　何より、急いじゃいけないんだと思った。

　若気の至りと言えばそれまでだけど、あたしにはそういうところがある。

　性急にいろんなことを知りたがる。

　ゆっくりと知って行けばいいことは世の中にいっぱいあるのに、今すぐ、この瞬しゆん間かんにでも知りたいと思ってしまう。

　そうじゃないことだってあるはずなのに。

　それが今なんだということがわかっただけでも、よかったのかもしれない。

「はぁ、それにしても、なんかいろいろありすぎて、頭が混乱するねぇ」

　すると明菜ちゃんも同意するように笑った。

「そうだね。みんなもホントはこんな感じなのかな？」

「みんなって？」

「クラスのみんなとか……それに日本中にいる高校生って、みんなこんな悩なやみを抱かかえながら私たちにはわからないように生きてるのかな、とか考えちゃって」

「うはは。どうなんだろうね。あたしたちには言ってないだけで、みんなそれぞれあったりして」

「だとしたら、高校生ってみんな大変だね」

「ホントだよ」

　どれくらいぶりだろうか？

　気き兼がねなく話をする、ということができたのは。

　何も気にせずただ話すということがこれほど素す敵てきなことだとあたしはずっと知らなかった。

　話すことが得意だと思っていたのに、本当のところは何も知らなかったのだ。

　そんなあたしに明菜ちゃんはふと顔を寄せると小声でこう言った。

「千夏さん、ちょっといい？」

「なになに？」

「こんなこと聞くのはどうかと思うんだけど……やっぱり悟郎ちゃんとはまだ話しづらいよね？」

　意表を突かれてあたしは目を丸くした。

「……やっぱバレてたかぁ」

　避けるようなマネはしないように心こころ掛がけていたけど、思いと行動は別々だった。

　さすがに明菜ちゃんは気付くよね……。

「申し訳ないと思いながらも、どう話していいかわからなくて」

「簡単に割り切れないよね。私もそうだったから」

「明菜ちゃんはもう割り切れてるの？」

　すると彼女は宙を見て小さく息を吸う。

「………割り切れてるって言うのとはちょっと違うかな。やっぱり小春ちゃんに起こった事故は、今でも自分の中で納なつ得とくしてないと思う。それが事実だって知っていても、どうして、って思ってる。世界中で毎日起きている同じような事故の一つだけど……でもその当事者が自分の大切な友達だって突きつけられて、そうですかってすぐには思えない」

　あたしが会ったこともない杉崎小春という同い年の女の子。

　でも明菜ちゃんにとっては、多感な時期を共に過ごした親友なのだろう。

「そう……だよね。でも、あたしなんかより、ずっと前を見てるよ、明菜ちゃんは」

「……自分のためだから」

　彼女は唇くちびるにきゅっと力を入れる。

「今こうして悟郎ちゃんとの間に立って千夏さんと話しているの、きっと自分のためだと思う」

「自分のため？」

「そう。何にも悪いことをしていない小春ちゃんに降りかかった理り不ふ尽じんを、自分に納得させるために……一番いい選せん択たくをしようって。そういう我わが身み可愛かわいさで動いてるんだって思うんだ」

　自じ虐ぎやく的てきに言う彼女の言葉をあたしは否定しなかった。

　嘘うそではないけど、でもそれだけではないことはわかっていたから。

　敢あえて否定しなかったのは、否定すれば彼女がつらくなるから。

　彼女の悟郎くんと杉崎さんへの善意ははっきりと感じ取った。

　今はそれで十分なのだ。

「ありがとう、明菜ちゃん」

　すると彼女はにっこり笑って「こちらこそ、話を聞いてくれてありがとう」と言った。

　その笑顔を見て確信した。

　この娘はあたしが思っていたよりも、ずっとずっと強い娘なんだって。




　　　　※※倉くら町まち真ま冬ふゆ※※




「大おお貫ぬき君、ちょっといいかい？」

「え……真冬先せん輩ぱい……」

　帰り道に待まち伏ぶせというのは自分の趣しゆ味みではない。

　だが、急を要すると判断したボクは彼への強制的な接触に踏ふみ切きった。

　呼び出しに応じようとしない大貫君に直接会い、彼に促うながさなければならないことがある。

　だからこそ、ボクは大貫君が帰る道中に先回りし、待ち伏せという手段をとった。

　そんな大貫君はボクに警けい戒かいしながらも、話を聞こうとする態度を取った。

「どうしたんですか、こんなところで？」

「これを君に渡わたさなくては思ってね」

「これって……」

　パンパンになったＡ４サイズの封ふう筒とうを渡す。

　中には高校の編入手続きの書類が入っていた。

「なんすか、これ？」

「言ったろう。君はこの学校を出ていくべきだと」

「言ってましたけど……でも、どうして俺が転校しなけりゃいけないんですか」

「君をこれ以上、追おい詰つめるような事態から逃にがすためにさ」

　しかし大貫君は封筒をジッと見つめると、はっきりとした口調で、

「俺、転校するつもりはありません」

　と言った。

「どうして？」

「前にも言いました。今あるこの場所から逃げてどこか他の場所に行っても、何も変わらないって。だからこの場所で、自分と小こ春はるで乗のり越こえなきゃいけないって思っているんです」

　そう言うと彼は踵きびすを返す。

「先輩がどういうつもりで、こんなものまで用意してくれているのかわかんないですけど、俺……逃げ出したりしませんから。どんなことがあっても。それが小春との約束ですから」

「だとしたら、君はどんな対策を考えているんだい？」

「……なんですか、対策って？」

「君のことを知りたがっている人間はこの学校には少なからずいる。それがみなに知れないようにする対策だ」

「それは……」

「さらに言わせてもらえば、君の状況を知った生徒たちに君はなんて言うつもりだ？」

　彼はしばし考えるようにうつむいた。

　そしてはっきりとボクに向かってこう言った。

「いいですか？　先輩が周りに言いふらしたりしなければ、みんなだって知ることはできませんよ」

　そうだろう。

　だからこそ、君はこの遠く離はなれた学校に通っているんだから。

「しかし君は勘かん違ちがいしている」

「勘違いって、なんですか？」

「人は時に周りが考えている常識をいとも簡単に破る生き物だ」

「……変なきっかけでバレるってことですか？」

「そうだ。その時に君は逃げ道みちを用意しておかなければならない」

「逃げる必要なんてありませんよ。もしバレたら、周りとは気まずくなるでしょうけど、でもそれは仕方がないじゃないですか」

　ボクはそんな彼の言葉に反論しようと口を開く。

「………」

　しかし言葉は出てこなかった。

　臆おく病びような心がボクの口から言葉を奪うばった。

　伝えなければならないのに、ボクにはそれができなかった。

　大貫君は無言のボクを訝いぶかしむように見つめ、そして再び歩き出す。

　――待って！

　心の中でそう叫さけんでいた。

　だが、ただの一歩も前に進むことができない。

　足に根が生え括くくり付つけられているようだった。

　罪悪感が身の裡うちに広がっていく。

　もうどうしようもないのだろうか？

　事態はボクが考えている以上の速度で動き出している。

　それはこの学まなび舎やに悪あく影えい響きようを及ぼすだろう。

　望むと望まざるとにかかわらず。

　ではボクにできることとはなんだ？

　そう考えるとひどく無力感に苛さいなまれる。

　為い政せい者しやとはもっと狡こう猾かつで計算高く振舞うべきなのだ。

　いつだってそう自分に言い聞かせている。

　なのにそれと反はん駁ばくする精神が存在している。

　それは正義感のような崇すう高こうなものではない。

　百を取って一を切り捨てる。

　多くを救えず一人に手を差さし伸のべるような人間は、人の上に立ってはいけない。

　そんな常識は誰だれしもが本能として知っている。

　知っているからこそ、たった一人を救うための勇ゆう敢かんな物語を好むのだ。

　それが御伽噺フイクシヨンであることをちゃんと理解しているから。

　ありえないことだと知っているから。

　だからいつだってお上は悪役に徹てつしなければならない。

　だがそれで社会とは正常に回るようにできている。

　それでもボクは大貫君に救われてほしいと願っていた。

　彼がこのまま、この学校から出て行ってもらうこと。

　それしか道はないというのに、彼を説得する言葉をボクはもっていない。

　無力さのあまり天を仰あおいだ。

　空は澄すみ渡る秋の青空だった。




　　　　※※大おお庭ば千ち夏か※※




　ずっと気になっていることがある。

　比ひ嘉が久く礼れ人とくんのことだ。

　夏休みを明けてからの悟ご郎ろうくんへの態度と同時に、彼は他のクラスメイトともあまり口を利きかなくなった。

　元々社交的な比嘉くんに、周りは困こん惑わくしたのは言うまでもない。

　そのせいもあってか、文化祭の時期を控ひかえた現在――。

　ティッシュというあだ名で気軽に呼ぶ人はもういない。

　彼は教室の真ん中の席で、休み時間誰も寄せ付けようとせずに過ごす。

　理由を知っているあたしは、そんな比嘉くんを放ってはおけなかった。

　とはいえ教室で堂々と声をかけるわけにもいかず、かといってスマホから連れん絡らくを取っても、彼からの返信はない。

　直接電話もしてみたが、繋つながることはなかった。

　もちろん折り返しかかってきたりもしない。

　最近は連絡メッセージを送っても既き読どくすらつかない状態だ。

　それでもあたしは比嘉くんと話さなければならない。

　放課後――。

　一人教室を後にする比嘉くんの背を追った。

　校門を出て駅の方角へと向かう。

　ちょうど歩道橋を渡ろうとしたところで、あたしは彼に声をかけた。

「比嘉くん！」

　声は震ふるえていなかった。

　彼はゆっくりと振り向むき、表情を変えずにあたしを見た。

「大庭さん。なに？」

「えっと、その……」

　言いよどむあたしに比嘉くんは躊ちゆう躇ちよなくこう問い返した。

「悟郎のこと？」

　いきなり核かく心しんに触ふれてきた比嘉くんに、あたしはややどぎまぎしながらうなずき返す。

「うん、そう……なんだ。いいかな？」

「話すことなんてないけど」

「そんなことないと思う。だって、比嘉くん、あれからずっとおかしいじゃない」

「おかしい？」

　皮肉を込めた笑い。

　彼はゆっくりとこちらに近づいてくる。

「おかしいのは悟郎か？　それとも俺おれか？」

「それは……」

「大庭さんがどっちの肩かた持つでもいいよ。でも俺のことは放っておいてほしい」

「そういうわけにはいかないよ！」

「放っておいてくれよ！」

　息を呑のむ。

　比嘉くんの勢いに呑まれてあたしは声も出せない。

　沈ちん黙もくが垂れ込めた。

　お互たがい言葉も見つからず立たち尽つくす。

　どれくらいそうしていたのか、それを破るように比嘉くんがぽつりと口を開いた。

「……なぁ大庭さん。一番いい選せん択たく肢しってどれだと思う？」

　穏おだやかな口調だった。

「一番いい選択肢って？」

「前と変わらず、悟郎と話した方がいいのかな？　それとも親身になって、あいつんちまで行って、事情を詳くわしく聞いてやるべきなのかな？」

　あたしは答えられずに立ち尽くしていた。

　比嘉くんはそんなあたしを一いち瞥べつして続ける。

「俺……たぶんどっちもできねぇんだよ」

　言葉が震えている。

「あんなこと知っちまって、今まで通りなんてできるわけねえ。でもあいつに直接聞くこともできねえ」

　あたしはその姿になにも言えずただ耳を傾かたむけることしかできなかった。

「なにがなんだかわからねえまま、どう扱あつかっていいのかもわからねえで、このざまだよ」

　彼かれの混乱は痛いほどよくわかった。

　親身であった友人だからこそ、どう扱っていいかわからなかった。

　それは上うわっ面つらの理解で悟郎くんと話しても、きっとわかり合えない。

　だからといって迂う闊かつに核心に触れれば彼を傷つけるかもしれない。

　比嘉くんは、悟郎くんと真しん剣けんに向き合っているのだ、ということが伝わってくる。

「悟郎はさ、なにがしたかったんだってずっと考えてた。俺、本気で悟郎の恋れん愛あい相談に乗ってたよ。毎日家に帰った後にしている幼なじみとの話とか、昨日何があったとか、そういうの聞いてさ、あいつには幸せになってほしいって、そう思ってたんだよ」

　そう。その気持ちはあたしも変わらない。

　近すぎて告白することに臆病になっていた悟郎くんに、一歩踏み出すきっかけを作ろうとしてきた。

　それは悟郎くんが本気で彼かの女じよのことを好きなのを知っていたからだし、何より二人は誰よりも素敵な関係だと思っていたから。

　でも本当はその相手なんてとっくにいなかった――という事実を、今もどこか別の世界の話ではないかと思っているくらい。

「俺さ、悟郎がウソついているとはいまだに思えねえ。でも実際に悟郎の幼なじみは事故に遭あってる。でも悟郎はずっと平気な顔で幼なじみの話をしてやがる。休み明けもあいつはずっと変わらない調子で話してる。そんなのってあるかよ？」

　そう。彼はあたしたちの想像できる形ではなかった。

　だから困惑してしまった。

「たぶん……悟郎くんは覚えてないんだと思う」

「覚えてないって？」

「杉すぎ崎さき小こ春はるさんが亡なくなっていること。……昔の新聞の記事とかで、少し大きく取とり扱ってる記事があって……」

　あたしはカバンの中から、スクラップしたノートを引きずり出す。

「これ、見て」

　比嘉くんにそれを渡すと、彼は食い入るようにその記事を読んだ。

　その内容は、『杉崎小春』さんが事故に遭った当時のことが詳しよう細さいに書かれてあった。

　夕方５時32分――。

　日はすでに沈しずんで辺りは暗く、降雪の勢いが増していた時間帯。

　凍とう結けつした路面の中でも、このあたりの一日中日ひ陰かげになっているところは昼になっても溶とけないことが多い。

　最悪だったのはそこに雪が降ふったことだ。

　雪は路面の凍結を覆おおい隠かくし、ドライバーが注意をしていてもタイヤを取られることがある。

　杉崎小春さんに突っ込んだ乗用車も、そういう類たぐいの不幸な事故だった。

　決してドライバーが横暴な運転をしていたわけではなかった。

　スリップした乗用車に撥はねられた杉崎小春さんは、10メートル近く飛ばされた。

　１１９番通報をしたのは、横断歩道でその事故を目撃した被ひ害がい者しやと同じ中学に通う知人男性――とある。

「なぁ……大庭さん、これって……やっぱ悟郎なのか？」

　重く質量を増したような空気を呑み、うなずき返す。

「たぶん、間違いないと思う。その後の記事のところに、同じ公団マンションに住んでいて、って書いてあるでしょ」

「ああ」

「卒業名めい簿ぼを貸してもらって確認したけど、悟郎くん以外にその条件に合う人はいなかった」

「だったら悟郎は目もく撃げき者しやじゃないか。なのにどうして――」

　忘れてしまっているんだ、という言外の言い分を彼はかみ殺す。

「たぶん、目まの当あたりにしちゃったから、だから記き憶おくから消しちゃったんだと思う。だって覚えているにはつらすぎるもの」

　比嘉くんはそっと目をそらし、考え込むように唸うなった。

　そしてようやく出した彼の答えは、

「だとしたらなおさら、俺はあいつとどんな風に接していいかわからねえぇよ……」

　うなだれる比嘉くんにかけるべき言葉をあたしは持ち合わせていなかった。

　だって、それはあたしも一いつ緒しよだったから。

　ふと明あき菜なちゃんの言葉が頭をよぎった。




　――幻を見ているわけじゃないし、妄想の中で生きているわけでもない。




　どちらでもなかったとしたら、悟郎くんは何を見ているというのか。

　幽ゆう霊れいだなんて子供も信じないような話も考えた。

　でも幽霊っていうものは結局、生きている人間の頭が作り出す幻げん覚かくだ。

　あくまでどこの誰が被害に遭ったのかもわからない距きよ離り感かんで聞いているから怖こわくて楽しい存在。

　でも、よく知っている親友が幽霊と一緒にいるなんて、あまりにも現実感がない。

　だとしたら悟郎くんの行動はいよいよもって不気味なものに見えた。

　きっと比嘉くんの抱いだいている憤いきどおりも、あたしが感じている不安も同じようなものなのだろう。

　誰にも話せない、どう話していいのかもわからない、自分で答えすら導き出せないひどく歪いびつな情報の数々。

　そしてそれを悟郎くん本人に問うこともできない勇気のないあたしたち。

　さっきの比嘉くんの言葉が胸にじわっとしみるようだった。

　取り繕つくろった笑え顔がおで悟郎くんと話すことは、あたしにもとてもできないだろう。

「あーあ。けっこう社交性には自信あったんだけどな」

　ふと言ったあたしの言葉に、比嘉くんは不思議そうな顔をする。

「なにが？」

「こんな高校生活ではありえない事態が起きたって、あたしのコミュ力があれば乗り切れるさ！　って思ってたんだけどね。いざ当事者になったら全くの逆状態。手も足も出ないでやんの」

　彼は少しぼんやりと聞いていたが、少し顔を緩ゆるませてこう答えた。

「たぶん大庭さんにはムリだよ」

「え？」

「大庭さんの社交性って、ウソ吐つかなくてもいい空気を自分で作るタイプだもん。自分がウソ吐はかなくてもいいように話をして、本当のことだけ口にできるように空気を作ろうって頑がん張ばるタイプだもん。今までやってこなかったウソなんて、突とつ然ぜん吐けるわけないよ」

　確かに自分はウソを吐かなくてもいいように周りと接している。

　そういう話題になりそうな時には、もっと面白おもしろい話をかぶせる。

　そのためにだったら、情報集めも厭いとわない。

　どんなことだってする。

「比嘉くんはよく見てるね」

「…………」

　彼は何も言わなかった。

　ただあたしにもわかったのは、比嘉くんもまたウソを吐けない人だということ。

　そして悟郎くんを嫌きらいになったからあんな態度を取ったのではないということ。

「じゃあ、俺、もう行くわ」

「うん。答え、出るといいね」

「え？」

「今ある選択肢以外の答え」

　彼はしばしポカンとしてから、わずかに顔を緩ませた。

　久しぶりに見る、あたしの知っている比嘉くんの顔だった。




　　　　※※杉すぎ崎さき小こ春はる※※




　きっとだけど。

　すべてはちゃんとうまくいくような、そんな気がしていた。

　ちょっとずつだけど前進している。

　すごくゆっくりだけど、後ろに行っているわけじゃない。

　そう思えるくらいに。

　だからこそ、考えなければいけないことがある。

　今をちゃんとどうにかできた、その後のこと。

『ねえ』

「ん、どうした？」

『悟ご郎ろうはあたしとこれからどうしたい？』

　すると彼は迷わずにこう答えた。

「ずっと一緒にいたい」

　恥はずかしいくらいの言葉をまっすぐに伝えてくれる、彼の気持ちが本当にうれしい。

　いろんな思いが胸の中を駆かけ巡めぐるけど、やっぱりあたしはその言葉に笑顔になってしまうんだ。

　なんと、単純な女！

　ちょろいにもほどがある！

「どうしたんだよ、急に？」

『別になんでもないし！』

「そうか？　なんかビックリするようなこと言うから」

『あんたほど、他人がびっくりするような行動してないけど』

「俺がいつ……」

『引ひっ越し考えたり、学校辞やめようとしたり』

「悪かった！　それはホントに悪かった！」

『考えなしにも限度ってものがあるっての！』

「言わないで！　もう責めないで！」

　ふざけて見せる悟郎に、あたしも思わず笑えみがもれた。

　こうして少しでも笑える状じよう況きよう。

　それはお互いにとって歓かん迎げいすべき状態になってきていると思える。

『ふふん、なんだかあんたの尻しりに敷かれっぷりも板についてきたね』

「マジか！　一生、こんな感じなの？」

『そんな心配しちゃってさ、あたしだっていつ消えるかわかんないんだよ？』

「えっ!?」

『あたしが消える方法……一つは知ってるけど、それ以外にもあるかもしれないでしょ？』

「言われてみれば確かに……でも、他に何があるんだ？」

『それは……わかんないけど』

　事実、あの時、直感的に『そういうことなんだ』ってわかっただけで、本当はそれ以外にもあたしが消えてしまう何かがあるのかもしれない。

　だって、あってもおかしくないと思うんだよね。

　実のところあたしという存在がどういう者なのか、当の本人である自分がまったくわかっていないのだから。

『っていうか、こうなってみて今まで、自分のことしっかり考えてみたことないんだよね』

「小春自身のことか……まあ、仕方ないといえば仕方ないよな。俺があんな状態だったんじゃ……」

　自覚症しよう状じようがあるんだろうね。

　あの時のあたしは、記憶を押おしころしてしまった悟郎に相談できるわけもなかった。

　相談したい気持ちもあったけど、それ以上にボロボロになった悟郎を見ていたあたしには、思い出ださせたくないという気持ちの方が強かったのだ。

「なんか悪かったな」

『……別にあんたが悪いわけじゃないでしょ』

「そう言ってくれる小春の気持ちはうれしいけどさ、でもそれまでずっと一人で秘密を抱えてたんだって思うと……やっぱ申し訳ないよ」

　急にそういうことを言うもんだから、あたしは目をそらしてしまう。

　だって恥ずかしいじゃない！

『あ、そう………じゃあ、まあ、それはそれでいいんじゃない』

「でもずっとその間、小春は何考えたんだ？」

『そんなん、ずっとあんたのことばかり考えてたに決まって……』

「へへ……」

『照れてんじゃないよ！』

「いいじゃねーか！」

『あたしは真剣なの！　もしかしたらタイムリミットがあるのかもしれないし、または別の方法で消えちゃうのかもしれない。そう思わない？』

　すると悟郎は真剣な顔になって腕うでを組んだ。

「そうなんだよな」

『でしょ。だからさ……』

　あたしは彼の正面に座すわりなおしてジッと目を見た。

『いつあたしがいなくなってもいいようにしよう？』

　そう、彼と話していかなきゃいけない今後とは、あたしがいなくなった後のこと。

「ずっと一緒ってわけにはいかないのか？」

『そんなのわからないじゃない。ホントに突然、時間が来て消えちゃうことだってあるかもしれないんだもん。わからないけど』

「そう……だよな」

『それにもう一つ、大きな問題もあるから』

「なんだ、もう一つの問題って？」

　それはむしろ、ずっと考えてきたことだった。

　この生活をずっと続けていくかもしれない、と考えたあの時から最初に浮うかんだ懸け念ねんがあったのだ。

『さっき言ったのとは逆だった場合、どうする？』

「逆って、どういうことだ？」

『悟郎があたしにお別れの言葉を言う、って方法しかこの世界からの消え方がなかったら？』

「それはそれで……あっ」

　言っている途と中ちゆうで悟郎も気づいたようだ。

『もし、悟郎がお別れを言わずに死んじゃった時、あたしはどうなるの？』

「……！」

　すごく単純なことだ。

　あたしみたいな存在がこの世界にいられる理由。

　それがわからない。

　そもそも、あたし以外にもいるのか。

　なぜこうして残っているのか？

　どうして消えるのか？

　どこへ消えるのか？

　何一つあたしにはわからないのだ。

『ごめんね。無む茶ちやなこと言ってるとは思ってる。でも可能性としてはあるから』

「そうだよな。しっかり考えとく。すぐには答えなんて出ないかもしれねえけど」

『急せかすわけじゃないんだけどね。でもわかんないから。人間、いつ死ぬかなんて』

　ちょっと説得力がありすぎるな、あたしが言うと……。

『だからさ、いつでも悟郎には考えててほしいんだ。あたしがいなくなった後のことも。いついなくなってもいいように。そういう風に考えておいてほしいの』

　悟郎はしばらくジッと床ゆかを見つめて、そしてようやく、

「なんかさ……」

『うん？』

「当たり前のことなんだけど、どうして小春が生きてる時に、今みたいに思えなかったんだろうな」

『……うん』

　そうだよね。

　あたしだってずっとずっと、悟郎と成長していく生活が続くんだって考えていた。

　しかも漠ばく然ぜんと。

　悟郎の言葉はむしろあの頃ころのあたしに言ってやりたいくらいだ。

「だからさ、小春」

『……うん』

「今は触れられなくてもいいから、それでも小春がいてくれるこの状況を大切にしたいんだ」

『それは……ありがとう。でも友達も大切にしなきゃだからね』

「わかってるって。しかしうまくいかねぇなぁ」

　そう、明あき菜なとは無事和解できたものの、それ以降が芳かんばしくない。

　会長には完全否定だし、千ち夏かさんからは避さけられ、そして比ひ嘉がさんに至っては無視。

　これは正直、思っていたよりも状況は危あやうい。

『どうしよう？　明菜がいま千夏さんと会ってるんでしょ？』

「そうなんだけどな……」

　確か今日で二人で話すのは三回目らしい。

　最初は今の悟郎の状況の話せる部分だけを彼女に伝えるだけだった。

　それからまた二人で話して、少しずつ千夏さんの心の裡うちを聞いてくれている。

「……千夏、完全に俺と話す時、顔が引きつってるからな」

『う～ん、確かにあれは……』

　傍はた目めに見ても、どう扱っていいかわからないって感じだ。

　そりゃそうだよ。

　こんな経験、想像している高校生はそうそういない。

「仕方ねえよなぁ。俺だってこういう状況になることなんて考えたことなかったし」

『あたしだってそうだよ』

「そりゃそうか」

　なんとなく二人で笑う。

　静かでやさしい時が流れている。

　不ふ謹きん慎しんなのはわかっているけど、でもこの時間すらあたしには愛いとおしい。

　その時、悟郎のスマホが振しん動どうした。

　画面を見た彼はすぐにそれを手に取り、内容を確かく認にんする。

『明菜？』

「ああ。今、千夏と話してきたって」

『え、じゃあ……』

「ああ。ちょっと電話する」

　そう言うと彼は明菜の番号をプッシュして通話する。

　すぐにあちらにつながったが、悟郎は、

「うん……うん……」

　とうなずくばかりで、内容はわからない。

「わかった。んじゃ、明日詳しく。じゃあな」

　電話を切った悟郎は、ふぅとため息を吐いて床に座った。

『どう……だったの？』

「ん～、詳しくは俺もわからないけど、ちゃんと話せたみたいだ」

『そっか。よかった』

「ちゃんとした話は明日ってことだから、帰りに明菜んちによると思う」

『あたしも行く！』

　すると悟郎はこらえるように笑った。

　そりゃそうか。

　行く、なんて宣言しなくってもあたしはいつも悟郎の近くなんだし。

『うまくいくといいね』

「そうだな」

　前向きな顔をしている。

　今の悟郎は後ろを向いていない。

　だから大だい丈じよう夫ぶ！

　そういう根こん拠きよのない自信が胸の中に湧わいてくるのだ。

　不思議だよね、悟郎って。




　次の日の放課後、あたしは悟郎と一緒に明菜の家に向かった。

　これで明菜の家に行くのは何度目だろう？

　こっそりの時もあったからな。

　そんなことを考えながら、悟郎と一緒に明菜のアパートに到とう着ちやくした時のことだ。

『……ん？』

「どうした？」

『いや、なんか……誰かに見られてたような』

　あたしがそう言うと悟郎がきょろきょろしだす。

　しかしそれらしい視線はどこにもなかった。

「おい小春、まさか……」

『まさか……なによ？』

「幽霊とか？」

『や、やめてよ怖い！』

「やはり小春でも怖いのか」

『怖いに決まってんでしょ！　バカじゃないの！』

　でもさっきの感じは何だったんだろう？

　不思議に思いながらインターフォンを押す。

　中から「はーい」と聞こえてすぐにドアが開いた。

「あ、ごめんね悟郎ちゃん。わざわざ来てもらって」

「いやお礼を言うのは俺の方だぞ。いろいろありがとな」

「へへ……褒ほめられてしまった。あ……」

　照れる明菜は、何かに気付いたようにあたしのちょっとずれた位置を見る。

　あたしが嫉しつ妬とするとでも思ってるの？

　勘かんのいい娘こですよ、ホント。

「じゃあ、中に入って」

　彼女に促うながされて室内に入る。いつもと変わらない、整せい頓とんされた部屋だ。

　飲み物を淹いれてきた彼女はグラスをテーブルに三つ置く。

　気を遣つかわなくていいから。あたし飲めないから。

「えっと、どこから話そうかな……」

　彼女は考えを整理するようにグラスの中身で口を湿しめらす。

「あのね、千夏さんはたぶん、小春ちゃんのことについて、今はまだ信じられないと思うんだ」

「やっぱ、難しいか？」

「うん。すごく現実的な考え方を持ってるから。でもそのせいで、悟郎ちゃんの言動がどういうことなのか混乱しているみたい」

「そりゃそうだよな……俺にだけ小春が見えてるって言っても信じちゃもらえないよなぁ」

　当然といえば当然なのだろう。

　千夏さんの頭が堅かたいわけではない。

　高校生だってみんなけっこうオカルトな話が好きだ。

　でも、当事者になったその時にはまず疑うことから入ってしまう。

　それは今の時代を生きる人間としては、まっとうと言える。

　がっかりする悟郎とあたしに明菜は励はげますように拳こぶしを握にぎった。

「だ、大丈夫！　千夏さん、聞く耳を持たないってわけじゃないから」

「そうなのか？」

「うん。むしろ悟郎ちゃんと話したいんだけど、どう話していいのかわからないみたいだから。たぶんだけどね……」

　唇くちびるを小さく結ぶ。

「悟郎ちゃんを傷つけたくないんだと思うの」

「俺を？」

「悟郎ちゃんに起こったことを知っているから。だからどう接していいのかわからない。そういう感じに見えたんだ」

「……そっか」

　あの態度はやさしい気き遣づかいだった。

　それがわかっただけでも、安心しているあたしがいる。

　ただの畏い怖ふや拒きよ絶ぜつではなく、今も友達として思ってくれているからこそ、ああするしかできなかった。

　だとすればこのすれ違ちがいをどうすれば解決できるのだろう。

　この問題の中心にはあたしという存在がいる。

　あたしさえいなければ、話はずっと簡単だ。

　いないはずの人間がいる、ただそれだけで複雑な状態になっているのだ。

　己おのれの存在に押しつぶされてしまいそうだった。

　どうして存在しているんだろうとすら思った。

　誰だれかを苦しめようなんて、これっぽっちも思ってないのに。

「小春、そんな顔するな」

　悟郎がこちらを見ていた。

　明菜もまた心配そうな視線を投げかけている。

　彼は力強い声ではっきりと言う。

「俺たちはみんな、それぞれ一番いいと思うことをやってるだけだからな。おまえには何の責任もないんだぞ」

『あ、あたし、別にそんな顔してないから！』

「そうか？　でもムリはするな」

『ムリなんかしてないし……』

　いつだって悟郎には全部バレてしまう。

　恥ずかしいけれど、何もかもお見通しなのだ。

　悔くやしいなぁ……。

　それに明菜だってそうだ。あたしが見えてないはずなのに、でも心の裡うちまでわかってるんだもの。

　そんなにあたしってわかりやすい性格してるかな……。

　それからあたしたちは今後のことについて話し合った。

　千夏さんにどうやって信じてもらうか。

　比嘉くんとの溝みぞはどうやって埋うめるか。

　そこで明菜が身を乗り出すようにして、ある提案を出してきた。

「あのね、私……千夏さんに信じてもらえるかもしれない方法、あるんだけど」

　あたしも悟郎も目を丸くしてしまった。

「どんな方法だ？」

「あのね………」

　明菜の説明してくれた方法に、あたしも悟郎も納なつ得とくし賛同した。

　さっそく次の休日に明菜の家に千夏さんを呼んでその方法を試ためすことにする。

　あたしたちは早々に明菜の家に到着し、千夏さんの到着を待つ。

「……遅おそいな」

　悟郎は腕うで時ど計けいをチラッと見た後に、すぐに壁かべ掛かけ時計で時間を確認してつぶやく。

　確かに約束の時間を過ぎても、彼女は現れなかった。

　明菜は気き丈じようにも、

「大丈夫。きっと来てくれるから」

　と力づけてくれる。

　しかし千夏さんの気持ちを考えると確かに難しいのかもしれない。

　だって悟郎とどんな話をしていいのか、まだ心の中には迷いがあるに違いない。

　そして時間だけが刻々と過ぎていき、もう来ないかもしれないと思い始めたころ、インターフォンが鳴った。

　全員で顔を合わせ、すぐに明菜が玄げん関かんに飛び出していく。

　玄関の方から、

「……ごめんね、遅くなっちゃって」

　と話す千夏さんの声がした。

「ううん、来てくれてありがとう。あがって」

　明菜に促うながされて、千夏さんが部屋の中に入ってきた。

　彼女は悟郎と目を合わせられず、下を向いていた。

　そんな彼女を見て、悟郎は、

「おう、久しぶり」

　と声を掛かけると、ようやく千夏さんも、

「久しぶり……だね。クラスではいつも会ってるのに」

　と言いながら顔を上げて困ったように笑った。

　そんな二人を取り持つように、間に明菜が入る。

「あのね、千夏さん。今日来てもらったのはね、悟郎ちゃんの秘密を信じてもらうためなの」

「それって……前に言ってた、まだ話せないことってやつだよね？」

「うん。たぶんこれなら信じてもらえると思って」

「どういうことなの？」

「えっと、先にあることをしてもらいたいの」

　そう言って明菜は悟郎に目配せをする。

　悟郎はうなずき返してクルッとこちらに背を向けた。

「？」

　千夏さんだけがわからない、というふうに首をかしげると、明菜がペンとノートを用意して彼かの女じよの前に出す。

「ここに好きなことを書いてもらっていい？」

「好きなことって、なんでもいいの？」

「うん、なんでもいい」

　明菜にそう言われた千夏さんは、困こん惑わくしながらノートにかわいい犬の絵を描かいた。

　あたしはそれを見て、悟郎に向かって、

『犬の絵』

　と告げる。すると悟郎はそれをオウム返しするように、

「犬の絵、だろ」

　と言った。

　千夏さんは驚おどろきに目を見張り口をポカンとさせる。

「え!?　どうして？」

「千夏さん、続けて。今度は文章でいいから」

「え、じゃ、じゃあ……」

　千夏さんは今度はノートに文章を書いていくので、あたしはそれを見ながら音読していく。

『今日の天気は晴れ。明日以降は寒さが増していくでしょう』

　たぶん今朝の天気予報だろう内容を音読すると、また悟郎がそれを正確に口にした。

　この段になって千夏さんは目を白黒させてしまう。

「これなに？　手品？」

　明菜は首を横に振ふり、彼女にゆっくりと説明した。

「あのね、これ手品じゃないの」

　悟郎が振り返かえりそれを補うように引きついだ。

「あのな、実は千夏が書いた内容を俺おれに伝えてくれるやつがここにいるんだ」

「それって明菜ちゃんでしょ？」

「いや、明菜じゃない」

「だってそれ以外誰も……」

　悟郎は覚かく悟ごを決めるように一いつ瞬しゆん間をおいて続ける。

「いるんだ。信じられないかもしれないけど、ちゃんと千夏が書いた内容を読み上げてくれたやつが」

「読み上げたって……誰も声なんか出してなかったし……」

「俺にだけ聞こえるんだ。明菜にも聞こえてはいない」

「それって……」

「千夏も知ってる。杉崎小春だ」

　千夏さんはその場に固まって、口をパクパクさせた。

「信じられないよな。でも本当なんだ。もし千夏が要望するなら目め隠かくししてもいいし、他の条件でも出してくれ。これが手品じゃないってのをちゃんと証明するから」

　悟郎の言葉に千夏さんはうつむいてしまう。

　あたしも悟郎も明菜も、千夏さんの次の言葉を待った。

　そして幾いく許ばくかの時間をおいてようやく千夏さんは顔を上げた。

「……ううん。これ以上はいい」

　そして悟郎を見み据すえて真しん剣けんな声こわ色いろで問いかける。

「あのさ、これってつまり……杉崎さんの幽霊がいるってことなの？」

　すると悟郎は困った顔をしてあたしの方を見た。

　いや、こっち見られてもあたしも困るんだけど！

「えっとな、正直なところ小春の幽ゆう霊れいかどうかもよくわからねえんだ」

「わからないって……」

「幽霊だとしたらはっきり見えすぎるし、意思疎そ通つうができすぎる。俺の妄もう想そうじゃないってのも、今のでわかったと思う。じゃあ、今の小春はなんなのかってなると俺も小春も明菜も全然わかってないんだよ」

「……そう……なんだ。じゃあ、もしかして学校で悟郎くんが話してたことって……」

「ああ、実際に小春と話していたことを、次の日みんなに話してた。ただ、小春の事故のことは全く覚えてない。そのせいで、たぶん千夏を困惑させたんだと思う。ホント、それに関してはすまなかった」

　すると千夏さんは大げさに両手を振った。

「いやいやいや！　こちらこそごめん！　なんか、こういう状況というのが想像もつかなかったから！」

「……信じてもらえたか？」

「……うん。まだちょっと混乱してるけど。でもそこに杉崎さんがいるっていうことは信じました、はい」

　その言葉を聞いて三人同時に「よかったぁ」と声が漏もれてしまった。

　そして千夏さんの方は未いまだ信じられないとばかりに目を見張りながら、

「こんなことってあるんだね……」

　と感想を漏らす。

　そんな彼女に悟郎が頭こうべを垂たれながら謝罪した。

「ごめんな、今まで言い出せなくて」

「いやいや。言い出せないでしょ、こんなこと」

「明菜が今回のこと考えてくれなかったら、このまま黙だまってることになってたから」

「えへへ……私も思いついてよかった」

「そうなんだ。明菜ちゃんのアイデアだったんだ」

「うん」

　そして、ようやく落ち着いてきた千夏さんは、急に正座に座りなおすと、

「あの、杉崎さんって今、どこに？」

「えっと、俺の隣となりにいるけど……」

　悟郎がこちらをチラッと見たので、千夏さんはあたしの方に向き直る。

「あの、今までいろいろ疑ったりしていましたが、今後ともなにとぞよろしくお願いします」

　妙みように改まったあいさつにあたしはちょっと噴ふき出してしまいながら、返答すると悟郎がその言葉を継ついでくれる。

「こちらこそよろしくって笑ってる」

「そっかぁ、笑ってくれたかぁ」

　そう言って千夏さんはようやく笑え顔がおになった。
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　明菜の家を後にした帰り道、悟郎と二人、どこか放心したような顔でとぼとぼ歩いた。

　さすがに今日のイベントは精神的に疲つかれたってのが正直なところ。

　でも千夏さんに信じてもらえたことはかなり大きい。

　あのあと、四人でいろいろな話で盛り上がった。

　主には千夏さんの質問攻ぜめが多かったのだけど……。

　それでも、すごく久しぶりにたくさんの人と話をしたのですごく高こう揚ようした。

　こんな気持ちはいつ以来だろう。

　悟郎としか話せないことに不満があったわけじゃないけど、でも違う人と意思疎通することの楽しさを久しぶりに実感した。

「よかったな、小春」

　あたしの心中を読み取ったかのように悟郎はにこにこする。

『な、なによ』

「だっておまえ、ずっと楽しそうだから」

『そ、そりゃ、まあ……』

　ちょっと浮かれすぎてたのかな？

　仕方ないじゃない。だって楽しかったんだもの。

　盗ぬすむように横目で悟郎の様子をうかがう。

　彼かれはぼんやりと前を見ながら、ふとこんなことを口にした。

「あのさ、小春の父さんと母さんに会ってみないか？」

「え？」

　何気なく放った彼の言葉にあたしはしどろもどろになってしまう。

『突然、なに言い出してんの』

「突然でもないんだが」

『ちょっと待ってよ』

　すると悟郎はまっすぐにあたしの目を見つめる。

「前から考えてたんだ。小春のとこのおじちゃんとおばちゃんに、小春がいることを教えてあげなくていいのかなって」

『それは……』

「いつ話そうかなって思ってたんだけど、なかなかタイミングがつかめなくて。でもさ、これって小春の意志が大切だと思うから。小春が会いたいって思ってるんなら、俺、間に入るよ」

　両親に会いたくないか、と問われれば答えは会いたいに決まっている。

　伝えたいことはいくらでもある。

『今、会いに行って、お父さんもお母さんも……どういう顔するかな？』

　悟郎は困ったように身体からだをよじった。

「信じてもらえないかもな。そもそも俺の頭がおかしくなってるって思ってんのはうちの親と小春んちの親だろうし」

『で、でも、今日みたいな事したら信じてもらえるかもしれないじゃん』

「だな」

　笑う悟郎にあたしもつられて同じような顔をした。

　それでも……と思う気持ちがある。

『やめとこ、悟郎。たぶん信じてもらえないよ。もう少しほとぼりが冷めてから……』

「いついなくなるかわかんねえんだろ？」

『……え？』

　虚きよを衝つかれた。

「この前、おまえに言われてから、よくそのことを考えた。それで決心がついたんだ。俺も小春も、いつまでもこうしていられるとは限らない。期限はもしかしたら突然来るのかもしれない。だとしたら、今言わなきゃずっと伝えられないこともあるんじゃないか？」

　彼の言葉には強い意志がこもっていた。

　現実から逃にげるように漠然とした二人だけの生活に身をゆだねるわけではない。

　これから起こるかもしれないことをしっかりと考え、どうすべきかを導き出した人間の答えだった。

『……そうだね。悟郎の言う通りだよね』

　でも正直なところ、まだ怖こわい気持ちがあった。

　あの日、病院の廊ろう下かで泣なき崩くずれる両親の姿が過よぎるから。

　できることならもう、思い出してほしくない。

　悲しい気持ちになってほしくない。

　そういう思いがあった。

『でもやっぱ、やめよう。ダメだよ。あたし……お母さんの涙なみだをもう見たくない。お父さんの辛つらそうな顔、見たくないよ』

　すると悟郎は無表情のまま静かに一度うなずいた。

「そっか。そういうのもあるな」

　悟郎の気持ちはうれしかったけど、でも今の自分には二人に会う自信がなかった。

　臆おく病びよう、とは違う。

　自分が死ぬことよりも、自分の死で悲しむ人間の姿の方が、ずっと辛いことを知っていたあたしにとっては、とても会って話そうという気持ちにはなれなかった。







二章　落日







　　　　※※※※




　考かんがえ得うる最悪の事態となった。

　これらの事象は、すべて善意から始まっている。

　なのでこれは、誰が悪かったのかを言げん及きゆうするものではない。

　それは彼ら大おお貫ぬき君たちが気付くよりもずっと早く始まっていた。

　観測している限り、『全体の変化』という観点から考えると、起点となったのは夏休みに入る前のことである。

　比ひ嘉が久く礼れ人と、大おお庭ば千ち夏かが学校を休んだその日が最初の変化の現れだった。

　それはクラス内の一人が言い出したことだ。

「なんでティッシュのやつ休んでるの？」

「さっき連れん絡らくしたけど既き読どくもつかねえ」

「マジで？　珍めずらしいな、あいつマメなのに」

　その他愛にない会話がことの始まりだった。

　夏休みに入る直前になった段階でも、それが大ごとになる気配はないように見えていた。

「千夏、今日も学校休んでるね」

「このまま夏休み入っちゃうけど」

「おっと、千夏のやつめ、大連休にする気か？」

「まあ、ユっても明日で終業式だしね」

「ってか、昨日の帰りに千夏見たんだけどさ」

「え、ホントに？」

「うん。でもなんかすっごい具合悪そうだったから声かけらんなかった」

「ええ、あの元気だけが取とり柄えみたいな千夏が？」

「そうそう。だからさ、一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったくらいだもん」

「え？　んな病人が外歩いてていいの？」

「病院行ったんじゃない？」

「親が連れてけよ」

　この段においては笑いを交えた雑談。

　だがすでに齟そ齬ごは始まっていたといえるだろう。

　ただこれらの齟齬は社会という枠わくの中においては当然あること。

　だから目くじらを立てるほどの大ごととは言えない。

　また修復するのも簡単なことなのだ。

　だがこの溝は夏休みを通して大きくなる。

「えー、千夏、花火来れないって」

「なんで？　あんなイベントごと好きなのが？」

「花火とか絶対カップル作ろうとするくせに」

「あはは！　あるある！」

「ちょっともっかい連絡してみる」

　それでも彼女に電話がつながることはなく、また折り返しかかってくることもなかった。

　この花火大会には比嘉久礼人もまた男子の友人に呼ばれていた。

　だが彼もまた、状じよう況きようは大庭千夏と同じ状況。

「付き合い悪わりぃなぁ」

「どしたん？」

「ティッシュのやつ、全然連絡つかねえ」

「どうしたんだ？」

「ってか、ずっとティッシュの顔見てなくね？」

「だな」

「わぁ……悟ご郎ろうも来れないって」

「え？　なんで？」

「なんか、バイトなんだって」

「えっ？　あいつバイトしてんの？」

「うん。夏休み中、掛け持もちでギチギチにバイトらしいよ」

「それはまた……青春の無む駄だ遣づかい」

「あいつ変わってんなぁ」

「あれか？　コハルちゃんにプレゼントとか？」

「ありうる」

　そう言って笑いあう男子生徒たち。

　こうして笑っていられる状況であるのなら問題はない。

　問題はこれが笑えなくなった時だ。

　それが来たのは夏休み明けのことである。

「おー、ティッシュ」

「話しかけんな」

　大貫悟郎の気さくなあいさつに、比嘉久礼人は否定という形で返した。

　教室内は凍こおり付つき、どう対処していいのかわからなかった。

　大貫悟郎の方はちょっと困ったような顔をするだけ。

　それが冗じよう談だんである、という空気にはならなかった。

　だからみな息をひそめ、

「ティッシュどうしたん？」

「わからねえ」

　と、首を傾かしげながら、その日は不ふ機き嫌げんそうな比嘉久礼人を避けるような形になった。

　次の日になってほとぼりが冷めているだろうと、クラスメイトの一人が彼に声を掛けた。

「ティッシュ。昨日どうしたんだ？」

　比嘉久礼人はその友人を一いち瞥べつするも、

「別に……なんでもない」

　いかにも不機嫌そうな口調でそう言っただけだった。

　この事態に、クラス内では様々なうわさが飛とび交かうことになる。

「久礼人君、なんかあったみたいよ」

「誰とも話そうとしないしね」

「そういや、悟郎もなんかおかしくねぇか？」

「おかしいって？」

「いや、どうって程ほどじゃないんだけど、夏休み前とノリが変わったっつーか」

「あ、それわかるわ」

「目が死んでんだよな。バイト疲づかれが抜ぬけてねえんじゃねーの？」

「そう言えばなんか、幼おさな馴な染じみの話とかしなくなったしな」

「だねぇ。ってかさ、比嘉くんと大貫くんってケンカしてる？」

「え？　仲良くなかったっけ、あいつら？」

「いや、だから！　今、全然しゃべんないじゃん」

「たしかに！」

「あ、じゃあ俺聞いてみるわ」

　そう言いだした一人の蛮ばん勇ゆうによって、さらに状況は悪化する。

「なぁなぁ、ティッシュさあ。悟郎となんかあった？」

「っ！」

　振り向むきざまに、比嘉久礼人はクラスメイトをにらみつけていた。

　クラスメイトは後退あとずさりしながら、

「……あ、わりぃ」

　それだけ言い残すとそそくさと、逃げ出だした。

　比嘉久礼人が浮うかべた顔を見れば、大貫悟郎との関係は明らか。

　その後、幾いく人にんかが比嘉久礼人に接せつ触しよくを試みたが、結局のところこれと言った証言を得た人間はいない。

　また当然ながら、大貫悟郎に対して同じ質問をぶつける人間もいた。

　こちらは比嘉久礼人ほどの拒絶はないまでも、

「ああ、まあ。ケンカしたってわけじゃねぇんだけど……」

　という、なんとも歯切れの悪い回答。

　これにはクラス内であらぬ噂うわさが立つことは避さけられない。

　彼らに何があったのかを解明すべく、関係のない野や次じ馬うまたちの情報が乱れ飛ぶ。

　しかしどれも憶おく測そくの域を出ることはない。

　なんの根拠もない無責任な妄想ともいえる内容しか出てこない。

　ただこの無責任な妄想こそが最も危険であると言っていい。

　この決定打に欠ける妄想こそが、麻ま薬やくに匹ひつ敵てきする人類の大好物なのだから。

　悪意ではないのだ。

　ただの下世話な好こう奇き心しんでしかないのだ。

　証明されない事象を憶測し予想する行こう為いと、それを話し共有しあう行為は、人類という生物の可能性を大いに広げてきた。

　だが今は同じ行為でありながら、何の発展をするどころか、ただ大貫悟郎と比嘉久礼人をおもちゃにして遊んでいる子供と変わりない。

　そしてこれがクラス内にとどまるだけであったのなら問題はなかったが、事態はそれほど安直ではない。

　ここに大庭千夏がかかわっているからである。

　全校生徒に対して、期待の新人放送部員としてファンまで持っている彼女。

　彼女の放送内容が夏休み前と後ではだいぶ変化していることを、視し聴ちよう者しやは敏びん感かんに感じ取っている。

「ねぇ、最近、千夏ちゃんの放送、突っ込んだ話題しなくなったよね」

「だねぇ。面白おもしろいんだけどねぇ」

「一学期のクラスメイトの恋れん愛あい生放送みたいなの！」

「あれはすごかった。笑っちゃったけど、めちゃくちゃ応おう援えんしてた！」

「その後、あの子どうなったの？」

「聞かないね、続報」

　表立ってはこの程度であったが、裏側ではスマホを使ったラインに、『ＯＣの劣れつ化かｗｗ』というグループが作られたことだった。

　ＯＣとは当然ながら大庭千夏の頭かしら文も字じである。

　最初は十数人ほどの、元々彼女に対して劣れつ等とう感かんを抱いだいていた同性の人間たちが悪口を言い合うものであった。

『ＯＣ今日も無難な内容で乗り切ったなｗｗ』

『ネタを置きに行った芸人はそこで終わる』

『ちょ、芸人ってｗｗｗ』

『さすがにもう聞きき飽あきた』

『もうやめてほしい』

『期待のエースとか言われていた日がなつかしいわｗｗｗｗ』

『聞いた話だけど、退部届出したらしいｗ』

『お、ついにやめんの？』

『知らんけどｗｗｗ』

　口さがない内容ではあったが、陰かげ口ぐちというものには誇こ張ちようすべき正しい情報と、悪意を織り交ぜる正せい鵠こくを射た分ぶん析せきが必要とされる。

　なのでこれらの陰口には想像力を補ってあまりある情報が多分に含ふくまれていた。

　それゆえに、こういった内容のいくつかは画像コピーされ、そして名前を画像編集アプリケーションで塗ぬりつぶした状態にして転てん載さいされた。

　新学期が始まり文化祭を前にした時期には、校内のほとんどの者が彼女の変化を認にん識しきするところとなった。

　ちょうどその頃ころ、大庭千夏に追い打ちをかける事態が起こった。

　転校生の小こ久く保ぼ明あき菜なと二人で喫きつ茶さ店てんで話をしていたという話題が上がったのである。

　たまたま、学校をサボっていた二年の生徒が、二人が駅前の喫茶店で話しているところに遭そう遇ぐうしていた。

　ただ実際にこの生徒は、大庭千夏は知っていても小久保明菜については知らなかった。

　だから、

『大庭千夏もサボったりするんだなぁ』

　程度の感覚で、それとなく隣から聞こえてくる話を二、三耳にしただけである。

　この生徒はその後、学校に戻もどり部活動に出ている。

　所属は手芸部だ。

　表向きは手芸部と名乗ってはいるものの、実際の活動は放課後にお菓か子しを食べながらダラダラ話しているだけの、活動内容の見えない部である。

　しかしながら文化祭を近く控ひかえたこの時期に、文化部として出展がなければ即そく廃はい部ぶということもある。

　そのため、この時期の文化部は授業をサボっても部活には出ている。

　そういうこともあって、この生徒は放課後に部室へ戻ると、そこで数人の部員たちとおしゃべりをしながら、文化祭出展のための編み物をしていた。

　そこで先ほど見てきたことが話題に上がらないわけがない。

「でさ、そこの喫茶店であの放送部の娘こ見たんだよね」

　その話題に食いついたのは、この部活に席を置いていた大庭千夏のクラスメイトである。

「ああ、千夏ちゃんですか？」

「そうそう。なんか友達と一いつ緒しよにサボってた」

「え？　誰だろ？」

「髪かみ長い娘。大人しめの感じの」

「あれ？　もしかして……」

　そう言って彼女はスマホの画像から、小久保明菜が写っているものを出す。

「この娘ですか？」

「ああ、そうそう。ちょー真剣に話してた」

「そっかぁ。明菜ちゃんも授業いなかったから、まさかと思ったけど……でも二人、仲いいんだ……」

「え？　そうじゃないの？」

「いえいえ、仲悪いとかじゃないんですけど……教室で一緒に話しているところなんて見たことないですから」

「へぇ、そんな二人で学校サボってたんだ。もしかして新しいスクープかな？」

　元々手芸などやる気のない先せん輩ぱいは、後こう輩はいの話に目を輝かがやかせる。

「あはは、ありえますね！　そのへん貪どん欲よくですから、千夏は。で？　で？　なんの話してたんですか？」

「おー、興味出てきたみたいだねぇ」

「そりゃ、興味ありますよ。クラスメイトですもん」

「そりゃそうか」

「しかも、明菜ちゃんってあんまり自分のこと話さないから、けっこうミステリアスなんですよ」

「へえ、ということは……恋愛関係かなぁ」

「え!?　なんでですか？」

「だって、なんか男の人の名前が聞こえたもん」

「おお！　盛り上がってきましたよ！　誰だれです？　明菜ちゃんの話してた男の人って？」

「なんとか……ごろうくん？」

「え？」

「どうしたの？」

「もしかして大貫悟郎くんですか？」

「あ、それだ！　前に昼放送で暴ばく露ろされてた人！　なに？　クラスにいるの？」

「ええ。いますねぇ。でも、全然話したりしてないしなぁ……ちょっとみんなにも聞いてみますね」

「深入りして、先にスクープすっぱ抜くなよ～」

「わかってますって～」

　その話題はすぐにクラス内にリークされる。

　ここで小久保明菜と大貫悟郎の関係を怪あやしむ者が出てきたのは事実だ。

　もちろん見けん当とう違ちがいではあったのだが。

　それでもクラス内で当事者以外のすべての人間が、この情報を共有してしまった。

　その結果、一人の人間が大貫悟郎に、

「なぁ、明菜ちゃんとなんかあった？」

　と問いただした。

　この時の大貫悟郎には皆みなに秘密にしていることが多すぎた。

「……え？」

「ん？」

「あ、いや……別になんもないけど」

　しどろもどろになる大貫悟郎に対して、クラスメイトは目を見張った。

　彼はウソを吐つくにはあまりに善良すぎた。

　たとえウソを吐くことに慣れている人間であっても、彼ほどの秘密を抱かかえていたら容易に虚きよ言げんを吐はくことは難しい。

　ただ大貫悟郎の反応が、周りの人間に与あたえた影えい響きようは大きい。

　燃料としてこれほど燃え上がるものはない。

　つまり大貫悟郎の受け答えは、小久保明菜との間に何かある、と言っているも同然だったのだ。

　実際に周りに話せない秘密を抱えていたのは事実である。

　だがあのクラスメイト達たちが想像できるような代しろ物ものではなかった。

　ただそれだけである。

　だがそれで十分だった。

　クラスの中で大貫悟郎と小久保明菜の関係を噂しあうには。

　そしてそれが確定的になったのは数日もしないうちのこと。

　放課後、駅に向かうはずの大貫悟郎がいつもと違ちがう方向に足を向けていた。

　それを見て、クラスメイトの数人が悪ふざけのつもりで跡あとをつけたのだ。

　それこそ、寄り道をしているところに後ろから声を掛けて、『幼なじみのとこに帰んないで何してんだよ』とからかうつもりだった。

　だが大貫悟郎は思わぬ場所に向かった。

　それは学校からほど近い二階建てのアパートだった。

　一階の部屋のチャイムを押おす。

　どういうことかクラスメイト達の頭には疑問が浮かんでいただろう。

　ただ彼らはその後に目を見張るものを目もく撃げきすることになる。

　チャイムに応じて出てきたのは、なんと小久保明菜だったのだから。

　大貫悟郎は彼女にいざなわれるように部屋の中に入っていった。

　クラスメイト達は呆ぼう然ぜんとして、口も開けなかった。

　そして大貫悟郎はたっぷり一時間以上彼女の部屋に滞たい在ざいして出てきた。

　監かん視し者しやたちは下世話な想像と、見てはならないものを目撃した興奮で、この長時間に亘わたる張り込みを大いに楽しんだ事だろう。

　事実この間に、彼らのラインメッセージはかなりの頻ひん度どで送受信されている。

　実じつ況きよう中ちゆう継けいをしていたということである。

　次の日には、小久保明菜と大貫悟郎の関係はクラス内の誰もが知るところとなったのだ。

　しかしこうなると、問題が出てくる。

　そう、大貫悟郎の片思いの相手、コハルという少女だ。

　クラス内の大半は、この見たこともないコハルに対して同情的であった。

　中には大貫悟郎に対して、大げさに失望する者もいた。

　それでも事実を確かく認にんしなければ、と彼らが思ったのは、好奇心という名の義ぎ憤ふんにかられたからに他ほかならない。

　彼らは、まずコハルについての情報を収集しはじめたのである。

　ここで事態は彼らのクラス内には収まらなくなった。

　彼らが周りに協力を求め始めたからである。

　しかしようとしてコハルという少女の情報に行きつくことはできない。

　それは大貫悟郎があまりに遠くに住んでいたことが原因であった。

　彼と同じ中学を出た者はこの高校には一人もいない。

　コハルという少女につながる情報はここで潰ついえたかに見えた。

　だがクラスメイトが協力を外に求めたことが、ここで実を結んでしまう。

「おい、知り合いの伝つ手てで大貫と同じ中学出身のやつと、合コン組んだぜ！」

　そう、大貫悟郎を知る人間との接触が叶かなってしまったのである。

　ここに悟郎を知る人間の中でもコミュニケーション能力が高い数人がまぎれこみ、合同コンパが成立した。

　その場には離はなれた町の高校に通う生徒との合コンがセッティングされた。

　誰も最初は他た愛あいない自己紹しよう介かいから始まり、投入された生徒たちの力もあってか、会話は大いに盛り上がった。

　その最さ中なか、調査人たちは頃ころ合あいを見計らって目配せをしあう。

　何気なく自然に。彼らは世間話の体ていで口を開いた。

「そういえばさ、うちのクラスのやつで悟郎ってのがいて」

　すべらない話、という流れでそれとなく大貫悟郎の情報を流し始めた。

　その中に、少しずつ彼を彷ほう彿ふつとさせるエピソードを入れていく。

『気さくで明るいやつ』

『好きな人がいて、真っ先に家に帰っていく』

『けっこう遠くからわざわざ通っている』

　など外そと堀ぼりを埋うめるような情報を会話の中に混ぜ込んでいく。

　そして状況を見てあちらにもわかるような核かく心しんをつく情報を織り交ぜる。

「んでさ、そいつの幼なじみがコハルちゃんって言うんだけどさ……」

　その名前が出た瞬しゆん間かん、場が凍り付いた。

　正しく言うのならば、大貫悟郎と同じ中学の出身者が凍り付いた。

「ちょっとごめん……あ、あのさ。もしかしてさっきから話してるゴロウって、大貫悟郎くんじゃない？」

「え？　知ってんの？」

　しらじらしいと感じたのは、今日の作戦を知っている人間だけである。

　あちら側はまったく彼の棒読みを気にしてはいない。

　むしろ彼かの女じよらは、大貫悟郎という名前が出てきたことに驚おどろきすぎて、彼らの三文芝しば居いなど全く気にしてはいなかった。

　さすがにその空気を妙に感じた彼らは、恐おそる恐る尋たずねた。

「どうしたの？」

「……えっと……いや……そっか。大貫くん、あんな遠いとこ行ってたんだね」

「ああ。片道で一時間以上かかるって……」

「やっぱ、そうだよね。じゃあ、大貫くんが好きな幼馴染って杉崎小春ちゃんだよね」

「へえ、杉崎小春ちゃんって言うんだ」

「でも……」

「え？」

　そこから話された情報は周知の事実である。

　杉崎小春の死と、それによって入院沙ざ汰たになった大貫悟郎の中学時代の話だ。

　すでに決まっていた高校への入学を変へん更こうして、現在の高校への編入など憶測を交えた話まで飛び出してきた。

　さらにはそこに、大貫悟郎と杉崎小春に付ふ随ずいして三角関係を演じていたもう一人の人間の名前が出た段で、調査人たちは言葉を失った。

　小久保明菜――。

　中学一年の時に転校していった彼女が大貫悟郎に片思いをしていたのは、同級生の中でも有名だったそうだ。

　それでも大貫悟郎と杉崎小春との仲を考えると、周りの人間は痛しかゆしとやきもきしていたらしい。

　ただこの段階で調査人たちは混乱状態に陥おちいっていた。

　もしかしたら自分たちの知っている大貫悟郎と違う人間ではないかと思うほどであった。

　だがそうではない。

「なぁ……どういうことだよこれ？」

　困こん惑わく気に口開いた一人に周りも口をそろえて、

「わかんねえよ」

「ってか、え？　どういうこと？　死んでるって」

「悟郎のやつ、そんなこと一言もいってなかったじゃん」

「っつーか、悟郎は普ふ通つうに毎日家で話してるみたいな感じだったよな？」

　その中の一人がハタと足を止めつぶやくように言う。

「……もしかしてティッシュのやつが、悟郎避さけてたのってコレが原因じゃね？」

　全員が言葉を失った。

　すべての合が点てんがいく。

　今の自分たちもきっと明日から悟郎とどういう会話をしていいのかわからない。

　きっと比嘉久礼人と同じように、悟郎にかけるべき言葉を失う。

「どうすんだよ！」

「誰だよ、こんなこと調べようとしたのは！」

「うるせーよ。みんな知りたがってたじゃねーか」

「……くそ。知らなきゃよかった」

　彼らは経験したことのない事態に右往左往した。

　そして助けを求めるように合同コンパの帰りに、周りとの情報の共有をした。

　全員が今すぐにでも、誰かを頼たよりにしたかった。

　とてもひとりで抱えきれるようなことではなかったから。

　それらの情報は、それぞれの憶測と一緒にすぐに拡散されていく。

　クラスメイトにも、それ以外にも、他学年にも。

　彼らはそこではたと我に返った。

　どうしてこんなことをしているのだと。

　下世話な興味もあっただろう。

　ふざけ半分だったこともあるだろう。

　面白がっていることもあっただろう。

　だがその果てで手に入れてしまった事実はあまりに重く、また彼らの想像を超こえるような内容であった。

　今までの浮うき足あし立だったお祭りのような空気から一転して、冷水を浴びせかけられたように彼らは冷静にならざるを得なかった。

　明日から大貫悟郎にどんな顔をして会えばいいのか？

　誰もがそれを考えながら帰路に就ついた。

　だからこそ、最初に言ったことに戻らねばならない。

　彼かれらは最初、善意から行動していたのだ。

　友達を心配する善意から彼らは動いていた。

　押しつけがましい一方的な偽ぎ善ぜんかもしれない。

　しかし彼らは善意と偽善の違いを認識できるほど大人ではない。

　彼らはただ困惑し、答えを出すことに躊ちゆう躇ちよした。

　しかし大貫悟郎との関係が薄うすい者は違っていた。

　他のクラスの者、他学年の者たちだ。

　彼らは興味という偽善を振ふりかざし、大貫悟郎の身辺をほじくり返した。

　そしてわざわざ他人のために行動しておいて、出てきた事実は大いに彼らを落らく胆たんさせるものだった。

　そんな彼らの中に生まれたのは、裏切られた、という感情だった。

　身勝手とも感じるだろうか？

　しかし生まれてしまった感情を否定することはできない。

　現に彼らはそう感じてしまったのだから。

　そして同じ感情を共有する人間が周りにいる。

　それが噴出するのは簡単だ。

　最初に誰かがその不満を口にすれば、連れん鎖さ的てきに皆が同じ事を口にしだす。

　大貫君、知っているかい？

　今、君に向けられているのは悪意なんだ。

　ボクはね、この事態を避けたかったんだ。




　　　　※※杉すぎ崎さき小こ春はる※※




　静かに過ごす休日が結構好きだ。

　やっぱり学校とかにいるとどうしても悟ご郎ろうとは直接話したりできない。

　だって外目に見たら悟郎は独ひとり言ごといってるみたいにしか見えないんだもの。

　だから学校ではほとんどアイコンタクトくらいしかできない。

　しかもこの前まで文化祭があったせいか、休日も返上でバタバタしっぱなしだった。

　中間テストや体育祭を含めた秋のイベントが一段落した今日は、久しぶりの何もない休日となったのだ。

　あたしと悟郎はそれとなく、部屋でごろごろしながら過ごしていた。

　秋晴れの空の下には、紅葉にはまだほど遠い緑が茂しげっている。

　ベランダのドアを悟郎が開けると心地ここちよい空気が部屋の中を満たした。

　静かな休日の午後。

　こういう日々がいつまで続けられるのかな。

　そんなことを考えていた時、悟郎のスマホが机の上で振しん動どうした。

　どうやら着信のようだ。

　悟郎は首をかしげながら、スマホを取り上げる。

「もしもし……」

　電話に出た悟郎は最初、一方的に話される向こうの言葉を聞いていた。

　しかしそれを聞いていた悟郎の顔は次し第だいに曇くもっていく。

　そして最後には声を張り上げていた。

「おい、それどういうことだよ!?」

　何があったんだろう？

　あたしはわけがわからず、目を丸くするばかり。

　とにかく彼の電話が終わるのを待った。

「わかった。すぐに行く」

　電話をしながらすでに悟郎は外に出る準備をしている。

　通話が終わったと同時に、あたしはすぐにせっついた。

『どうしたの？』

「千ち夏かが部活を退部させられたらしい」

『え？　なんで？』

「わかんねえ。しかも、なんか知らねえけど、明あき菜なにも嫌いやがらせがされてるって」

『明菜が？　どういうこと!?』

　きっとさっきの悟郎と同じような顔をしていただろう。

　とにかく、すぐに悟郎と家を出た。

　駅まで走ると、電車に飛び乗る。

　行き先は明菜のアパートだった。

　彼女の家に着くと、部屋の中に千夏さんもすでに来ていた。

　彼女は力なく笑う。

「やあ……悟郎くん」

　その顔はすっかり弱り切って、今にも糸が切れてしまいそうだった。

「すまねえ。状況がさっぱりわからねえんだけど、どういうことなんだ？」

　悟郎の問いかけに、沈ちん痛つうな面おも持もちの明菜が口を開いた。

「千夏さんが今日部活に出たら、みんなの前で部長から退部を言いい渡されたんだって」

　それを補うように千夏さんが弱々しい声で言葉を重ねた。

「問題行動があったんだって」

「問題行動って……なんだよ？」

　しかし千夏さんは曖あい昧まいに首をかしげ、自じ虐ぎやく的てきに笑うだけ。

　理由までは告げられなかったのだろうか？

　彼女はそれ以上は口にしなかった。

　すると悟郎はすぐに、今度は明菜に話を振る。

「そういえば明菜の方は？」

「えっと……こういうのが」

　そう言って彼女はスマホの画面を開いて見せる。

　メールフォームにはいくつもの差出人がわからないメールが届いていた。

　内容はおおむね『ブス』『死ね』と言った短い文章のものから、

『あなたのような友達を欺あざむき騙だまして生きている人間はうちの学校には必要ありません。すぐに退学するよう勧かん告こくします』

　といった彼女を脅おどす内容のものも含まれていた。

「誰だよ、こんなことしたやつは」

　怒いかりをにじませた悟郎に、千夏さんが答える。

「たぶん捨て垢あかだと思う」

　確かにメールアドレスには検けん索さくエンジンの名前が入っている。

　このメールを送るためだけにアカウントを作って、身元がばれないようにしているのだろう。

　このメールの送り主を特定するのは、専門家や警察でなければ難しい。

　当然、素人しろうとのあたしたちがどうにかできる範はん疇ちゆうではない。

「なんで明菜がこんなこと言われなきゃいけねえんだ？　なんもやってねえじゃねえか！」

　悟郎の言うことはもっともだった。

　あたし自身、同じことを思っていたから。

　しかし明菜はどこか心当たりがあるように目を泳がせた。

「どうしたんだよ明菜。なんかあるのか？」

「……ううん。そんなことは……ないと思う」

　何か隠かくしている。

　あたしも悟郎も、直感的にそう思った。

　それだけじゃない、たぶん千夏さんも何か心当たりがあるような素そ振ぶりをしている。

「頼たのむ、可能性だけでもいいから、言ってくれ。力になれるかもしれねぇじゃねえか」

「違うの。今日はあったことだけを話そうと思ってて。今はまだ他のことはわからないから。それに……」

　一いつ瞬しゆん言いよどんだ明菜は意を決したように悟郎を見る。

「もしかしたら悟郎ちゃんにも何かあるかもしれない。だから……」

「俺おれにも……？」

　やはり彼女たちは何かに気付いている。

　この原因となったことに見当がついている。

　それは悟郎にも関かかわることで―――そしてきっとあたしも関係ある。

　たぶんそうなのだ。

　あたしがいたせいで起こってしまった事態。

　申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　今すぐにでもふたりに謝あやまりたい。

　でも私の声は、彼女たちには届かない。

　そしてこの二人にあたしの気持ちを届けるのならば、その時には悟郎の口を借りなければならない。

　そしたら悟郎はきっと……傷つくんだろうな。

　胸が締しめ付つけられた。大好きな人たちが傷ついていく姿を目の前にしてなにもできない自分をただ呪のろった。

　どうか……どうかこれ以上、誰も傷つきませんように―――。

　でも、その願いはどこにも届きはしなかった。

　翌日、登校した悟郎がクラスメイトにいつものように声を掛かけた時である。

「おっす、おはよう」

　校門の前で会ったクラスメイトにあいさつした悟郎を、

「………ぁ……ぉぅ」

　小さな声で返すクラスメイトは悟郎の目も見ようとはしなかった。

　呆あつ気けにとられ立ちすくむ悟郎に、あたしはどんな言葉を掛けていいのかわからない。

　そしてそれはクラスに到とう着ちやくしても同じだった。

　ざわつくホームルーム前の教室に悟郎が入った瞬間、クラス内は水を打ったように静まり返る。

　そして急に彼らは声のトーンを落として会話を始めた。

　誰もが悟郎に聞こえないようにしているかのよう。

　休み時間も、昼休きゆう憩けいの間も誰も悟郎に声を掛けようとする者はいなかった。

　どうしてこんなことに、という疑問と同時にある可能性にも気づいていた。

　――やっぱり、あたしが……。

　頭の中にカッと火が付いたようだった。

　そして胸の奥おくが鉛なまりの塊かたまりで重く沈しずんでいく気がした。

『悟郎、ちょっと聞いてほしいことがあるんだけど』

　その日の夜、あたしは悟郎に向かいあうと、ずっと胸の中にあったことを切り出した。

『明菜や千夏さん、それに悟郎に起こってることってさ……』

　物もの怖おじしてはいけない。

　ちゃんと向かい合わなければ。

『―――やっぱり、あたしのことが周りにバレちゃったから……だよね』

　悟郎は一瞬、呆気にとられたように沈ちん黙もくした。

『ずっと悟郎はあたしが事故に遭あったこと忘れてたじゃない。一学期の間はあたしが生きているものとしてみんなに話してたでしょ。それが違うってみんな気付いちゃったんだよ』

「……なんで？」

『それは……わからないけど。でも！　今起こってることってそれが原因でしょ。だったらみんなに話した方がいいよ。今の悟郎のことや、それにあたしのことも。わかってもらえないかもしれないけど、それでも何もしないよりは……』

　しかし悟郎は首を横に振りこう言った。

「まだ小春のことが原因って決まったわけじゃないだろ？」

『でも、そうとしか……』

「ちゃんと調べてみようぜ。全然違うことを勘かん違ちがいして、それで勝手に俺らが言わなくていいこと暴露しても、みんな困惑するじゃないか」

　それはそうかもしれない。

　焦あせってことを急いでめちゃくちゃにしてしまう方がよっぽど大変なのもわかる。

「だから、ちゃんとこの原因、探さぐってみるからちょっと待っててくれよ。もしそれで小春が言った通りなら、みんなに話して理解してもらうからさ。なっ」

　あたしは悟郎の提案にうなずき返した。

　まだどこか不安を抱えながら。




　　　　※※大おお貫ぬき悟ご郎ろう※※




　悪いことはそう何度も重なるものではない。

　そういう類たぐいのものは、自分に起きる現象を普ふ段だんからどう捉とらえてるかだ。

　それほど大したことも起きていないのに、世の不幸のすべてが自分に降りかかっている、と捉えればすべてが悪いものに見えてしまう。
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　その程度のことであり、受け取る側の問題なのだ。

　むしろこの壁かべを乗のり越こえることができれば、それだけ成長できるじゃないか。

　やったぜ！

　そういうふうに考えていた。

　だが今回ばかりはそう考えることができなかった。

　あからさまな悪意というものがここまで心に来るものだとは思っていなかった。

　どうしてこんなことになっちまったのか……。

　だが、それは口にするのはおろか、思うことさえ嫌けん悪お感かんがある。

　どういう経けい緯いで、どうしてこうなってしまったのかはわからない。

　でも、結果のみはわかっている。

　小こ春はるのことがみんなにバレたのだ。

　小春の前では「他の原因があるかも」とか言っちまったが、実際にはまさに彼女の言う通りだった。

　すでに俺のスマホにも何件か嫌がらせのメールが届いていた。

　そのどれもが小春と俺を中傷するもの。

　こんなの、小春に見せられるわけがない。

　これが原因で俺や明あき菜な、そして千ち夏かが嫌がらせを受けていると知ったら小春はどれほど傷つくだろう。

　考えることすら厭いやになる。

　何よりこの状じよう況きようにしてしまったのは自分の責任によるところが大きい。

　小春がおかれた状況を正確に認にん識しきしていなかった事実。

　それが学校のみんなに大きな不信感を植え付けたことは間ま違ちがいない。

　正直なところ、この事態に見み舞まわれて自分がどうしていいのかさっぱりわからない。

　最善を選んで行動してきたつもりが最悪を引き寄せてしまったのだ。

　だからといって思考停止するつもりはない。

　何をすべきか、何をしてはならないか。

　今わかっている中からなんとか抽ちゆう出しゆつして実行するしかない。

　まず、小春にはこのことを絶対に気取られてはならない。

　彼女を安心させてやらねばならない。

　これはお前のせいじゃないんだって。

　それから明菜と千夏だ。

　おそらく、彼女たちに向けられている悪意は俺に向けられているものとは根本的に違うだろう。

　あの二人に対しての嫌がらせは、どちらかというと優ゆう越えつ感かんからくる感情だ。

　特に千夏に関しては校内においてファンができるほど。

　その彼女のスキャンダル、失しつ墜ついを楽しんでいるという趣おもむきが強い。

　明菜に関してはどっちかと言えば巻き込まれ事故だ。

　そう考えると、彼女ら二人は静かにしていればこの事態はゆっくりと収束していく。

　俺に向けられている悪意とは全く違う。

　だから俺が彼女らに接せつ触しよくすることを避さければ、うまくいくはずなのだ。

　ちょうどそう考えていた頃ころ、明菜からスマホに連れん絡らくが来た。

『悟郎ちゃん？　私に力になれることってあるかな？』

　同様に千夏からも、

『何かあったら言ってよ！　力になるから！』

　その文面を見ただけで、目に涙なみだがにじんだ。

　この二人の厚意があまりにうれしくて、胸が熱くなる。

　とはいえ、学校で彼女たちとこれ以上接触するのを増やしてはならない。

　もしかしたらだが、俺が明菜の家に行っていたこともみんな知っているかもしれない。

　できる限りの接触を避けて、連絡はスマホを中心に取ることにする。

　さて問題は前者の、小春のことだ。

　彼女の前であんなふうに宣言してみたものの、今でも小春は自分が原因である可能性に苦しんでいる。

　そんなの見てればわかるさ。

　その負担を少しでも軽くしてやりたい。

　だとすれば、どうすべきか？

　隣となりを歩く小春の横顔を眺ながめながら俺が考えていると、彼女が不思議そうに顔を上げる。

『？』

　どこか不安そうで、弱々しい彼女の顔。

　大だい丈じよう夫ぶだ、すぐにその不安を取とり払はらってやるから。




　祝日に合わせて、俺の家には明菜と千夏が来ていた。

　彼女らは深刻そうな顔で、俺と小春がいるあたりに視線を這はわせる。

　先に口を開いたのは千夏だった。

「まあ、簡単に言うとね、今回の事態、思ったよりも単純な理由みたい」

　彼女はあっけらかんといった口調で切り出した。

「つまりは悟郎くんが二ふた股またかけてるって思われてるみたいなんだわ」

　聞いていた小春がきょとんとした顔で口をパクパクした。

「厳密には二股っていうよりも、三さん股また疑ぎ惑わくになってるっぽいねぇ。いやぁ、マイッタマイッタ」

「おい、千夏。三股って誰だれと誰と誰なんだよ？」

「小春さんと、明菜ちゃんと、そして……あたし！」

『えええええ！』

　小春の驚きの絶ぜつ叫きように、俺の方がびっくりしてしまう。

『ちょっと待って、悟郎？　どうなってんの？』

「いや、それを今千夏が説明してくれるから」

　掴つかみかかろうとして掴めない小春をなだめていると、千夏が割って入るように立ち上がる。

「はいはい。説明しますよ。まあ、こんな状況になっても情報収集能力に関してはまだまだどうにかできそうなのでね。残っている伝つ手て使ったり、裏サイト的なやつを探したりしてどうにかこうにか原因究明してきましたよ」

　やにわに取り出したノートを手に千夏は指をぺろりと舐なめる。

「まあ、でも明菜ちゃんとかはわかるけど、あたしが入っているのは驚きだよね。とはいえ実のところ早い段階からあたしと悟郎くんは、けっこう噂うわさになってたみたいよ」

「おいおい、噂って……」

　初耳だぞ。

「だって放送委員と放送部の固定ＤＪになってたわけじゃないですか」

　ああ、そうだった。

　確かに俺と千夏は入学以来、クラスも一いつ緒しよだし馬も合うからと、当番シフトが一緒にされていた。

　結果として千夏の昼放送に多々出演し、恥はじを晒さらしたりしていたわけなのだが……。

「校内ではあたしらデキてるってことになってたみたいよ」

「おい！　どうして!?」

「ほら、恋れん愛あい相談している相手がだんだん気になっちゃう、って王道パターンじゃないですかぁ？　聞いてる方は勝手に妄もう想そう膨ふくらませてたみたいよ」

　すると明菜が挙手をする。

「あの、実際にはどうだったんですか？」

「実際？　どうだった？　悟郎くん？」

「なにもあるわけねぇだろうが」

　隣の小春がちょっと睨にらむように見てらっしゃるが、あんた知ってるでしょ？

　俺と千夏の間になにもないことくらい？

　ずっと見てたんだから。

「まあ、そんなわけなんで。実のところ悟郎くんが『大切な人は近くにいた』理論であたしの魅み力りよくにいつ気付いてくれるか、みんな応おう援えんしていたみたいなのさ」

「なるほど、それで千夏と俺と小春で三角関係と……」

「そうそう」

　すると再び明菜が恐る恐る挙手をする。

「あの、私は……？　学校で全然悟郎ちゃんと話してないんですけど」

「はいはい。明菜ちゃんに関してはすごく単純」

「え？」

「悟郎くんがひとりで明菜ちゃんちに通ってることがバレたのですな」

「ああ！」

　これは目からうろこである。

　だっていつも俺は小春と行っているつもりになっていた。

　だから、一いつ切さい疑われるなんて思いもよらなかった。

　当然ながら周りから見たら俺は一人なわけで……。

「そういうわけで、ヤリチン三股野や郎ろうの悟郎くんへの風当たりが一番強くなっているわけですな。まあ、あたしや明菜ちゃんは被ひ害がい者しやって側面と、ビッチ認にん定ていされたのとでごちゃごちゃしてる様子です」

　そこまで言って千夏は背筋を正す。

「あたしが知ってしまったような杉すぎ崎さき小春さんの事故についてはみんな気付いてないみたいだよ。まあ、この学校が悟郎くんの地元から遠すぎるってのが一番の理由だろうけどね」

　そこまで聞いていた小春は、ようやく大きく息を吐はく。

『……そうだったんだ』

　重い枷かせを外したように安心した顔だ。

「まさか、そんなことでみんな正義漢でも気取ってるのか？」

「そうみたいですなぁ。対外的に三股は不味まずいですから。それにほら、今時分はクリーンな社会ですから、他人を貶おとしめるようなことみんなしないでしょ？」

「いや、思いっきり貶められてるんだが」

「そうそう、それそれ。悟郎くんは悪いことしたから徹てつ底てい的てきに貶めてもいい人間認定になってしまったんですよ」

「そういうことか……」

「そういうことです。みんなどっかでガス抜ぬきの機会を狙ねらってたのかな」

「ガス抜き？」

「だって真ま冬ふゆ先せん輩ぱいの代になってから学校内の風紀がめっちゃいいって聞いたからねぇ。みんな品行方正なちょー優等生になってたんだよ。いじめもなく、不良や問題児もいない。すごい学校づくりをしてしまったのだけど、やっぱ人間だよねぇ」

　きれいごとだけではないのだ、と暗に言っているかのようだった。

「そういうわけなので悟郎くん。しばらくはあたしたちと接触しない方がいいね」

「わかった。やり取りはこれで」

　スマホを見せると千夏も明菜もこくりとうなずき返した。

　当面は静かに過ごす、それだけが決まってその日は解散となった。

　そして二人が帰った部屋の中で、小春がへなへなっとひざを折る。

「どうした？」

『ううん。ちょっと安心っていうか……なんていうか。悟郎のこと、もしかしたらあたしが……』

「んなわけあるか。心配し過ぎだ。それに明菜や千夏とはこうしてちゃんと喋しやべれるようになったじゃないか。俺たち、少しずつ前進してるぞ」

『うん。そうだね』

「ああ、そうだ」

　気張っていた彼かの女じよの緊きん張ちようがほぐれた横顔を見ていると、スマホが小さく振動する。

　千夏からだった。

　メッセージは、

『あれでよかったかな？』

　だった。俺は『ありがとう。バッチリだ』とすぐに返信を送る。

　そう、千夏にはウソを吐いてもらった。

　それも小春が信じてくれるような、迫はく真しんのウソを。

　そして俺と明菜が尻尾しつぽを出ださないように、あらかじめ内容は伏ふせておいてもらった。

　だからほとんど素すの反応で返すことができた。

　実際、そうなんじゃないかと俺が思い始めていたくらいだ。

　しかし、俺が三股男とは……。

　不ふ名めい誉よ極きわまりないが、確かにそう見えていた可能性もある。

　実際、『千夏とはどうなんだ？』と聞かれたことは幾いく度どもある。

　きっと女子の方でもそんな話は上がっていたのかもしれない。

　入学してから、ずいぶん彼女とは仲良くやってきたのは事実だから。

『ねぇ悟郎』

「ん？　なんだ？」

　物思いに耽ふけっていたところから、急に現実に引ひき戻もどされた。

『ホントに千夏さんとは何もなかったんだよね』

「……おまえ、見てたんだろ？」

『み、見てたけど……』

「やましいことなんてしてなかったろうが」

『そう……だけど』

「俺が好きなのは小春だけだ。これまでだってそうだし、これから先もずっとだ」

『……う、うん。ありがと。でも、はずかしい』

　声がどんどん小さくなっていく小春は、むにゃむにゃしながら顔をプイッとさせた。

　そして俺に隠すようにして、小さく笑う。

　久しぶりかもしれない。

　こうして小春の柔やわらかな笑えみを見たのは。

　こういう笑みを彼女がずっとしていられるように、俺はどんなことでもする。

　そう心に誓ちかった。




　　　　※※小こ久く保ぼ明あき菜な※※




　翌日から私の下げ駄た箱ばこに手紙が投とう函かんされるようになった。

『学校中をだましていた謝罪を要求する』

『死人と三角関係とか一生やってろｗｗｗｗ』

『嘘うそつきのおまえも死んで詫わびるべき』

　心無い言葉の数々。

　メールで来たものとそれほどの差はない。

　大きく息を吸って気持ちを必死で落ちつけてすべてゴミ箱に捨てた。

　持っていることすら嫌悪を催もよおす言葉の暴力に、悲しさと同時に無力さで涙が出そうになった。

　後で、千ち夏かさんに連絡を取ってみた。

　彼女にも同様に、いや私以上に風当たりの強い内容の手紙が投函されていたようだ。

　千夏さんは校内でも有名であったから、それは余計に反発を招いていたようだ。

　こうなってしまった理由はわからない。

　でも、こうなった原因はわかっていた。

　でもそれは思うことさえ嫌悪感を覚えた。

　みんな知ってしまったのだろう。

　彼女のことを。

　でもだからって、この仕打ちは何だというのだろう？

　誰も悪いことなんてしていないのに。

　誰かがみんなを傷付けただろうか？

　誰かがみんなに悪意を投げたのだろうか？

　何もしていないじゃないか。

　もし何もしていないことが罪だったとするなら、どうすればよかったのだろうか。

　みんな悟ご郎ろうちゃんのことを、そして小こ春はるちゃんのことを考えていた。

　そして自分の中にある感情と戦った。

　それなのに……。

　人と人が生きる上での理り不ふ尽じんがこの中傷の中には詰つまっている。

　今までこのようなことがなかったかと言えば、転校が多かった私には少なからずある。

　それでも小学校低学年の頃だ。

　気に入らない異物、というだけの理由でクラスの一部が嫌がらせをしてきたのだ。

　止める者はいない。

　周りはそれにかかわろうとはしなかった。

　私をいじめる者は少しずつ増え続け、またかかわろうとしない者たちは、私がいないかのように扱あつかう。

　誰も巻き込まれないために必死だったのだろう。

　今、この学校を覆おおう空気は、それに近いものがある。

　何とかしなければいけない。

　最悪の場合、これはもっとひどいことになってしまう。

　学校が終わるとすぐに千夏さんに連絡を取り、私の家に集まることになった。

　彼女はいよいよ憔しよう悴すいしきった顔になっていて、もうどうしようもない気持ちになった。

「千夏さん……あの」

「ひどい顔してるよね。大丈夫だから。こんな顔してちゃダメなんだ。こんな顔してたら、ひどいこと言ってるやつらの思うつぼなんだ」

　それはとてもよくわかる。

　彼かれらの影えい響きようを受ければ受けるほど、仕し掛かけた者を満足させる。

　そしてこの行こう為いはエスカレートしていく。

　千夏さんはギリリッと歯は噛がみして、

「犯人の見当はついてるんだけどね……」

「そうなの？」

　びっくりして問い返すと、千夏さんはこくりとうなずく。

「他学年とか別のクラスのやつらだよ。ぶっちゃけ、投函してる現場も見ちゃったしね」

「じゃあ、クラスのみんなは？」

「扱いに困って、結局無視を決め込んでるねぇ。こんだけ学校中が騒さわいじゃうと、下手したら矛ほこ先さきが自分に向くんじゃ、って思ってんじゃないかな」

　そうだったのか。

　私はなにも知らなかった。

　いったいどんな人がどんな気持ちでやっているのか、相手の顔すら想像できなかった。

　千夏さんは天てん井じようを仰あおぎジッと見つめる。

「悔くやしいね。こんなことされちゃってさ。思いっきり暴れてやりたい気分だよ」

「千夏さん……」

「へへ……でもそれやっちゃったら、あたしたちが悪者になっちゃうもんね。何があっても暴力は駄だ目めだよね」

「そうだよね」

　同意しながらも、得心はできなかった。

　だって相手は言葉と数の暴力でこちらを追おい詰めてくるのだから。

　拳こぶしの暴力と、言葉の暴力にどれほどの違ちがいがあるのか今の私にはわからない。

　人を深く傷つけようとするその行為に、どっちが重くてどっちが軽いなんてとても定義できるとは思えなかった。

「ねえ千夏さん」

「なに？」

「悟郎ちゃんからは何か聞いてる？」

「何かって？」

　私はそこで言いよどんでしまった。

　悟郎ちゃんにはどんな嫌がらせがされているのか。

　それが気になっていながら、聞くことが怖こわくなっていた。

　でもその沈黙を見て取った千夏さんはすべて察したように嘆たん息そくする。

「悟郎くんの方はひどいよ」

「え？」

「下駄箱の中に手紙が入っててさ、でも近くに小春さんがいるんでしょ？」

「うん」

「それを気き遣づかってだと思うけど、見ないですぐに捨ててる。でも内容が……」

　千夏さんは悟郎ちゃんが捨てた手紙を確かく認にんしたらしい。

　周りが彼に対してどんなことをしているのか把は握あくするために。

　ただその顔は、この家に来た時よりも重苦しいものだった。

「ひどいよ……ホントに。悟郎くんに対するものもだけど、小春さんのことを中傷する内容もあったから」

「そんな！」

「会ったこともない相手のことを、勝手に決めつけた口調であーだこーだ書いてる。正直、ただの手紙で吐きそうになったのは初めてかも」

　思い出したくもない、そういう口ぶりだった。

「悟郎ちゃんはなにも言ってないの？」

「明菜ちゃんにも何も言ってないんでしょ？　あたしに言うわけないじゃない」

「……そんな」

「そもそもさ、悟郎くんってやつは、ホントにいいやつなんだ」

「いいやつ？」

「そう。いいやつ。周りのこと気ぃ遣つかって、心配して、自分で背せ負おい込んで……そういう、いいやつなんだ。悟郎くんってやつは」

「そう……だね」

　千夏さんの言う通りだった。

　悟郎ちゃんの今の気持ちを考えたらとてもじゃないけど平常心でなんていられない。

　それなのにいつもと変わらないように努めている。

　そういう悟郎ちゃんの背中があるから、私も頑がん張ばっていられる。

　それは千夏さんも一緒なのかもしれない。そう思った。

　だからこそ、私たちも悟郎ちゃんを支えなければ、もっと悪い方向に向かっていってしまう。

「千夏さん、このまま黙だまってたら、きっとめちゃくちゃにされるよ。きっと悟郎ちゃんも……」

「うん……そうだね」

　千夏さんは背筋をただした。

「はぁ～、気付くのが遅おそいんだよなぁ、あたしは。こうなるってわかってたら、さっさと腹も決まってたのに！」

　いつの間にか千夏さんは、以前会った時のような快活な口調でそう言った。

　彼女はこの状況に負けないように、全力で立っている。このまま押おしつぶされないように、声を上げている。

　だから私も平気な顔をした。

「もー、こんなの誰も予測できないよ」

「あはは。そっか。こんな状況、予測がついてる方がおかしいよね」

「そうだよ」

　二人して笑ってしまった。

　たぶん、この状況でも笑うことができたのは近くに千夏さんがいてくれたおかげかもしれない。

　同じものを共有し、笑いあえる相手がいてくれたおかげだ。

　そんな千夏さんは嘆息して苦々しそうにこう言う。

「でもさ、こんな小学生みたいなことする人間がまだいるんだね」

「うん……私も思った。だから昨日、ネットでこういう時の対処法とか調べてたんだけど……」

「どうだった？」

「大人になっても会社とかでこういうことやる人がいるって記事ばっかで、逆に見てて疲つかれちゃった」

「うはは。夢も希望もないねえ」

　笑ってはいるけれど、それは千夏さんの皮肉にも聞こえた。

「まあねぇ、人間ってやつは、そういうふうにできてるのかもねえ」

「そういうふうって？」

「いじめをするのが大好きな生物に」

「そんな！　転校してきたときも、みんないい人だと思ったよ」

　千夏さんは苦笑いをしながら頭を掻かく。

「そうそう。みんないい人なんだよねぇ。あたしだって少ない期間だけど、みんなと話しててさ、ホントいいやつらだなぁ、って思ってたもん」

「それなのに……」

　肩かたを落とす私に、千夏さんは困ったように笑った。

「そんな顔しないで。仕方ないんだと思うよ」

「どうして？」

「たぶんね、楽しいんだろうね」

「楽しいって？」

「人が落ちていく姿も、人を貶おとしめることも」

「楽しいのかなぁ、そんなの？」

「だってさ、みんなはっきり感じることができるんだよ。自分は誰かの上にいるんだ！って」

「人の上にいるか……」

　やっぱりそういうものなのだろうか。

　上下をつけて見上げたり見下したりすることを人はしてしまうのだろうか。

「みんなホントは大好きなのさ。人に順位をつけるのが。今、自分が何位にいるのか知ることが。でもほら、風潮的にそういう競争社会は教育によくない的な空気じゃん」

「うん、そうだね。受験の時だって順番は発表されないしね」

「そうそう。そしたら、みんな自主的にどっか探して自分や他人に順位をつけようと躍やつ起きになっちゃうんだよ」

「スクールカーストとか？」

「そういうこと。容姿でも成績でもスポーツでも何でもいいから誰かに勝っていたいんだよね」

「みんな……自信がないのかな」

　すると千夏さんはにっこり笑ってうなずいた。

「そうだと思う。ってか、あたしや明菜ちゃんだって自信がないでしょ？」

「それは……まあ」

「だからあたしはしゃべりなら誰にも負けないぞって頑張ってたわけだし」

「千夏さんのそれは、悟郎ちゃんを貶めているのとは違う気がするけど……」

「一緒だよ。根源の気持ちは一緒」

「そうなの？」

「それで自分を上に上げようとするか、誰かを貶めようとするか、って行動があるだけだと思うんだよね」

　同じ高校生なのに、千夏さんはすごいことを考えているんだな。

　いつも明るく、あたかも軽けい薄はくな調子を表に見せているのに、その実は深い人間観察とそれに基もとづく考察があった。

「千夏さんってすごく人のことをよく見てるんだね」

「あはは。違うよ。あたしも性格悪いからさ！　外そと面づらがいいだけ」

　そんなことないよ。

　性格が悪いのなら、自分でそれを明かしたりしないんだから。

　ただ千夏さんの考察に基づいて考えると、この先が思いやられた。

　みんな悟郎ちゃんを貶めようとしている。

　貶めてもいい人間と認定されてしまったのだから。

「……だとしたら、私たち、みんなに思いっきり弱みを晒さらしちゃったってことか」

「そう！　まさにその通り！　みんなここぞとばかりに、叩いていい相手を見つけちゃったもんだから、今はお祭り騒ぎなんだろうね」

「いやなお祭りだね」

「ホントだよ！　今こうしている間にも、みんなどっかであたしたちの悪口言ってんだよ、きっと！　そして更なる嫌いやがらせのための悪だくみをしているのさ」

　冗じよう談だんめかす千夏さんに、思わず私は笑ってしまった。

「あはは。なんかそう言われると、相手が急に小悪党に思えてきた」

「小悪党も小悪党だよ！　しょーもない悪だくみばっかしてさ！」

「悪いことしてるって意識じゃないんだろうなぁ」

「うん、絶対テンションの上がるおもちゃ見つけたような感覚でやってる」

「そう思ったら、なんか気が楽だ」

「でしょ！　いいのだ！　あんな奴ら、放っておけばそのうち飽きるんだよ！」

「そっか……そうだね！」

「お、明菜ちゃんもいい顔するねえ」

「え？　どんな顔？」

「悪い顔。うはは！」

「えー！　そんな！」

　よかった。

　こうして今は一緒に笑える人がいる。

　昔のような孤独は、今はなかった。




　　　　※※大おお貫ぬき悟ご郎ろう※※




　実際問題、千ち夏かと明あき菜なへの嫌がらせは次し第だいに沈静化の一途をたどった。

　いじめが始まってから半月後にピークを迎え、そこからゆっくりと収束していった。

　それというのも、二人が相手にしなかったのが大きい。

　みんな面白くなかったのだろう。

　そう、千夏と明菜に向けられた嫌がらせの原因は『面白かったから』という娯楽目的の犯行でしかなかったのだ。

　相変わらず無視は続いており、学校生活としては、まあ退屈な時間が増えてしまったに違いない。

　その点は本当に申し訳なく思っている。

　ただ、そういうこともあってか、時折学校内で二人が楽しそうに話している姿を見かけたりする。

　そういう意味では、よかったといえるのかもしれない。

　さて俺おれの方はというと、むしろ悪化の一途をたどっている。

　根本的に、俺とあのふたりに向けられているものは全く違う。

　それは俺自身がよくわかっているつもりだ。

　きっと最初のうちは、




　全校生徒を謀たばかり、弄もてあそんだヤツ。




　という認にん識しきだったのだろう。

　実質、ウソを吐いていたようなものだから。

　俺自身には全くそういう意識はなかったが、一時期の小こ春はるに起こった事故を認識していなかった事実がかなり痛手となっている。

　仮に小春のことに気付いた後に、俺がみんなにそれを話して謝っていたらどうだったろうか？

　まあ、今ほどの最悪な感じにはなっていないだろうな。

　例えばタイムマシンがあったとして……。

　あの頃の俺に、「物凄い嫌がらせを受けるからみんなに話せ」って言っても絶対に言うこと聞かない自信はある。

　話を戻そう。

　俺は最悪のウソツキとして学校中に知れ渡ってしまった。

　そして思い人がこの世にいない、ということも同時にみなの知るところとなった。

　ということは、いま俺はみんなにどう思われているかというと……。




　精神疾しつ患かんを持った社会的弱者。

　頭のおかしくなった狂人。




　そんなところだろうか？

　要するに俺は、同じ目線の生徒として扱われなくなった。

　自分よりも下の人間としてみんなが見ているのだ。

　下の人間になら何をしてもいい――。

　千夏がこの前、小春の前で言ったことに近いな。

　叩いてもいい悪いヤツ――。

　つまり俺は、それくらい下の人間として見られているわけだ。

　まるでガキのすることみたいだろ？

　でも不思議なもんで、人ってやつは上下を作ることが大好きなんだ。

　大人も子供も、男も女もだ。

　この立場になってみて、それが痛いほどよーくわかった。

　そして問題は最初に俺がした行為にループする。

　圧倒的格下のやつが、みんなを騙していた。

　この事実が校内の怒いかりを醸造してしまったようなのだ。

　もうこの段階になった人間には、どう騙されたかなんて何でもよくなっている。

『騙された』という行為と『圧倒的格下の人間』という立場のみが残っている。

　今の俺はまさにそういうふうに見られてるってわけだ。

　なのできっと彼らは義ぎ憤ふんにかられてすらいるかもしれない。

　彼らは孤立した人間を虐めているという認識はない。

　こんなひどいやつを粛正するのは正しいことだ！

　そういう意識が芽生えているのだろう。

　誰も悪いことをしている意識はないんだ。

　幸いなことにクラスメイト達たちに関しては今のところ無視だけだ。

　なんだかんだ、仲良くしてくれてた気のいいやつらだ。

　たぶん小春のことを知って、何を話していいのかわからないのかもしれない。

　そういう意味合いじゃ、夏休み明けの久く礼れ人とや千夏と同じなのかな。

　その上、学校中がこのザマなわけで、波風立てないように息をひそめてるってとこだろう。

　前にみんなで胴上げしてくれた時のことが頭を過よぎって、急に泣きそうになっちまった。

　とはいえ、そんなクラスメイトを恨もうって気は毛頭ない。

　だってもしかしたら、俺があちら側にいた可能性だってあるんだぜ？

　立場が違ってたら、もしかしたら俺だってそうだったかもしれないんだ。

　なってみないとわかんないけどな。

　それからの日々は、どうにかこうにかで切り抜けるような生活だった。

　教科書を汚されたり、わざと制服に汚れたバケツの水をこぼされたり、罵ば倒とうの書かれているであろう手紙を入れられたりと、あの手この手で俺を追い詰めてくる。

　まあでも、俺は全然平気だ。

　辛つらいのはその様子を目まの当あたりにしている小春の悲しそうな顔を見る方だ。

「小春、たまにはどっかでかけるか？」

　部屋に帰ってきた俺が憔しよう悴すいした小春を元気づけようと声を掛かけるも、

『……うん』

　と覇は気きのない答えが返ってくる。

「ごめんな、小春。いろいろ心配かけてばっかで」

　すると小春は首を横に振ふり、目に涙なみだをためる。

『ねえ、あたしにできることってないのかな。こんなに悟郎がつらそうなのに、あたし……近くにいることしかできないなんて……』

　まるで無力さをかみしめるように居いた堪たまれない横顔。

「俺は小春が近くにいてくれるから頑張れるんだ。そうじゃなかったら、とっくに学校をやめてる」

『でも……最初にあたしがあんなこと言わなければ』

「あんなこと？」

『仲間を作ろうって……悟郎が学校辞やめようって決意しているところへ、どこへ逃にげても一緒だなんて言って……』

「俺はあの時の小春に感謝してる」

『……え？』

「小春がああ言ってくれなかったら、千夏とも和解できなかったし、明菜に辛い思いを押し付けたまま逃げることになっていた。でも小春があの時、止めてくれたから、大切な友達ともう一度話すことができた」

『でも……でも……！』

「いいか、小春がいてくれない世界の方が、俺には今よりもずっとつらい。俺、小春がいてくれるこの世界だから、どんなことされてもやってけるんだ。あいつらのこと呪のろってたかもしれないのに、今はそんな気持ちにならずにいられるんだ。全部、おまえのおかげなんだからな！」

　小春は涙をこぼしながらむず痒がゆいような顔をして目を伏せる。

　俺は少し冗談めかして、

「まあ、こんな姿を見せるのは正直、かっこ悪すぎるけど」

　と言うと、小春も少し笑って目頭を拭った。

　いいんだ。こうやって少しずつでも前進できるのなら。

　誰だれも恨まず、誰も傷つけずに前へ進めるのなら。




　　　　※※小こ久く保ぼ明あき菜な※※




　悟ご郎ろうちゃんとの連れん絡らくはほぼラインのメッセージのやり取りが中心になった。

　直接悟郎ちゃんと話すと、結果的に小こ春はるちゃんにバレちゃうから。

　小春ちゃんにこれ以上辛い思いをしてほしくない。

　だって、今一番もどかしくて、一番苦しんでいるのは小春ちゃんなんだから。

　これ以上の絶望が彼女を襲ったらどうなるんだろう。

　自分が死んでしまったことを受け入れるだけでもきっと辛いはずなのに。

　だから週末に私が悟郎ちゃんの家に行くことにしている。

　私の家はちょっと危ないんじゃないかって思うから。

　だってこの前の千ち夏かさんが言っていたことが、まんざら外れていないような気がしたからだ。

　学校に近い私のアパートではたぶん目もく撃げきされる可能性は高い。

　だからこれから会うときは悟郎ちゃんのところで。

　これは元々悟郎ちゃんの提案だった。

　私も納なつ得とくしていたのか、彼のところへ行き、一日悟郎ちゃんを介して小春ちゃんと話す。

　できるだけ嫌なことを思い出したくないから、話すのはいつだって他愛のないことばかり。

　そしてその回数が増えるたびに、やっぱり小春ちゃんはここにいるんだ、という思いを強くしていった。

　ただあんまり踏み込んだ話はしていない。

　ほら……悟郎ちゃんと小春ちゃんと私の本当の気持ちとか。

　そういうのは、今はいいかなって。

　もちろんそんなことを話している余裕もなかったのだけど。

　だからこれからの学校でどうするかっていう話は全部スマホを使ってやり取りをしている。

　解決策なんて一つも出ないけど、それでも話していれば少しだけ気がまぎれた。

　悟郎ちゃんはどちらかと言えばいつも私の心配ばかり。

　彼にどんな嫌がらせがされているのか、自分の口からは話そうとはしなかった。

　それが心配でもあった。

　事実今の彼には敵が多すぎた。

　学校の中の多数の人間が敵に回り、味方と言える人間はいない。

　みんながみんな、悟郎ちゃんを憎く思っているわけではないと思う。

　多数意見が占めている状じよう況きようでは逆のことを言いだすことは難しい。そういうことなんだと思う。

　仮にここで私たちが全力でみんなに訴えかけても、火に油を注ぐ形になる。

　関係のない第三者の意見ならまだしも、私や千夏さんは渦中の人間。

　私たちが全力で訴えかけても、マンガみたいに劇的にみんなの目が覚めるようなことは考えにくい。

　むしろ悪意はより水面下に潜り、やり方が陰湿になるだけだ。

　それを考えると気が重たくなる。

　でも大だい丈じよう夫ぶ！

　今が最悪なだけで、ここを乗のり越こえればきっとよくなっていく。

　実際に私に対しての嫌がらせがなくなっていったのと同じように、悟郎ちゃんに対する嫌がらせも少なくなっていく。

　もちろん、彼に向けられている感情は私たちとは違う。

　それでも、みんながいつまでもこんなことをしてはいられないはずだ。

　みんな短い高校生活の間にやるべきことはいくらでもあるんだから。

　だからそのうち、沈静化していくに違ない。

　その日も、あたしはそう考えながら学校に向かった。

　耐える日々の中で静かな一日が始まると思っていた。

　教室に入ると私を見て一いつ瞬しゆん静かになる。

　いつものことだ。

　私であると認識すると次第に、またこそこそ雑談を始める。

　あくまでこちらに聞こえてこないように。

　ただ、今日は少し雰囲気が違うように思えた。

　なんだか、いつもより教室の中の空気が張り詰めている。

　だからこれから、ここで何かが起きるかもしれないことを、そこはかとなく察していた自分がいた。

　その理由を聞いて教えてくれる人はいない。

　少なからず、まだ千夏さんと悟郎ちゃんは来ていない。

　スマホで連絡して相談しようとしたけど、まだ来ていないなら仕方がない。

　そう思いながら、ふと悟郎ちゃんの机が目に入る。

「……っ！」

　わからなかった。

　そこに書かれたものがなんであるのか一瞬理解できずに固まってしまった。

　ただ思考がゆっくりと追いついてくるにしたがって、血の気が引いていくのがわかった。

　――運命なんてものがあるとしたら、私はそれを全力で恨うらんでしまうだろう。

　こんなことになるなんて……。

　神様なんてものはこの世にはいなくて、いるのはジタバタともがく私たちを嘲あざ笑わらう悪あく魔まだけなんだろう。

　だとすれば、こんな非力な私たちにできることは何なのだろうか？

　目の前に広がる光景に私は為なす術すべなく、ただ立たち尽つくすことしかできなかった。




　　　　※※大おお貫ぬき悟ご郎ろう※※




　もうずいぶんと寒くなってきた。

　コートはとっくに出して、マフラーも巻いているのだが、電車に乗ると汗をかく。

　絶ぜつ妙みような時期だ。

　かといって薄着で来ると風邪かぜをひきやすいので、ここはちゃんと防寒しておくに越したことはない。

　大好きな女の子の前でいじめが続く生活ってのは、なかなかどうして恥はずかしいし、情けない。

　正直泣きたくなる。

　それでも希望はある。

　冬休みだ。

　長期休みってやつは人の生活パターンを変えてくれる。

　つまりは毎日俺に嫌がらせや汚い言葉を浴びせかける生活ってやつが一度断ち切られる。

　虐いじめが生活の一部になっている連中のほとんどは、生活習慣になってしまっているから切りどころがわからないはず。

　だがその生活習慣が強制的に一度区切られれば、頭がクールダウンするはずなのだ。

　問題は休み明けにすべき俺の行動だ。

　みんなの習慣が区切られて、どうやって『もう飽きた』って気持ちにさせるかだ。

　俺はそんなことをうんうん考えながら教室に入る。

　と、そこで不可思議な光景が目に入った。

　俺の机に明あき菜ながいる。

　そして彼かの女じよは俺の机に必死で雑巾をかけているのだ。

　声を掛けていいものかと迷いながら、自分の机までやってきて絶句した。

「……悟郎ちゃん」

　明菜はぼろぼろと涙をこぼしていた。

　俺の机には黒いマジックで、




『てめぇも事故った女の後追って死ね』




　と殴り書きがしてあった。

「――――――――――――――――――――――――――――――――――っ！」

　ああ、ダメだダメだ。

　いったいどこのどいつがこんなことしちまったんだ。

　きっと他のクラスのやつなんだろう。

　でもクラスメイトはそれを敢あえて無視した。

　関わらないように、俺という存在につながるすべてを見なかったことにした。

　それを恨んだりしやしない。

　それを怒おこったりしやしない。

　そんなふうに思うのはお門違いだ。

　みんなだって、巻き込まれた側なんだ。

　そうやって必死に自分を説得しても、腹の底からせりあがってくる感情が抑おさえられなくて、俺は何度も喘あえぐように息をする。

　溺おぼれそうだ。

　自分の中のものが全部あふれ出してきて、息もできない。

　どうしてここまでしちまうんだ！

　こんな事したら、小こ春はるが……。

『……うぅ……ああ……』

　嗚お咽えつを漏もらしながら小春が泣なき崩くずれる。

　なんてこった……。

　小春にだけはこんな思いをさせないようにって思っていたのに。

　俺はどんなことでも耐たえるつもりでいたというのに。

　大切な友達に嘘うそをついてもらってまで。

　だというに、どうしてこんなこと……。

　胸を押さえ、ひざを折り、涙をこぼす小春。

『……ごめんね……悟郎……ごめんね……』

　やめろ、小春。

　おまえは何も悪くねぇじゃねぇか。

『ごめんね…………こんな……あたしが……ごめんね……』

　違う！

　違う！　違う！　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!　違うっ!!

　おまえは何もしてねぇんだ。小春が何をしたというんだ。謝るべきなのなのはおまえじゃないだろう。

『ごめん……ごめん………ごめんね』

　泣きじゃくりながら、小春は絞しぼり出だすように俺に謝あやまり続ける。

　声にならない掠かすれた嗚咽が俺の耳に痛いくらいに突き刺ささる。

　明菜もまた堪えていたものが決けつ壊かいするようにその場で泣き崩れた。

　なんだよ、この光景は。

　俺の大切なものがどんどん崩れていくじゃないか。

　どうしてこんなことになっちまっているんだよ。

　もう少し耐えれば――そんなふうに思っていたのに、どうして今日なんだよ。

　頭の中は凍えるくらい冷静だって言うのに……。

　毛穴の一つ一つが粟あわ立つかのように振しん動どうする。

　血液の流れる音が、心臓の鼓こ動どうする音が痛いほどの爆音で耳の奥おくに鳴り響く。

　身体からだの中に何かがのたうち回り、自分の身体を突き破って飛び出してきそうだった。

　頭だけはこれから自分の身体がしようとしていることに、やめろやめろ、と命令を出している。

　だが身体はそんなこと聞く気もないかのように震えが波及する。

　ああ、ダメだ。

　なにもかも、ぶち壊したい。

　身体がそう言っている。

　概おおむね俺もそんな気持ちだよ。

　でもそれはいけない。

　そんなことしたら、もう俺はこの学校にいられなくなっちまう。

　小春を悲しませることになっちまう。

　俺のためにたくさん協力してくれた大切な人たちを裏切ることになっちまう。

　そんなことしちゃダメだ。

　絶対に駄だ目めなんだよっ！

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　制御の利きかなくなった俺の腕うでは、落書きをされた机を持ち上げていた。

　引き出しの中から教科書やノートがバラバラとこぼれだす。

　小春の涙をこぼす目が見開かれていた。

　明菜は悲しみを湛たたえながらも、まっすぐに俺を見ている。

　抑えられない激情が、ゆっくりとした時の流れの中にいた。

　誰だ？

　誰にこれをぶつけるつもりなんだ？

　――誰でもよかった。なんでもよかった。

　全部ぶっ壊しちまいたかった。

　この世界、全部がぶっ壊れちまえと思った。

　非力な俺の持ち上げた机にそんな力があるわけはない。

　だけど、そんなことはどうでもいいのだ。

　小春を放っておいてくれないこの世界に、小春を傷つけようとするこの世界に、牙きばを剥むくことができるのはもう俺しかいないのだから。

　投げつけた机が教室のドアに当たる。勢いドアが外れ廊ろう下かに倒れるとガラスの弾はじける音が廊下中に響ひびき渡わたる。

「なんで誰も放っておいてくれねえんだよっ！　おまえらに何したっていうんだよ！」

　腹の底から絞り出した声が、学校中に響き渡る。

「誰か答えてみろよ！　好きな女と静かに一いつ緒しよにいたいだけじゃねぇかよ！　死んで一緒になれんなら死んでやるよ！　ふざけんなよっ！　ふざけんな！　ふざけんな！」

　それは叫びだった。

　言葉になっていたかどうかも定かではない。

　廊下は騒ぎを聞きつけた近きん隣りんのクラスの生徒でごった返す。

　俺はそいつらに向かって全力で叫び続けていた。

　その時、ざわめきの間かん隙げきを縫ぬって誰かが放り投げた言葉――。

「――じゃあ、死ねよ」

　静まり返った。

　違ちがう。

　俺の耳がこの世界のすべての音を遮断していた。
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　何も聞こえない。

　身体は勝手に廊下へと向かい、人込みの中にいる人間を探そうとしていた。

　もみ合う生徒の中に飛び込む。

　見境なしに殴りつけるような勢いで。

　だから周りの生徒たちは正当防衛とでもいうかのように、四方から飛び出す拳こぶしが俺を叩きのめし、床ゆかに押さえつけられた。

　罵ば詈り雑言と一緒に誰もが足で蹴り飛ばす。

　小春を守ることもできず、協力してくれた友達まで巻き込み、そして誰からも理解を得ることができなかった。

　学校中の人間をただ敵に回しただけだった。

　痛みは感じない。

　ただ無力で惨みじめなだけだった。

　その時、教室の奥からガタッとイスを蹴る音が響き渡る。

「誰だよ……今の言った奴は」

　それはよく知る声だった。

　比ひ嘉が久く礼れ人とだった。こっちに歩いてくる久礼人を見上げていた。その顔は怒りに歪ゆがんでいる。

「おい、誰だって聞いてんだ！　出て来いよ！」

　廊下は静まり返っていた。

「なんで関係ねぇてめぇらが入ってくるんだよ！　これは悟郎と杉すぎ崎さき小春の問題だろうが！　おまえらになんのかかわりがあるんだよ！」

　はっきりとした口調で久礼人は叫ぶ。

「てめぇらの中に一人でも悟郎と話したことのあるやつがいるのかよ!?　悟郎って人間知ってるやつがいるのかよ！　知りもしねぇくせに、勝手に訳知り顔で正義漢きどってんじゃねえよ！　嫌なら無視してろよ！」

　その時、人だかりから反論が上がった。

「でもこいつ、ウソ吐ついて……」

　言いかけたその生徒の胸倉を久礼人は思いきり締め上げる。

「ウソ吐いたからなんだよ！　ウソ吐いたらここまでしていいのかよ？　貶して、踏みにじって、ボコボコにしていいのかよ？」

「それは……」

　その場にいた全員が久礼人の正論を前に口をつぐむ。

「腹立つんだよ！　なんも知らねえやつが、かってな憶おく測そくでかってに話すすめて、かってに結論出しやがって！　こっちは夏休み前からずっと答えが出なくて、どうしていいかわかんなくて、今日までそいつとの距きよ離りずっと考えて考えて考えて、それでも答えが出てねえんだぞ！　いいか、悟郎はなっ！」

　締め上げられ顔が赤黒くなった生徒に、久礼人は全力で言った。

「あいつは必死で他人のこと考えて行動するやつなんだよ！　おまえらが思ってるような人間じゃねぇんだよ！　それがわかってんのに、俺はあいつを受け入れられなかったんだよ！　受け入れようとするのに、こんなに時間かけちまってんだよ！　なのに、どうしてそれを待っててくれねぇんだ！　どうしててめぇら勝手にずけずけ入ってきやがるんだよ！」

　どうしてだろうか。

　目の前がぼんやりとしちまう。

　目め頭がしらが熱くなって情けないくらいに俺は泣いていた。

　今更気付いたのだ。こんなにも真しん剣けんに向き合ってくれる友達が近くにいてくれたことに。

　どうしてそんな友達を今まで信じることができなかったのか。

　話してもわかってもらえないと、なぜ最初からあきらめていたのか。







[image: ]







　いろんな感情が一気に噴き上げてきて嗚咽が止まらなかった。

　他クラスの生徒と掴みあう久礼人に手を伸ばす。

　やめてくれ！

　おまえが悪者になる必要はないんだ！

　頼たのむから、おまえまでこっちに来る必要はないんだ。

　俺の声は形を成すこともなく、喧騒の中に呑のみ込まれていく。

　この騒ぎはすぐに駆け付けた教師たちによって鎮圧された。

　その後のことはよくわからない。

　ただ、もう授業どころではなくなっていたのは事実だろう。

　保健室に担ぎ込まれた俺は、いつ尋問の順番が回ってくるのかと真っ白な天てん井じようを見上げていた。

　朝からここまでの間に起こったことがあまりにいろいろありすぎて頭の中はいっぱいだ。

　ふと小春の姿を捜さがし、視線を這はわした。

「………小春？」

　しかし彼女の返答はない。

　どこにも彼女がいない。

　離はなれることができないはずの彼女が遠くに行ってしまうということは考えにくい。

　だとしたら、小春は意図して姿を隠かくしているのかもしれない。

　ふと頭に冷静さが戻もどってきて、俺はそれ以上彼女の名を呼ぶのをやめた。

　今、小春が最も顔を合わせづらい相手は、この俺以外にいないのだから。

　無力だ。

　今一番つらいであろう小春に、俺がかけられる言葉が一つもない。

　どんな言葉をかけても彼女を傷つけてしまう。

　いや……違うか。

　俺には小春にどんな言葉をかけていいのか、これっぽっちも思いつかなかったんだ。




　　　　※※杉すぎ崎さき小こ春はる※※




　最初からわかっていたはずだ。

　死者と生者が一緒にいることがいかに不自然なことか。

　あたしが彼かれの近くにいることがいかに悟ご郎ろうを苦しめるか。

　どこかで、どうにかなるかもしれないと希望を抱いだいている浅はかな自分もいた。

　いつもあたしはそうなんだ。

　目の前に希望があったら、そこに縋すがってしまう。

　悟郎のやさしいウソに、縋ってしまったのだ。

　考えればわかることなのかもしれない。

　でも、弱いあたしは悟郎たちが吐いてくれたウソがあまりにも温かくて、現実から目を背そむけていた。

　死んだこの身体と心に、疲ひ弊へいというものがあるのかわからない。

　でも間ま違ちがいなくあたしの心は疲つかれ切っていたのだと思う。

　必死で悟郎といる時の中に生きようとして、もうクタクタになってしまっていたのだ。

　今考えればそれが判断を鈍にぶらせた原因なのかもしれない。

　なんてバカな女なんだろう。自分に呪いの言葉を吐はきかける。

　自分の中にあるものと向き合わなければならない。

　時間がかかってもいい。

　悟郎とあたしのこれからを、ちゃんと考えなければいけない。

　だからあたしは悟郎の前から姿を消した。

　遠く離れることはできない。

　それでもかまわない。

　はっきりしているのは、悟郎の前に姿を現してはいけないということ。

　今悟郎の姿を見てしまえば、あたしの心が揺らいでしまうから。

　ごめんね、悟郎。

　あたし、ちゃんと考えるから。

　悟郎とあたしの、これからを。




　　　　※※倉くら町まち真ま冬ふゆ※※




　思わぬ事態といえば、思わぬ事態なのだろう。

　比ひ嘉が久く礼れ人とがああいう行動に出たというのは。

　正直、驚おどろかされることばかりだ。

　集団マクロとして人を見てきたボクにとって個人ミクロの為なすことには常に驚かされる。

　その後の学校側の処分は穏便なものだった。

　騒ぎを起こした大おお貫ぬき君には一週間の停学処分。

　暴力沙ざ汰たを起こした比嘉久礼人君に対しても同様の措そ置ちとなった。

　本来的に考えれば学校の備品を壊したうえでの暴力沙汰である。

　ともすれば退学処分も視野に入れた話し合いが教師たちの中でなされていた。

　あまりにも表面だけしか見ていないこの措置に、一石を投じざるを得ないと思ったのはボクの良心が痛んだからではない。

　むしろ校内に起こることに無関心を装っていた教師たちに対するボクのささやかな復ふく讐しゆうのようなものだ。

　ボクは大貫悟ご郎ろうに対する生徒の大多数がかかわった虐めの実態を学校側に提出したのである。

　彼の下げ駄た箱ばこに投とう函かんされた嫌いやがらせの手紙。

　ＳＮＳに投稿された誹ひ謗ぼう中傷。

　実際に行われた彼に対する数々の嫌がらせを列挙し、会議をする教師陣の前にたたきつけてきたのである。

　どうだい、大貫君？

　ボクもなかなか性格が悪いだろう？

　君は人間として善良すぎるきらいがある。

　でもねボクが作った校風だが、その中に君のような人間がいてくれたことを誇りに思っている。

　願わくは、君のような人間たちによる学園生活を後あと押おしするのがボクの夢であったのだが。

　まあ、それはいいのかもしれない。

　停学中の君に会いに行こうとも思ったが、ボクはもうあの町には行けなくてね。

　……そうだよ。

　あの話をした君の住む町に行く勇気がボクにはもうないのさ。

　傷つけるとわかっていながら君に真実を話したあの日のことを、今でも夢に見る。

　感傷的だと思うかい？

　ボクにもね、人並みの心はあるんだよ。

　弱くて脆もろい心だ。

　ホントはもっと強いと自負していたんだが、まったくもって情けないよ。

　さて、話を戻そう。

　君と面と向かって話がしたい。

　そんなに気構えないでくれ。

　これはボクの懺ざん悔げなんだ。

　君にちゃんと話さなければならない、ただそれだけなんだ。




　　　　※※大おお貫ぬき悟ご郎ろう※※




　停学期間が明けた初日、俺おれは担任と話しすぐに帰るように言われた。

　いろいろな手続きをして、授業には明日から出るようにとのことだそうだ。

　だから俺はその後、家には帰らず放課後になるのを待った。

　真ま冬ふゆ先せん輩ぱいから呼び出しを受けていたからである。

　生徒会室に来ると、すでに真冬先輩が先に室内で待っていた。

　先輩は落ち着いた様子で俺にイスを勧すすめると、自らも腰こしを掛かける。

　今日はお茶が出てくる様子はない。

　それをとっても、彼女がいつもと違うのだ、ということを如によ実じつに物語っていた。

「先輩、あの電話の意味ってどういうことですか？」

　真冬先輩は停学期間中に一度俺のスマホに連絡を入れてきた。

　それは今回の事態を招いたのは自分であると。

　俺が今ここに置かれている状況を作ったのは自分であると言っていた。

　だが俺には彼女がそんなことをしたなんてこれっぽっちも思っていない。

　確かに頭の切れる人だし、他の学校と比べても生徒会に対する信しん頼らいは篤あついと思う。

　でも、だからといって彼女が今回の事態の元凶とは思えなかった。

　真冬先輩は落ち着いた様子でこう切り出した。

「杉すぎ崎さき小こ春はるはまだ君の目には見えるのかい？」

　その質問に、無意識的に俺は周りに目を這わせた。

　しかし彼女の姿をとらえることはできない。

　だから力なく首を横に振ふって返した。

「いなくなった……ということかい？」

「いえ、いるのだと思います。でも、この前のことで……」

　口ごもった俺の様子を見て、真冬先輩は状況を察し小さく嘆たん息そくした。

「そうか……」

　お互たがいそれ以上小春のことを言げん及きゆうするような空気は避さけられた。

　だから俺も敢えて口調を変え、本題に入ることを促す。

「あの、先輩。話したいことっていうのは……」

「そうだね。君には知っておいてもらわないといけない」

　真冬先輩はいつものような明朗な口調ではなく、どこか歯切れの悪さを感じるくらいにゆっくりと言葉を探す。

「因果性の話をすれば、君に起きている事態の根源的理由はボクに収束する。そのことを話しておきたかった」

　俺は先輩の言っている意味がよくわからず首をひねる。

「わかりづらいだろうね。順を追って話すべきだろう。君がこの事態に巻き込まれた原因はボクが生徒会長に就任した時に決まっていたんだ」

「えっと、それって先輩が生徒会長になった時には、俺のことを陥おとしいれようとしていたってことですか？」

　的まと外はずれな質問だったのか真冬先輩は乾かわいたような笑い声をあげる。

「はは。そういうわけじゃないよ。そもそもボクが生徒会長に就任した当時、君はまだこの学校に来る事になっていなかった。ましてや杉崎小春さんもあの事故に遭あっていない」

「だったら、どうして……？」

「大貫君、君はどうして今回の災厄が君に降りかかったと思っている？」

「それは……俺が小春に起こったことや今の状態を正しく認にん識しきしていなかったとか、それに気付いてもみんなにひた隠しにしていたとか、それが最悪のタイミングでバレてみんなから反感を買っちゃっただけだと思ってます」

「………」

「でもそれって、ホント、どれもタイミングが悪かったというか、全部が全部、かみ合わせが悪くなってドミノ倒しみたいになっちゃっただけで、どっちかといえば偶ぐう然ぜんみたいなものじゃないですか」

　すると先輩は心苦しそうに笑った。

「やっぱり君は根っからのいいやつなのだな」

「褒ほめてます？」

「褒めてるよ。これほどのみなの行こう為いに、悪意で報いるのではなく、相手を慮おもんぱかるその姿勢を見ていると感服する。これはお世辞ではないんだ」

　どうも先輩に褒められると、なんかあるのではと思ってしまう。

「そんな顔をしないでくれたまえ。本当にすごいと思っている。だからこそ、心底申し訳なくも思っているんだ」

　そう言って真冬先輩はなにかを思い出すように、足元を見つめる。

「昔の話をさせてくれるかい？」

「ええ、構いませんが……」

「ボクは一年生の頃ころから生徒会に関かかわっていてね。もともと旧生徒会が積み重ねてきた大量の赤字をどうするかで人手不足に陥おちいっていたところに雑用として投入されたんだ」

「俺みたいな感じですか？」

「そうだよ。というか、ボクに降りかかった設定を、君に当てはめただけなんだけどね」

　なるほどそういうことだったのか。

　俺が入った当初に帳簿を見たけど、それほど火の車というほどの赤字ではなかった。

「まあ、ボクは雑用としての範はん疇ちゆうを超えてあれこれと先輩方に口出しをして、信頼と実績を勝ち取った」

「さもありなん、って感じですね」

「まぁね。ちゃんと赤字を減らし続けていった実績は、臨時生徒会員であるボクに発言権を与えてくれた。――逆だな。発言権を得るために実績を示した、という方が正しいだろう」

「ホント先輩の話聞いてると、同じ高校生かと思いますよ」

「同じ高校生さ。まだまだ子供のような浅せん慮りよばかりだからね」

　冗じよう談だんめかして話していた先輩は、そこから急にまじめな顔になった。

「発言権を得たボクは、常々この学校の中に流れる、ある空気感をどうにかできないかと腐ふ心しんしていたんだ」

「ある空気感って？」

「この学校が進学率がいいことは知っているだろう」

「そうですね。けっこうみんなレベル高いですからね。俺も追いつくのが精一杯です」

「その通り。だからこそ、ボクが入学した当初は校内の空気がもっとギスギスしていたんだ」

「え？」

　変な声を上げてしまった。

　だって今の……というか、入学した時のこの学校の空気からは想像がつかない。

　みんな全員、ことごとくいい人間ばかりだな、っていうのが俺の第一印象だったのだから。

「まあ、驚くだろうね。とはいえ、本当にあの頃は全員が全員、進学のためにクラスメイトすら敵として見ているような空気が全体を覆っていたんだ。ボクはそれがなんとも居い心地ごこちが悪くてね。だからこの校内の空気を変えようと先輩に提案をした」

「なんですか、提案って」

「簡単な事さ。集団行動となるイベントを推奨したんだよ。今みたいな自由な放送部の校内放送や、新規部活動の申請を通しやすくすることなどを含ふくめてね。実際にはおしゃべりをしているだけの仲良しサークルみたいなものでも認可を下すことにしたんだ」

「それだけで、こんな感じになりますかね？」

「それだけじゃないよ。アプローチは様々さ。生徒会が先導してイベントごとを盛り上げたり、団結することでの達成感がある催もよおしを考えたり……いわゆるマインドコントロールというやつさ」

　前にテレビでそういうのを見たことがある。

　集団で同じ行動を取って達成感や共有する快感を得ることで全体を統制する手法……みたいなことを言っていた気がする。

「それで今みたいになったんですか？」

「そう。妬ねたみや嫉そねみを排除し、他人を悪く思わず、仲間であることを共有していく校風を作り上げていった。結果が大貫君が入学したころに感じた校内の雰囲気だったのさ」

　あらためてこの先輩の偉大さに頭が下がるような思いだった。

　それでも疑問は残る。

「あの……それが俺に起こっている事態につながったってことなんですか？」

「そう……なるかな」

「う～ん、ちょっとそこがわかんないです」

　すると先輩はいかにも苦しそうに、そして笑えみを浮うかべた。

「妬みや嫉み、それら負の感情を悪意と称していいのなら、ボクは悪意を『排除すべき害あるもの』と思い込んでいた浅はかな人間だったということさ」

「悪意はそりゃ……害があるでしょうよ。だから先輩はそれをなくそうとしたんじゃないですか」

　しかし先輩は首を横に振った。

「いいや。負の感情というのは有史以前から人間の中にあったものだ。いらないものであるのなら、とっくに進化の過程でなくなっていてもおかしくはない」

「つまり先輩は人に必要だった負の感情を、この学校から排除してしまったと？」

「そうだよ。負の感情を抱いだく場所を排はい斥せきして、誰だれもが前向きでいられる環境を作ってしまった。そのことで、無意識的にみなが感じている負の感情は行き場を失っていた。そういった感情を吐と露ろすることすらできない、ある種の独裁的な空気が出来上がっていたんだよ」

　なんとなくわかる。

　人のいいところを見よう、他人を応おう援えんしよう――そういう空気があった。

　だがそれは言げん外がいに、人の悪いところを口にしてはならない、誰かを見下したり蔑さげすんだりしてはならないということが含まれている。

　この学校の生徒たちは、誰から強制されるでもなく、気が付いたらそうやってふるまうようになっていた。

　だからみんな負けたのだ。

　悪意を誰かに向け、叩いていい人間を見つけた時の快楽に。

　それまでタブーであったことが突とつ然ぜん許されたような錯さつ覚かく。

　そして通常ではありえない速度で拡散し、悪意の数々が俺に向けられた。

「人は誰しも大なり小なりの負の感情を抱かかえて生きているものさ。そういった感情の捌はけ口は様々に言われている」

「スポーツとかですか？」

「スポーツはそれほど万ばん能のうなものではないよ。ともすれば負の感情を溜める場にもなり得る。本来的にやるべきだったのは、悪意を溜めずに小出しにしていい場所を作るということだった」

　悔しそうに唇くちびるをかみしめる。

「ボクはそんな人が普ふ通つうに抱く感情を、あたかもないようにしてしまった。想像してごらん。人間の中に当たり前に生まれる感情を抱いてはならない空気というものを」

　俺は考えてみるが今一つピンと来ない。

「たとえば楽しいという感情を無意識的にやってはいけないこと、とされてしまったら大貫君はどうだい？」

「ちょっとそれは……いやですね」

「娯楽は不ふ謹きん慎しんだ。笑うことも不謹慎だ、とされた時代が実際にあったからね。人は感情の生き物だ。生まれてきた感情を表出させるのは至って自然のことであり、また押し隠すにしても、心に芽生えた感情を否定しないだけましともいえる」

「先輩がしたのは、そういう負の感情が生まれない状じよう況きようを作ったってことですよね？」

「そう。人を人たらしめる一つの重要な部品を否定してしまったんだ」

　それは自虐にも聞こえる言葉だった。

「ボクがそのことにやっと気づいたのは、君がこの高校に来た時なんだよ」

「俺が……ですか？」

「そう。今まで負の感情を抱くきっかけを摘つむように生徒会は動いてきた。でも君が持っているバックボーンはあまりに特異だった。このことが晒さらされた時、どういう経路を辿たどっても君は免疫のない彼らの晒し者になる。そこで取ったボクの行動は、君を大ごとにしないために抱え込むということだったのさ」

　つまり俺の置かれている状況を周知されないために監かん視しできる場所に置くということ。

「愚おろかだろう？　ボクは自分の過あやまちに気付いた時点で、それをもみ消そうとしたのさ。燃えやすい家を造っておいて、責任を取らずに火の粉を遠ざけた」

　あの日、先輩が「君になら何をされても甘んじて受け入れる」と言った言葉の重みが伝わってきた。

　彼かの女じよはずっとこの孤独な戦いの中に身を置いていたのだ。

「許してほしいなんて言わない。ただ、謝っておきたかった。すまない、大貫君」

　そう言って先輩は深々と頭を下げた。

　俺はどう言っていいのかわからなかった。

　先輩が原因だっていうから、もっと悪の権ごん化げのようにこの虐めを先導してきたのかと思ったらそうじゃない。

　先輩は自分の持つ才能を駆使して、校内をよりよくしようとしたに過ぎない。

「大貫君、君への虐めはまだひどくなる可能性を多分に含んでいる。もう、この学校から出ていくべきだ。ボクではもう、生徒たちを制御することはできない。すまない」

　彼女は無表情なまま、静かになる。

　すべてを言い終えた真冬先輩。だけど、その指先は小さく震ふるえていた。

　彼女にとっての大きな挫ざ折せつ。

　これほどの人でも挫折するか……。

「真冬先輩……俺、先輩を恨うらんだりはしません。それに転校もするつもりはありません」

「しかし！」

「逃にげたら、どこへ行っても一緒だって、小春が教えてくれたんです。俺もそう思います。だから……」

　しっかりと意思をもって、俺は彼女に伝えた。

「これからのことを考えます。小春と相談して。逃げるわけじゃない、そういう方法を。だから真冬先輩が責任を背負おうとか考えないでください」

「…………っ」

「みんな……――先輩を含めたたくさんの人たちのおかげで、俺……まだこうして前を見ようとしていられます。だから、それはホント、感謝してるんです」

「………やめてくれ」

　それは初めて見る、真冬先輩の弱気な顔だった。

「君に礼を言われるような人間じゃ……ないんだ」

　今にも泣きだしそうなのを必死で我が慢まんしていた。

　少しでも気を緩ゆるませたら、彼女のすべてが決けつ壊かいしてしまうかのように、強く拳こぶしを握にぎる。

「ボクは……最低の……」

「最低の人がこんなに他人のために、自分の弱さをさらけ出したりしません」

「っ!?」

「先輩はいい人です。百人を救わなければいけない先輩は、今こうしてたった一人を救おうとして悪者になろうとしてる。そんな人を恨めるわけありません！」

　真冬先輩は膝ひざをついた。

　それまで彼女を支えていたものが無くなったかのように、力なく両手を床につける。

　そして彼女はまるで子供のように泣きじゃくった。

「……うぅ……ああああああ！」

　彼女はこの学校内で、いや他の学校と比べても抜ぬきん出た生徒だ。

　だから勝手に真冬先輩は強い人だと幻げん想そうを抱いてしまう。

　違うんだ。

　彼女だってまだ、ただの高校生なんだ。

　俺たちとおんなじ、弱くて世界のことを知らない、ただの子供なんだ。

　泣きじゃくる先輩を前に、そんな当たり前のことに気付かされた。

　謝らなきゃいけないのは、むしろ俺の方だ。そう思った。

　どれだけ先輩はその場でそうしていただろうか。

　ようやく涙なみだを拭いた先輩はつぶやくように、

「……君は強いな」

　と言った。




　　　　※※※※




　復学したその日は、冬休みの前日だった。

　年の瀬も迫り世間はどこもせわしない空気の中、俺の周りは静かに時が過ぎていく。

　あれから俺に対する虐めは激化する様子はなかった。

　俺や明あき菜な、そして千ち夏かに対する虐めの実態を教師たちが把は握あくした、という噂うわさが校内に流れたからだ。

　誰がその噂を流したのかはわからない。

　心当たりがないわけではないのだが、今は確かめる気力もなかった。

　久く礼れ人ととは、復学したその日に否いやが応にもクラスで顔を合わすことになる。

　お互い話したいことは山ほどあった。

　でも、俺から出てきた言葉は、

「……おう」

　という蚊かの鳴くような挨あい拶さつだけ。

　久礼人の方はと言えば、俺の目を見ようともせずに、

「……ああ」

　と答えただけだった。

　そのまま自分の机に戻って行こうとする久礼人。

　自分のコミュニケーション能力の低さに心底うんざりしたが、それでもあいつにこれだけは伝えないといけない。

「久礼人、すまん。それから、ありがとう」

「………」

　足を止めた久礼人はしばらく黙だまったままだった。

　そしてほんの少しうつむいてから、先ほどと同じくらいの声で、

「……ああ」

　と答えてくれた。

　俺はその小さな返答が心の底からうれしかった。

　今も久礼人とつながっているのだと思えたからだ。

　これから先、時間がかかってもいいから、また話ができるようになったらと願う。

　千夏と明菜に関しては、停学中に幾いく度ども連れん絡らくを取り合っていた。

　概おおむね俺を心配する内容がほとんどだったが、そこまで落ち込んでいるわけではないことを伝えると、二人はいくぶん安心していた。

　それよりも出てこようとしない小春のことを心配している趣おもむきの方が強い。

　実際、俺も現れようとしない小春のことが心配だったのは言うまでもない。

　それでも今の俺が小春にできることは、そっとしておくことしかない。

　こういう時、俺しか小春と話すことができない、ということに歯がゆさを感じた。

　今の小春に必要なのは、俺ではない人間と話すことなのだ。

　そう感じていたからだ。

　俺がどんな言葉を掛けようとも、今の小春にはすべて自分の責任に感じてしまう。

　どんな慰なぐさめも、どんなやさしい言葉も小春を追おい詰つめるだけなのだ。

　何より、彼女が考えなしに俺の前から姿を消しているのだとは思っていない。

　たぶん、小春にとって冷静に考える時間が必要になったのだろうと俺は理解している。

　自分のこと、これからのこと、そういういろいろをひとりで静かに考えているのだろう。

　だから俺にできることは、ただ待つことのみだった。

　彼女がもう一度、俺の前に現れてくれることを願って。







エピローグ







　悟郎に会いたかった。

　いつもすぐそこに彼はいる。

　あたしはずっと彼から離れることができない。

　でも、彼の顔を見てはダメなんだ。

　そうしたらあたしの決意はきっと揺らいでしまうから。

　同じ過ちを何度繰くり返かえしてきたのだろう。

　ホントは答えはとっくに出ていた。

　ずっとずっと前からわかっていたことだ。

　このまま、悟郎と一いつ緒しよにいることはできない。

　近くにあたしがい続ける限り、彼を幾度も悲しい目に遭あわせてしまう。

　それはたぶん一過性のことじゃない。

　きっとこの先ずっと……あたしといる限り、悟郎は苦しみ続けることになる。

　それがわかっていて、どうして一緒にいたいなんて言える？

　言えるわけがない。

　だからあたしがするべきことは当の昔に決まっていた。

　必要なのは彼の前でその言葉を言う勇気だけだった。

　ようやくその決心がついたのは、悟郎が冬休みに入った年の瀬のこと。

　部屋の中で宿題を片付けている彼の後ろにあたしは立った。

　あたしはしばらく机に向かって集中している悟郎の後ろ姿をジッと見守った。

　その背中に、もう何年も会っていなかったような懐かしさを感じる。

　音もなく彼の後ろに座すわり、その広い背中を眺めていた。

　すると集中していた悟郎はふと顔を上げ、こちらに振り向いた。

　目が合った瞬しゆん間かん、にっこりと笑い、

「よう」

　と、声を掛けてくれる。

　彼から発せられる音の心地よさに、思わず辛くなって床ゆかを見つめてしまった。

　悟郎を前にして、今この瞬間にも固めた決意が揺らぎそうになっている自分。

　それはダメなんだとわかっていても、大好きな人とともにいる世界にしがみついていたいと願う心の矛む盾じゆん。

　それを振り払おうと、あたしはようやく声を絞り出した。

『あのね、悟郎。あたしは悟郎に言わなきゃいけないことがあるの』

　やっと出た自分の言葉に、悟郎は落ち着いた様子で、

「なんだ？」

　と答える。

　たぶんこうしてあたしが現れることがわかっていたかのように。

　だからあたしはどうにか、先を続けることができた。

『……あたしね、自分がどうして悟郎の前にこうして出てこられたのかなってずっと考えてたの』

　あたしがここにいる理由。

　悟郎にだけ見える存在として、こうして立っているそのわけ。

『だってさ、世界中にはあたしと同じような人がいっぱいいるんだよ。悲しい別れなんてホントにすごくたくさんあって、大好きな人にもう一度会いたい人はすごくたくさんいるはずなんだよ』

　それはごく当たり前のこと。

　あたしが特別ではないということの証あかし。

『でも……それで思う通りになった人の話なんて聞いたことがない』

「……そうだな」

『どうしてだと思う？』

　神様がいるとしたら、どうして悟郎とあたしの間だけを取り持ってくれたの？

　どうして悟郎とあたしにだけ、特別な時間を与えてくれたの？

　もうわかっている。

『たぶんね……理由や因果関係なんてないんだと思う』

「……え？」

『思いの大きさとか、なにかの運命とか……そういうことなら、もっとふさわしい人はいっぱいいる。だからね、きっとそういうことじゃないんだと思うんだ。あたしや悟郎が特別に選ばれたわけじゃない』

「わからないだろ。もしかしたら何か理由が……」

『わかるよ』

「どうして!?」

　感情的になった悟郎は、答えを欲するように身を乗り出だす。

　あたしは落ち着いた気持ちで問い返した。

『じゃあ、悟郎はあたしが死んだ理由や因果が何かわかる？』

　悟郎は押し黙った。

　ごめんね。悟郎を傷つけたいわけじゃないの。

　でも悟郎だってわかってるはずだよ。あたしが死んだ理由がないことくらい。因果応報というのならあたしが死ぬのにはかならず理由があるはずでしょ？　でもあたしは恨みを買ったわけでもなく、日ごろの行いが特別に悪かったわけでもなく、たまたま運悪く事故に遭ってしまったんだ。

　それに理由があるのなら、神様でも誰でもいい、すぐに説明してほしい。

　でもどんな理由があったとしても、納なつ得とくはできない。

　突然の死っていうのは、きっと昔からそうやって理り不ふ尽じんで突然にやってくるものだったんだと思う。

　その理不尽に、生きている人が理由をつけてきただけだと思う。

　だとすれば、今のこのあたしの姿もまた、その理不尽の中の一つに過ぎない死の延長線上のなにかなんだろう。

『だから……あたしが悟郎のまえに現れることができたのは、きっとたまたまなの。この世界のルールの中の、なにかのミスなんじゃないかと思う。神様がいるかどうかはわからないけど……でも、普通はないことが起こっているだけだと思うの』

　そう、世界中のどこにもないこと。

　あたしが死んだことに理由がないように、この奇き跡せきにもきっと理由はない。

　冷静にひとりでいれば、すぐにわかったことなのかもしれない。

『でも悟郎の前にいるとそれがどんどん考えられなくなっちゃうの。一緒にいられるのが楽しくってうれしくって、自分が死んじゃったことすら忘れる時がある』

　幸せだったのだ。

　悟郎といられるあたりまえが、あたりまえじゃなくなって。その大切さが痛いほどよくわかって。こんな姿でも……いやこんな姿だからこそ、悟郎といられる一秒一秒がなによりも幸せに感じていた。

　幸せ過ぎて、それで……自分が死んでいることも忘れてしまいそうになった。

　でもふとした瞬間に我に返り気が付く――。

『あたしはもう死んでいて、悟郎は生きてる。わかるでしょ？』

　本来、一緒にいてはならない二人であるということに。

『そしてあたしが悟郎の近くにいる限り、悟郎を苦しめることになる』

　それはもう違たがえようがないほどに痛感した。だからこそ、あたしは決断したんだ。

　彼かれと別れる道を。

　しかし悟郎は静かな口調で言う。

「そんなことはない」

　違ちがう、違う、違う！　だって――。

『そんなことあるでしょ！　悟郎はあんな目に遭ったんだよ！　学校中から……みんなから……』

「あんなものはなんでもない！」

『なんでもないわけないじゃん！』

　目に浮かぶ涙をこらえた。

　でも泣きたいのはあたしじゃない。

　いま本当に泣きたいのは悟郎なんだ。

『……これから先も、ずっとずっと悟郎は辛つらい目に遭うんだよ！　そんなの……そんなの見てられないよ！』

「俺だって………小春のそんな辛そうな顔は見たくない！」

『だったら……もう――』

　強く、くちびるを噛かんだ。

「――答えは出てるよね……？』

　お互いが、お互いの幸せを考えたら、取るべき選せん択たくは一つしかないんだ。

　ずっと知っていたのに、目をそらし続けていた。

　目の前にある悟郎のやさしさに甘えてしまっていた。

「………っ」

　悟郎は辛そうに歯を食いしばり、ジッとうつむく。

　もう悟郎にもわかっているのだろう。

　あたしと悟郎に残されている選せん択たく肢しは、一つしかないのだということを。

　苦しそうに頭を抱えた悟郎が大きく息をすい――すべて吐はき出した。

「小春………全部捨てよう」

『……え？』

　彼の放った言葉の意味が一いつ瞬しゆんわからず、目を白黒させた。

　しかし悟郎は声を張り上げ、拳こぶしを強く握った。

「こうなっちまった原因はなんだ？　そんなもん、まわりの連中のせいにきまってんだろ？　俺と小春を苦しめてるのは全部まわりの連中だ！　だからさ！　学校なんかやめちまって、だーれもいないところに行こうぜ！　んで、二人で暮らそう。やっぱ最初からそうすべきだったんだよ！　どこ行ったって一緒ってんなら、人間が入ってこないような山やま奥おくとかに隠かくれてさ、それで誰からも後ろ指さされないような、そういう生活してさ……」

　悟郎、すごくうれしいよ。

　あなたにそう言ってもらえることが本当にしあわせだよ。

　胸の中がいっぱいになって、今すぐにでもあなたの言う通りにしてしまいたい。

　でも―――でもね。

『悟郎にはそれができるの？』

　その質問に悟郎は必死になって答える。

「できるさっ！　そりゃ、大変なことはあるだろうけど、ちゃんと勉強する！　サバイバル生活の全部を叩きこんで……」

『そうじゃないよ……そうじゃない。あたしたち、二人のことじゃない！』

　あたしはあなたのことをたくさん知ってる。

　きっとあなたの人生の中で、いちばん悟郎のことをよく知ってるって今だけは胸を張って言える。

　だから、もう一度聞くよ。

『あんたを大切にしてくれた友達を捨てることが、悟郎にはできるの？』

　悟郎のために必死になってくれた明菜。

　悟郎の言うことを信じてくれた千夏さん。

　入学からずっと悟郎のことを知って気にかけてくれていた真冬先せん輩ぱい。

　悟郎のために怒おこってくれた比ひ嘉が君。

　悟郎はその大切な友達をなかったことにして、飛び出していけるの？

　彼はジッと口を噤つぐんだ。

　心の裡うちにはいくつもの思いが交錯しているのだろう。

　それは矛盾を孕はらんだ思い。

　どれもがまっすぐにかなえたい願い。

　でも、全部を取ることは決してできない願い。

　だから葛かつ藤とうしているんだよね？

　悟郎は喘あえぐように口をパクパクさせ、あたしの瞳ひとみの中に映りこんだ自分の姿に懊おう悩のうする。

　そして身体中を震わせてその場に膝をつくと、ボロボロと涙をこぼし、そして声を上げて泣いた。

「……………………できねぇ」

『――うん』

「……できるわけねぇよぉ！　クソォ！　どうして他に選択肢がなにもねぇんだよ！　どうしてみんな大切なんだよ！　どうして……」

　あたしはそんな悟郎の身体を抱だく。

　触れあうことができないのを知っていても、そうしないではいられなかった。

　あたしはね、そんな悟郎だから大好きなんだよ。

　みんなみんな大切にするやさしい悟郎が大好きなんだよ。

　あたしを愛してくれたように、みんなを愛している悟郎が大好きなんだよ。

　触れられない悟郎のぬくもりを感じたような気がしたのは、きっと生きていた頃の記き憶おくの残ざん滓しかもしれない。

　やっぱり、あんたはウソが吐けないね。

　やさしくて、人が大好きで、だから余計に頑がん張ばっちゃうんだね。

　いつも誰かのためにそうやって必死に悩なやんで、そして前へ進んでいく悟郎が、世界中で一番大好きなんだ。

　だから、今度こそ願っていい？

　あなたの幸せを。

　あなただけの幸せを。

　あたしがいない世界で見つける、生きる者の幸せを。

　だから……。

　ねぇ、おねがい、悟郎。

　この言葉はもうこれっきりにさせてね。

　こんな悲しい言葉は、たぶん二度と言える勇気がわかないと思うから。

　あたしはそう願いを込めて、その言葉を紡いだ。




　――悟郎……――お別れしよう。







終わり
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あとがき







　このたびは「あんたなんかと付き合えるわけないじゃん！ムリ！ムリ！大好き！」をお買い上げまことにありがとうございます。

　お久しぶりです。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　今回のお話に関しては、ネタバレ的なことはないんじゃないかな、とか思ったりしておりますので、安心してあとがきからお読みいただいて結構でございます。

　とはいえ、あまり本編に触れるようなことを書いても蛇だ足そくで無ぶ粋すいで徒と労ろうなことになってしまいかねないので、内容には触れない方向で……。

　さてこのシリーズを通してのテーマは、かなり昔から書きたいと思い温めていたものでありました。執筆業を生業なりわいとしながら、いつかは挑みたいと思っていたテーマなので、この企画を執筆させてくださったＨＪ文庫様には感謝しかございません。

　そういった意味では、いつも書いているペースとは違う流れになりまして、今回の執筆はかなり難なん渋じゆういたしました。なので多くの皆様にたいへんご迷惑をおかけしてしまいました。下げっぱなしの頭を上げられない思いでございます。

　次巻はもう少し早くお届けできる……といいな（予定は未定）

　がんばります。岩にかじりついても！

　さて次巻でこの物語は完結する予定でございます。

　悟ご郎ろうと小こ春はるの初恋の行方。二人がとる選択と未来に、どうか最後までおつきあいいただければ幸いでございます。




　ここからは謝しや辞じを。

　スケジュールがガタガタになってしまった私にも根気強くお付き合いくださり、多くの助言で物語を支えてくださいます担当編集の中川様。お忙しい中、素敵なイラストを描いてくださいました希望のぞみつばめ様。そして編集部のみなさま、出版流通にかかわるすべてのみな様に心より御礼申し上げます。

　何よりもここまで読んでくださったみなさまに最大の感謝を。

　またお会いできることを心より願っております。




二〇一八年二月吉日　内堀優一
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